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最新問題: 1
機械学習スペシャリストは、Amazon Athenaを使用して Amazon S3上のデータセットにクエリ
を実行するプロセスを構築する必要があります。データセットには、プレーンテキストの CSV
ファイルとして保存された 800,000件を超えるレコードが含まれています。各レコードには次の
内容が含まれます

200列で、サイズは約 1.5 MBです。ほとんどのクエリは 5～ 10列のみにまたがります。
機械学習スペシャリストは、クエリの実行時間を最小限に抑えるためにデータセットをどのよう

に変換する必要がありますか?
A.レコードを Apache Parquet形式に変換します。
B.レコードを JSON形式に変換します。
C.レコードを GZIP CSV形式に変換します。
D.レコードを XML形式に変換します。
Answer: A (メーッセージを残す)
圧縮を使用すると、Amazon Athenaによってスキャンされるデータの量が減り、S3バケットのス
トレージも減ります。AWSの請求額にとってはWin-Winです。サポートされている形式:
GZIP、LZO、SNAPPY (Parquet)、および ZLIB。
参考: https://www.cloudforecast.io/blog/using-parquet-on-athena-to-save-money-on-aws/

最新問題: 2
You have trained a deep neural network model on Google Cloud. The model has low loss on the
training data, but is performing worse on the validation dat a. You want the model to be resilient to
overfitting. Which strategy should you use when retraining the model?
A. Apply a dropout parameter of 0 2, and decrease the learning rate by a factor of 10
B. Apply a L2 regularization parameter of 0.4, and decrease the learning rate by a factor of 10.
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C. Run a hyperparameter tuning job on Al Platform to optimize for the L2 regularization and
dropout parameters
D. Alプラットフォームでハイパーパラメータ調整ジョブを実行して学習率を最適化し、ニューロ
ンの数を 2倍に増やします。
Answer: B (メーッセージを残す)
L2正則化パラメーター 0.4を適用し、学習率を 10分の 1に下げると、過学習を軽減し、モデルの
復元力を高めることができます。出典: Google Cloud

最新問題: 3
あなたは、大規模なデータセットを使用して会社のカスタム言語モデルをトレーニングしていま

す。Vertex Alで ReductionServer戦略を使用する予定です。分散トレーニングジョブのワーカー
プールを構成する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A.最初の 2つのワーカープールのマシンが GPUを備え、トレーニングコードが実行されるコ
ンテナーイメージを使用するように構成します。3番目のワーカープールが GPUを持つように
構成し、リダクションサーバーコンテナーイメージを使用します。

B.最初の 2つのワーカープールのマシンが GPUを備え、トレーニングコードが実行されるコ
ンテナーイメージを使用するように構成します。アクセラレータなしで、reductionserverコンテ
ナーイメージを使用するように 3番目のワーカープールを構成し、帯域幅を優先するマシンタ
イプを選択します。

C.最初の 2つのワーカープールのマシンが TPUを持ち、トレーニングコードが実行されるコン
テナーイメージを使用するように構成します。アクセラレータなしで 3番目のワーカープール
を構成し、アクセラレータなしで減らすサーバーコンテナーイメージを使用し、マシンタイプを

選択します。帯域幅を優先します。

D.最初の 2つのプールのマシンが TPUを持つように構成します。トレーニングコードが実行さ
れるコンテナーイメージを使用するには、TPUを持つように 3番目のプールを構成
し、reductionserverコンテナーイメージを使用します。
Answer: B (メーッセージを残す)
Web検索結果によると、Reduction Serverは、Googleで開発された高速な GPU all-reduceアル
ゴリズムで、専用のリデューサーのセットを使用してワーカーからの勾配を集約します

12。Reducerは、GPU VMよりも大幅に安価な軽量の CPU VMインスタンスです2。したがっ
て、3番目のワーカープールにはアクセラレータを持たず、ワーカーとリデューサー間の通信を
最適化するために、高いネットワーク帯域幅を持つマシンタイプを使用する必要があります

2。TPUは Reduction Serverではサポートされていないため、最初の 2つのワーカープールには
GPUがあり、トレーニングコード 12を含むコンテナイメージを使用する必要がありま
す。Reduction-serverコンテナーイメージは Googleによって提供されており、3番目のワーカー
プールに使用する必要があります2。

最新問題: 4
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オンライン予測のために Vertex Alにデプロイする予定の XGBoostモデルをトレーニングしまし
た。現在、モデルを Vertex Al Model Registryにアップロードしています。オンライン予測リクエ
ストを最小限の遅延で返す説明メソッドを構成する必要があります。また、モデルの特徴属性が

時間の経過とともに大きく変化したときにアラートを受け取ることも必要です。あなたは何をす

るべきか？

A. 1パス数 5でサンプリングされた Shapleyを説明方法として指定します。
2モデルを Vertex Al Endpointsに展開します。
3.監視目標として予測ドリフトを使用するモデル監視ジョブを作成します。
B. 1パス数 5で説明方法として統合勾配を指定します。
2モデルを Vertex Al Endpointsに展開します。
3.監視目標として予測ドリフトを使用するモデル監視ジョブを作成します。
C. 1.パス数 50の説明メソッドとしてサンプリングされた Shapleyを指定します。
2.モデルを Vertex Al Endpointsにデプロイします。
3.トレーニングとサービングのスキューを監視目標として使用するモデル監視ジョブを作成しま
す。

D. 1パス数 50の説明方法として統合勾配を指定します。
2.モデルを Vertex Al Endpointsにデプロイします。
3トレーニングとサービングのスキューを監視目標として使用するモデル監視ジョブを作成しま
す。

Answer: A (メーッセージを残す)
サンプリングされた Shapleyは、Shapley値の高速かつスケーラブルな近似値です。Shapley値
は、モデル予測に対する各特徴の寄与を測定するゲーム理論的な概念です。サンプリングされた

Shapleyは、最小限の遅延で特徴属性を返すことができるため、オンライン予測リクエストに適し
ています。パスカウントパラメーターは、Shapley値の推定に使用されるサンプルの数を制御し
ます。値が低いほど、計算が高速になります。統合勾配は、ベースライン入力から実際の入力まで

のパスに沿った平均勾配を計算するもう 1つの説明方法です。Integrated Gradientsは、Sampled
Shapleyよりも正確ですが、計算量も多くなります。したがって、特にパス数が多いオンライン予
測リクエストには推奨されません。予測ドリフトは、時間の経過に伴う特徴値またはラベルの分

布の変化です。これはモデルのパフォーマンスと精度に影響を与える可能性があり、モデルの再

トレーニングまたは再デプロイが必要になる場合があります。Vertex AI Model Monitoringを使用
すると、デプロイされたモデルとエンドポイントの予測ドリフトを監視し、ドリフトが特定のし

きい値を超えたときにアラートと通知を設定できます。通知を受信する電子メールアドレスを指

定し、その情報を使用してトレーニングパイプラインを再トリガーし、モデルの更新バージョン

をデプロイできます。これは、目標を達成するための最も直接的で便利な方法です。

トレーニングと提供のスキューは、モデルのトレーニングに使用されるデータとモデルの提供に

使用されるデータの差です。また、モデルのパフォーマンスと精度に影響を与える可能性があり、

データ品質の問題やモデルの古さを示している可能性があります。Vertex AI Model Monitoringを
使用すると、デプロイされたモデルとエンドポイントのトレーニングと提供のスキューを監視

し、スキューが特定のしきい値を超えた場合のアラートと通知を設定できます。
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ただし、質問はデータ分布ではなくモデルの特徴属性に関するものであるため、これは質問とは

関係ありません。参考文献:
※Vertex AI：説明方法
* Vertex AI:設定の説明
* Vertex AI:予測ドリフトのモニタリング
* Vertex AI:トレーニングとサービスのスキューを監視

最新問題: 5
あなたは最近、自動運転車用の画像セグメンテーションモデルの最初のバージョンを構築しまし

た。モデルをデプロイした後、曲線下面積 (AUC)メトリックの減少が観察されます。ビデオ録画
を分析すると、トラフィックが非常に混雑している場合はモデルが失敗するが、トラフィックが

少ない場合は期待どおりに機能することもわかります。この結果の最も考えられる理由は何です

か?
A.モデルは、交通量が少ないエリアでは過剰適合し、交通量が多いエリアでは過小適合します。
B.出力ノードから入力ノードへの逆伝播中に勾配が小さくなり、消滅します。
C. AUCは、この分類モデルを評価するための正しい指標ではありません。
D.モデルのトレーニングに使用された混雑したエリアを表すデータが多すぎます。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 6
あなたの組織のコールセンターから、各通話における顧客の感情を分析するモデルを開発するよ

う依頼されました。コールセンターには毎日 100万件を超える電話がかかり、データは Cloud
Storageに保存されます。収集されたデータは通話が発信された地域から出てはならず、個人を特
定できる情報 (Pll)を保存または分析することはできません。データサイエンスチームは、SQL
ANSI-2011準拠のインターフェイスを必要とする視覚化とアクセス用のサードパーティツール
を備えています。データ処理および分析用のコンポーネントを選択する必要があります。データ

パイプラインはどのように設計すべきでしょうか?

A. 1 =データフロー、2 = BigQuery
B. 1 = Pub/Sub、2 =データストア
C. 1 = Cloud Function、2 = Cloud SQL
D. 1 =データフロー、2 = Cloud SQL
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 7
あなたは、世界中の何千もの企業に企業向け電子製品を販売する会社で働いています。あなたの

会社は、過去の顧客データを BigQueryに保存しています。今後 3年間の顧客生涯価値を予測する
モデルを構築する必要があります。最も単純なアプローチを使用してモデルを構築し、視覚化

ツールにアクセスしたいと考えています。あなたは何をするべきか？
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A. Vertex Al Workbenchノートブックを作成して、探索的データ分析を実行します。IPythonマ
ジックを使用して、入力機能を備えた新しい BigQueryテーブルを作成します。BigQueryコン
ソールを使用して、モデル作成ステートメントを実行します。mlを使用して結果を検証します。
評価してmlします。発言を予測する。
B. BigQueryコンソールから create modelステートメントを実行して AutoMLモデルを作成しま
す。mlを使用して結果を検証します。評価してmlします。発言を予測する。
C. Vertex Al Workbenchノートブックを作成して、探索的データ分析を実行し、入力フィーチャを
作成します。フィーチャを CSVファイルとして Cloud Storageに保存します。CSVファイルを新
しい BigQueryテーブルとしてインポートします。BigQueryコンソールを使用して、モデル作成
ステートメントを実行します。mlを使用して結果を検証します。評価してmlします。発言を予測
する。

D. Vertex Al Workbenchノートブックを作成して探索的データ分析を実行します。IPythonマ
ジックを使用して、入力特徴を持つ新しい BigQueryテーブルを作成し、モデルを作成し、モデル
作成 mlを使用して結果を検証します。とmlを評価します。発言を予測する。
Answer: B (メーッセージを残す)
BigQueryは、スケーラブルでコスト効率の高い方法で大量のデータの保存とクエリを可能にする
サービスです。BigQueryを使用すると、create modelステートメントを使用して、今後 3年間の
顧客生涯価値を予測するモデルを構築できます。create modelステートメントは、BigQueryの
データを使用して MLモデルを作成およびトレーニングできる SQLコマンドです。create model
ステートメントを使用して、データに最適な機能とアーキテクチャを自動的に選択するモデルの

一種である AutoMLモデルを作成できます。AutoMLモデルを使用すると、コードを記述したり特
徴量エンジニアリングを実行したりすることなく、最も簡単なアプローチでモデルを構築できま

す。ml.evaluateステートメントと ml.predictステートメントを使用してモデルの結果を検証する
こともできます。ml.evaluateステートメントは、さまざまなメトリックを使用してモデルのパ
フォーマンスと品質を評価できる SQLコマンドです。ml.predictステートメントは、モデルと新
しいデータを使用して予測を行うことができる SQLコマンドです。BigQueryコンソールを使用
してチャートやグラフなどの視覚化ツールにアクセスし、データやモデルの結果を調査および分

析することもできます。BigQueryコンソール、create modelステートメント、ml.evaluateステー
トメントと ml.predictステートメントを使用すると、今後 3年間の顧客ライフタイムバリューを
予測するモデルを構築して検証し、可視化ツールにアクセスできます。参考文献:
* BigQueryドキュメント
*モデルステートメントのドキュメントを作成する
* ml.evaluateステートメントのドキュメント
* ml.predictステートメントのドキュメント
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニアプロフェッショナル認定資格

最新問題: 8
あなたは配送会社に勤めています。配達された荷物やトラックの位置などの機能を長期にわたっ

て保存および管理するシステムを設計する必要があります。システムは、低遅延で特徴を取得し、
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それらの特徴をオンライン予測用のモデルにフィードする必要があります。データサイエンス

チームは、モデルのトレーニングのために特定の時点の履歴データを取得します。最小限の労力

で特徴を保存したいと考えています。あなたは何をするべきか？

A.特徴量をキー/値データとして Bigtableに保存します。
B.フィーチャを Vertex Alフィーチャストアに保存します。
C.フィーチャを Vertex Alデータセットとして保存し、それらのフィーチャを使用して Vertex Al
エンドポイントでホストされているモデルをトラムします。

D. BigQueryタイムスタンプパーティション分割テーブルに機能を保存し、BigQuery Storage
Read APIを使用して機能を提供します。
Answer: B (メーッセージを残す)
Vertex AI Feature Storeは、ML機能を Google Cloudに保存して管理できるサービスです。
Vertex AI Feature Storeを使用すると、配達された荷物やトラックの位置などのフィーチャを長
期にわたって保存し、オンライン予測のために低レイテンシで取得できます。オンライン予測は、

入力データの個別または小さなバッチに対して低遅延の応答を提供する予測の一種です。Vertex
AI Feature Storeを使用して、モデルのトレーニングのために特定の時点の履歴データを取得す
ることもできます。モデルのトレーニングは、データから MLモデルのパラメーターを学習するプ
ロセスです。Vertex AI Feature Storeを使用すると、最小限の労力でフィーチャを保存でき、独自
のデータストレージとサービスシステムの管理の複雑さを回避できます。参考文献:
* Vertex AIフィーチャーストアのドキュメント
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニアプロフェッショナル認定資格

最新問題: 9
あなたは、会社の ML実験とモデルの再トレーニングを自動化する MLOpsプラットフォームを
構築しています。数十のパイプラインのアーティファクトを整理する必要があるパイプラインの

アーティファクトはどのように保存すればよいですか?
A.パラメータを Cloud SQLに保存し、モデルのソースコードとバイナリを GitHubに保存しま
す。

B.パラメータを Cloud SQLに保存し、モデルのソースコードを GitHubに保存し、モデルのバイ
ナリを Cloud Storageに保存します。
C. Vertex MLメタデータにパラメータを保存します。モデルのソースコードは GitHubに保存さ
れ、モデルのバイナリは Cloud Storageに保存されます。
D.パラメーターを Vertex MLメタデータに保存し、モデルのソースコードとバイナリを GitHub
に保存します。

Answer: (解答を表示する)
数十のパイプラインのアーティファクトを整理するには、パラメータを Vertex ML Metadataに保
存し、モデルのソースコードを GitHubに保存し、モデルのバイナリを Cloud Storageに保存する
必要があります。このオプションには次の利点があります。
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* Vertex ML Metadataは、データセット、モデル、メトリクス、パラメーターなどの MLワークフ
ローのメタデータの追跡と管理に役立つサービスです1。また、データリネージ、モデルのバー
ジョン管理、モデルのパフォーマンスの監視にも役立ちます2。
* GitHubは、コードリポジトリをホスティングおよび共同作業するための人気のあるプラット
フォームです。これは、モデルのソースコードだけでなく、MLパイプラインの一部である構成
ファイル、スクリプト、ノートブックの管理にも役立ちます3。
* Cloud Storageは、モデルバイナリ 4を含むあらゆる種類のデータを保存できる、スケーラブル
で耐久性のあるオブジェクトストレージサービスです。また、Vertex AI、Cloud Functions、Cloud
Runなどの他のサービスと統合して、モデルのデプロイと提供を容易にすることもできます5。
参考文献:
*1: Vertex MLメタデータの概要 |頂点 AI |グーグルクラウド
* 2: MLワークフローのメタデータを管理 |頂点 AI |グーグルクラウド
*3: GitHub -世界中がソフトウェアを構築する場所
※4：クラウドストレージ |グーグルクラウド
* 5:モデルの展開 |頂点 AI |グーグルクラウド

最新問題: 10
あなたは、本番環境でカスタムモデルをトレーニングおよび実行するためのプロセスを開発して

います。モデルと予測の系統を表示できる必要があります。あなたは何をするべきか？

A. 1 Vertex Al管理データセットを作成します
2 Vertex Aiトレーニングパイプラインを使用してモデルをトレーニングします
3 Vertex Alでバッチ予測を生成する
B. 1 Vertex Al Pipelinesカスタムトレーニングジョブコンポーネントを使用してモデルをト
レーニングします

2. Vertex Al Pipelinesモデルのバッチ予測コンポーネントを使用して予測を生成する
C. 1データセットを BigQueryにアップロードします
2. Vertex Alカスタムトレーニングジョブを使用してモデルをトレーニングします
3 Vertex Al SDKカスタム予測ルーチンを使用して予測を生成する
D. 1 Vertex Al Experimentsを使用してモデルをトレーニングします。
2 Vertex Al Model Registryにモデルを登録します。
3. Vertex Alでバッチ予測を生成する
Answer: D (メーッセージを残す)
公式試験ガイド1によると、試験で評価されるスキルの 1つは「パイプラインアーティファクト

の系統を追跡する」ことです。Vertex AI Experiments2は、モデルトレーニングの実行結果を追跡

および比較できるサービスです。Vertex AI Experimentsは、トレーニング実行ごとにハイパーパ
ラメータ、メトリクス、アーティファクトなどのメタデータを自動的に記録します。Vertex AI
Experimentsを使用すると、TensorFlow、PyTorch、XGBoost、または scikit-learnを使用してカス
タムモデルをトレーニングできます。Vertex AI Model Registry3は、トレーニングされたモデル
を一元管理できるサービスです。Vertex AI Model Registryを使用して、モデルを登録し、ラベル
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と説明を追加し、モデルの系統グラフを表示できます。リネージグラフには、データセット、ト

レーニングパイプライン、評価メトリクスなど、モデル作成の一部であるアーティファクトと実

行が表示されます。他のオプションは、このシナリオには関係がなく、最適でもありません。参考

文献:
* Professional ML Engineer試験ガイド
* Vertex AI実験
* Vertex AIモデルレジストリ
* Googleプロフェッショナル機械学習認定試験 2023
*最新の Google Professional Machine Learning Engineerの実際の無料試験問題

最新問題: 11
あなたは、Google Kubernetes Engineで Kubeflowパイプラインを開発しています。パイプライン
の最初のステップは、BigQueryに対してクエリを発行することです。そのクエリの結果をパイプ
ラインの次のステップへの入力として使用する予定です。これをできるだけ簡単な方法で達成し

たいと考えています。あなたは何をするべきか？

A. BigQueryコンソールを使用してクエリを実行し、クエリ結果を新しい BigQueryテーブルに保
存します。

B. BigQuery APIを使用して BigQueryに対してクエリを実行する Pythonスクリプトを作成しま
す。このスクリプトを Kubeflowパイプラインの最初のステップとして実行します。
C. Kubeflow Pipelinesドメイン固有言語を使用して、Python BigQueryクライアントライブラリ
を使用してクエリを実行するカスタムコンポーネントを作成します。

D. GitHubで Kubeflow Pipelinesリポジトリを見つけます。BigQueryクエリコンポーネントを見
つけて、そのコンポーネントの URLをコピーし、それを使用してコンポーネントをパイプライン
に読み込みます。コンポーネントを使用して BigQueryに対してクエリを実行する
Answer: D (メーッセージを残す)
Kubeflowは、Kubernetes上でスケーラブルでポータブルな機械学習ワークフローを開発、オーケ
ストレーション、デプロイ、実行するためのオープンソースプラットフォームです。Kubeflow
Pipelinesは、グラフィカルユーザーインターフェイスまたは Pythonベースのドメイン固有言語
(DSL)を使用してエンドツーエンドの機械学習パイプラインを構築および管理できる Kubeflow
のコンポーネントです。Kubeflow Pipelinesは、機械学習ワークフローの自動化とオーケストレー
ションを支援し、さまざまな Google Cloudサービスやツールと統合できます1。Kubeflow
Pipelinesで使用できる Google Cloudサービスの 1つは、サーバーレスでスケーラブルでコスト
効率の高いデータである BigQueryです。大規模なデータに対して高速かつ複雑なクエリを実行
できるウェアハウス。BigQueryは、機械学習用のデータの分析と準備、機械学習モデルの保存と
管理に役立ちます2。Kubeflowパイプラインの最初のステップとして BigQueryに対してクエリ
を実行し、そのクエリの結果を次のステップへの入力として使用します。パイプラインでこれを

行う最も簡単な方法は、BigQueryクエリコンポーネントを使用することです。これは、GitHubの
Kubeflow Pipelinesリポジトリにある事前に構築されたコンポーネントです。
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The BigQuery Query Component allows you to run a SQL query on BigQuery, and output the
results as a table or a file. You can use the component's URL to load the component into your
pipeline, and specify the query and the output parameters. You can then use the output of the
component as the input to the next step in your pipeline, such as a data processing or a model
training step3 The other options are not as easy or feasible. Using the BigQuery console to
execute your query and then save the query results into a new BigQuery table is not a good idea,
as it does not integrate with your Kubeflow pipeline, and requires manual intervention and
duplication of data. Writing a Python script that uses the BigQuery API to execute queries against
BigQuery is not ideal, as it requires writing custom code and handling authentication and error
handling. Using the Kubeflow Pipelines DSL to create a custom component that uses the Python
BigQuery client library to execute queries is not optimal, as it requires creating and packaging a
Docker container image for the component, and testing and debugging the component.
References: 1: Kubeflow Pipelines overview 2: BigQuery overview 3: BigQuery Query Component

最新問題: 12
あなたは銀行に勤めており、不正行為検出のためのランダムフォレストモデルを構築していま

す。トランザクションを含むデータセットがあり、そのうち 1%が不正であると特定されていま
す。どのデータ変換戦略が分類器のパフォーマンスを向上させる可能性がありますか?
A.データを TFRecordに書き込みます。
B.すべての数値特徴を Z正規化します。
C.不正なトランザクションを 10回オーバーサンプリングします。
D.すべてのカテゴリ特徴量でワンホットエンコーディングを使用します。
Answer: C (メーッセージを残す)
オーバーサンプリングは、多数派のクラスが少数派のクラスを支配する不均衡なデータセットを

処理するための手法です。少数派クラスのサンプル数を増やすことで、クラスの分布のバランス

をとります。

オーバーサンプリングにより、多数派のクラスに対するバイアスが軽減され、少数派のクラスに

対する感度が高まるため、分類器のパフォーマンスを向上させることができます。

この場合、データセットにはトランザクションが含まれており、そのうち 1%が不正であると特
定されています。これは、不正取引が少数派であり、非不正取引が多数派であることを意味しま

す。このデータセットでトレーニングされたランダムフォレストモデルは、不正なトランザク

ションの再現率が低い可能性があります。つまり、トランザクションの多くを見逃して、不正を検

出できない可能性があります。これは銀行とその顧客にとって高額なコストとなる可能性があり

ます。

この問題を克服する 1つの方法は、不正なトランザクションを 10回オーバーサンプリングする
ことです。これは、各不正なトランザクションがトレーニングデータセット内で 10回複製される
ことを意味します。これにより、不正取引の割合が 1%から約 10%に増加し、データセットのバ
ランスがより整います。これにより、ランダムフォレストモデルは、不正なトランザクションと

不正でないトランザクションを区別するパターンと特徴をより認識できるようになり、少数派の

クラスの精度と再現率が向上します。

https://www.jpnpdf.com/Google.Professional-Machine-Learning-Engineer.v2024-06-17.q112-mondaishu.html


オーバーサンプリングや不均衡なデータに対するその他の手法の詳細については、次の参考資料

を参照してください。

*不均衡な分類のためのランダムなオーバーサンプリングとアンダーサンプリング
*不均衡なデータセットに対するオーバーサンプリング手法の探求

最新問題: 13
あなたは、会社がよりターゲットを絞ったオンライン広告キャンペーンを作成できるようにする

モデルを開発しています。モデルのトレーニングに使用するデータセットを作成する必要があり

ます。モデル内に不当なバイアスが生じたり、強化されたりすることは避けたいと考えています。

あなたは何をするべきか？

2つの答えを選択してください
A.人口統計上の特徴の包括的なセットが含まれます。
B.広告と最も頻繁にやり取りする人口統計グループのみを含めます。
C.実稼働トラフィックのランダムなサンプルを収集して、トレーニングデータセットを構築しま
す。

D.実稼働トラフィックの層別サンプルを収集して、トレーニングデータセットを構築します。
E.トレーニングされたモデルで、機密性の高いカテゴリーと人口統計にわたる公平性テストを実
施します。

Answer: (解答を表示する)
モデル内で不公平なバイアスが生じたり強化されたりすることを回避するには、運用トラフィッ

クの代表的なサンプルを収集してトレーニングデータセットを構築し、トレーニングされたモデ

ルで機密性の高いカテゴリと人口統計全体にわたる公平性テストを実施する必要があります。代

表的なサンプルとは、母集団の真の分布を反映するサンプルであり、どのグループも過大または

過小代表するものではありません。ランダムサンプルは、すべてのデータポイントが等しい確率

で選択されるようにするため、代表的なサンプルを取得する簡単な方法です。層別サンプルは、す

べてのサブグループがサンプル内で比例代表を持つことを保証するため、代表的なサンプルを取

得するもう 1つの方法です。ただし、層別サンプルにはサブグループとそのサイズに関する事前
の知識が必要ですが、それが利用できないか、簡単に入手できない場合があります。したがって、

この場合はランダムサンプルの方がより現実的な選択肢となります。公平性テストは、年齢、性

別、人種などのさまざまなカテゴリや人口統計に基づいて、モデルの潜在的な偏見と差別を測定

および評価する方法です。公平性テストは、不公平な結果や影響を特定し、軽減するのに役立ちま

す。モデルがすべてのグループを公正かつ公平に扱うことを保証します。公平性テストは、混同行

列、ROC曲線、公平性指標などのさまざまな方法やツールを使用して実行できます。参考:答え
は、Google Cloudの公式ドキュメントと、データサンプリングと公平性テストに関連するリソー
スから確認できます。

*サンプリングデータ | BigQuery
*公平性指標 | TensorFlow
* What-ifツール | TensorFlow

最新問題: 14
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あなたは、カスタマーサポートチケットをサポートエージェントにルーティングする前に有益

なメタデータで強化するサーバーレス MLシステムを使用したアーキテクチャを設計していま
す。チケットの優先順位を予測し、チケットの解決時間を予測し、エージェントがサポートリクエ

ストを処理する際に戦略的な決定を下せるようにセンチメント分析を実行するには、一連のモデ

ルが必要です。チケットにはドメイン固有の用語や専門用語が含まれることは期待されません。

提案されたアーキテクチャには次のようなフローがあります。

Enrichment Cloud Functionsはどのエンドポイントを呼び出す必要がありますか?
A. 1 = Alプラットフォーム、2 = Alプラットフォーム、3 = AutoMLビジョン
B. 1 = Alプラットフォーム、2 = Alプラットフォーム、3 = AutoML Natural Language
C. 1 = Alプラットフォーム、2 = Alプラットフォーム、3 =クラウド自然言語 API
D. 1 =クラウド自然言語 API、2 = Alプラットフォーム、3 =クラウドビジョン API
Answer: C (メーッセージを残す)
https://cloud.google.com/architecture/architecture-of-a-serverless-ml-model#architectureアーキ
テクチャには次のようなフローがあります。

ユーザーが Firebaseにチケットを書き込むと、Cloud Functionがトリガーされます。
- Cloud Functionは、チケットを強化するために 3つの異なるエンドポイントを呼び出します。
-AI Platformエンドポイント。関数は優先度を予測できます。
-AI Platformエンドポイント。この関数は解決時間を予測できます。
-感情分析と単語の顕著性を行うための Natural Language API。
-For each reply, the Cloud Function updates the Firebase real-time database.
-The Cloud Function then creates a ticket into the helpdesk platform using the RESTful API.

最新問題: 15
会社のモバイルアプリケーションからのユーザーアクティビティデータを分析する必要があり

ます。チームは、データ分析、変換、MLアルゴリズムの実験に BigQueryを使用します。ユーザー
アクティビティデータを確実にリアルタイムで BigQueryに取り込む必要があります。あなたは
何をするべきか？

A. BigQueryにデータをストリーミングするように Pub/Subを構成します。
B. Dataprocで Apache Sparkストリーミングジョブを実行して、データを BigQueryに取り込み
ます。

C. Dataflowストリーミングジョブを実行して、データを BigQueryに取り込みます。
D.データを BigQueryに取り込むように Pub/Subと Dataflowストリーミングジョブを構成しま
す。

Answer: C (メーッセージを残す)
ユーザーアクティビティデータを確実にリアルタイムで BigQueryに取り込むための最良のオ
プションは、Dataflowストリーミングジョブを実行してデータを BigQueryに取り込むことで
す。Dataflowは、データのバッチ処理とストリーム処理の両方を処理できるフルマネージドサー
ビスで、BigQueryや他の Google Cloudサービスとシームレスに統合できます。

https://www.jpnpdf.com/Google.Professional-Machine-Learning-Engineer.v2024-06-17.q112-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Google.Professional-Machine-Learning-Engineer.v2024-06-17.q112-mondaishu.html


Dataflowでは、Apache Beamをプログラミングモデルとして使用することもできます。これに
より、データパイプラインを開発するための統合された移植可能な APIが提供されま
す。Dataflowを使用すると、独自のインフラストラクチャ管理の複雑さとオーバーヘッドを回避
し、データのロジックと変換に集中できます。データフローは、構造化データ、非構造化データ、バ

イナリデータなどのさまざまな種類のデータを処理することもでき、データストリームに対して

ウィンドウ処理、集計、その他の操作を適用することもできます。

他のオプションは、次の理由により最適ではありません。

* A. BigQueryにデータをストリーミングするように Pub/Subを構成することは、良い選択肢で
はありません。Pub/Subは、データストリームのパブリッシュとサブスクライブができるメッ
セージングサービスですが、データの変換や処理を実行できないからです。Pub/Subは Dataflow
のソースまたはシンクとして使用できますが、BigQueryにデータを取り込むためのスタンドアロ
ンソリューションとしては使用できません。

* B. Dataprocで Apache Sparkストリーミングジョブを実行して BigQueryにデータを取り込む
ことは、適切なオプションではありません。これには、仮想マシンの独自のクラスタを設定して管

理する必要があり、ソリューションのコストと複雑さが増大する可能性があります。さら

に、Apache Sparkは BigQueryとネイティブに統合されていないため、BigQueryにデータを書き
込むためにコネクタまたは中間ストレージを使用する必要があるため、レイテンシや非効率が発

生する可能性があります。

* D.データを BigQueryに取り込むように Pub/Subと Dataflowストリーミングジョブを構成す
ることは悪い選択肢ではありませんが、Dataflowは Pub/Subを仲介者として使用せずにモバイル
アプリケーションから直接データを読み取ることができるため、必須ではありません。Pub/Sub
を使用すると、抽象化と信頼性の追加レイヤーを追加できますが、ソリューションのコストと複

雑さが増加し、データの取り込みに多少の遅延が生じる可能性もあります。

参考文献:
* Professional ML Engineer試験ガイド
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニアプロフェッショナル認定資格
* Google Cloudが機械学習エンジニア認定資格を開始
*データフローのドキュメント
* BigQueryドキュメント

最新問題: 16
あなたは、コンタクトセンターを最新化したいと考えている大規模なテクノロジー企業に勤めて

います。あなたは、リクエストをより迅速に適切なサポートチームに転送できるように、着信コー

ルを製品ごとに分類するソリューションを開発するように依頼されました。Speech-to-Text API
を使用して通話をすでに文字に起こしています。データの前処理と開発時間を最小限に抑えたい

と考えています。どのようにモデルを構築すればよいでしょうか?
A.カスタムモデルを構築して、文字起こしされたコールから製品キーワードを特定し、分類アル
ゴリズムを通じてキーワードを実行します。

B. Cloud Natural Language APIを使用して、分類用のカスタムエンティティを抽出します



C. Al Platform Training組み込みアルゴリズムを使用してカスタムモデルを作成します
D. AutoML Natural Languageを使用して、分類用のカスタムエンティティを抽出します
Answer: (解答を表示する)

有効な Professional-Machine-Learning-Engineer問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com Professional-Machine-Learning-Engineer問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Google/Professional-Machine-Learning-Engineer-mondaishu.html

(29030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
複数の Google Cloudプロジェクトにわたるデータを使用して、Vertex Alでモデルをトレーニン
グしています。モデルのさまざまなバージョンのパフォーマンスを追跡し、比較する必要があり

ます。MLワークフローにどの Google Cloudサービスを含めるべきですか?
A. Vertex Alパイプライン: Vertex Al Experimentsおよび Vertex Alメタデータ
B. Vertex Al Pipelines、Vertex Al Feature Store、および Vertex Al Experiments
C.データプレックス。Vertex Al Feature Storeと Vertex Al TensorBoard
D.データプレックス。Vertex Al実験と Vertex Al MLメタデータ
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 18
Vertex Alでモデルトレーニングパイプラインを実行しているときに、メモリ不足エラーにより
評価ステップが失敗していることがわかりました。現在、評価ステップでは TensorFlow Model
Analysis (TFMA)を標準の Evaluator TensorFlow Extended (TFX)パイプラインコンポーネント
とともに使用しています。インフラストラクチャのオーバーヘッドを最小限に抑えながら、評価

品質を低下させることなくパイプラインを安定させたいと考えています。あなたは何をするべき

か？

A. tfma.MetricsSpec ()を追加して、評価ステップのメトリクスの数を制限します。
B.パイプラインを Google Kubernetes Engineでホストされている Kubeflowに移行し、評価ス
テップに適切なノードパラメーターを指定します。

C. Dataflowで評価ステップを実行するには、beam_pipeline_argsにフラグ -
runner=DataflowRunnerを含めます。
D.評価ステップをパイプラインから移動し、十分なメモリを備えたカスタム Compute Engine
VMで実行します。
Answer: (解答を表示する)
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インフラストラクチャのオーバーヘッドを最小限に抑えながら、評価の品質を低下させることな

くパイプラインを安定させるための最良のオプションは、評価ステップのランナーとして

Dataflowを使用することです。Dataflowは、ワークロードに応じてスケールアップおよびスケー
ルダウンできる Apache Beamパイプラインを実行するためのフルマネージドサービスで
す。Dataflowは、モデル評価などの大規模な分散データ処理タスクを処理でき、Vertex AI
Pipelinesや TensorFlow Extended (TFX)と統合することもできます。beam_pipeline_argsでフ
ラグ -runner=DataflowRunnerを使用すると、ローカルで実行されメモリ不足エラーが発生する可
能性があるデフォルトの DirectRunnerを使用する代わりに、Dataflowで評価ステップを実行す
るように Evaluatorコンポーネントに指示できます。オプション Aは不正解です。評価ステップ
でのメトリクスの数を制限するために tfma.MetricsSpec()を追加すると、一部の重要なメトリク
スが省略される可能性があるため、評価の品質が低下する可能性があります。

さらに、データとモデルのサイズと複雑さによっては、評価ステップで依然として大量のメモリ

が消費される可能性があるため、メトリクスの数を減らしてもメモリ不足エラーが解決されない

可能性があります。オプション Bは不正解です。Google Kubernetes Engine (GKE)でホストされ
ている Kubeflowにパイプラインを移行すると、GKEクラスターを自分でプロビジョニング、管
理、監視する必要があるため、インフラストラクチャのオーバーヘッドが増加する可能性があり

ます。

さらに、評価ステップでは適切なノードパラメーターを指定する必要があり、最適な構成を見つ

けるには試行錯誤が必要になる場合があります。オプション Dは不正解です。評価ステップをパ
イプラインの外に移動してカスタム Compute Engine VM上で実行すると、VMを自分で作成、構
成、削除する必要があるため、インフラストラクチャのオーバーヘッドが増加する可能性があり

ます。さらに、評価ステップのために十分なメモリが VMにあることを確認する必要があり、最適
なマシンタイプを見つけるには試行錯誤が必要になる場合があります。参考文献:
*データフローのドキュメント
* DataflowRunnerの使用
*評価コンポーネントのドキュメント
* Evaluatorコンポーネントの構成

最新問題: 19
You work for a company that manages a ticketing platform for a large chain of cinemas.
Customers use a mobile app to search for movies they're interested in and purchase tickets in the
app. Ticket purchase requests are sent to Pub/Sub and are processed with a Dataflow streaming
pipeline configured to conduct the following steps:
1. Check for availability of the movie tickets at the selected cinema.
2. Assign the ticket price and accept payment.
3. Reserve the tickets at the selected cinema.
4. Send successful purchases to your database.
Each step in this process has low latency requirements (less than 50 milliseconds). You have
developed a logistic regression model with BigQuery ML that predicts whether offering a promo
code for free popcorn increases the chance of a ticket purchase, and this prediction should be



added to the ticket purchase process. You want to identify the simplest way to deploy this model
to production while adding minimal latency. What should you do?
A. Run batch inference with BigQuery ML every five minutes on each new set of tickets issued.
B. Export your model in TensorFlow format, deploy it on Vertex AI, and query the prediction
endpoint from your streaming pipeline.
C. Export your model in TensorFlow format, and add a tfx_bsl.public.beam.RunInference step to
the Dataflow pipeline.
D. Convert your model with TensorFlow Lite (TFLite), and add it to the mobile app so that the
promo code and the incoming request arrive together in Pub/Sub.
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 20
機械学習スペシャリストは、企業 VPCのプライベートサブネットで Amazon SageMakerノート
ブックインスタンスを使用しています。MLスペシャリストは、Amazon SageMakerノートブッ
クインスタンスの Amazon EBSボリュームに重要なデータを保存しているため、その EBSボ
リュームのスナップショットを取得する必要があります。ただし、MLスペシャリストは、VPC内
で Amazon SageMakerノートブックインスタンスの EBSボリュームまたは Amazon EC2イン
スタンスを見つけることができません。

MLスペシャリストが VPCにインスタンスを表示できないのはなぜですか?
A. Amazon SageMakerノートブックインスタンスは顧客アカウント内の EC2インスタンスに
基づいていますが、VPCの外部で実行されます。
B. Amazon SageMakerノートブックインスタンスは、顧客アカウント内の Amazon ECSサービ
スに基づいています。

C. Amazon SageMakerノートブックインスタンスは、AWSサービスアカウント内で実行され
る EC2インスタンスに基づいています。
D. Amazon SageMakerノートブックインスタンスは、AWSサービスアカウント内で実行され
る AWS ECSインスタンスに基づいています。
Answer: C (メーッセージを残す)
説明/参照: https://docs.aws.amazon.com/sagemaker/latest/dg/gs-setup-working-env.html

最新問題: 21
あなたは、ビデオフィードからスライスされたフレームを使用し、特定のオブジェクトの周囲に

境界ボックスを作成する MLモデルを開発しています。トレーニングパイプラインの次のステッ
プを自動化したいと考えています。Cloud Storageでのデータの取り込みと前処理、続いて Vertex
AIジョブを使用したオブジェクトモデルのトレーニングとハイパーパラメータ調整、最後にモデ
ルのエンドポイントへのデプロイです。最小限のクラスター管理でパイプライン全体を調整した

いと考えています。どのようなアプローチを使用する必要がありますか?
A. Google Kubernetes Engineで Kubeflow Pipelinesを使用します。
B. TensorFlow Extended (TFX) SDKで Vertex AI Pipelinesを使用します。
C. Kubeflow Pipelines SDKで Vertex AI Pipelinesを使用します。
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D.オーケストレーションに Cloud Composerを使用します。
Answer: B (メーッセージを残す)
*オプション Aは不正解です。Google Kubernetes Engineで Kubeflow Pipelinesを使用すること
は、最小限のクラスター管理でパイプライン全体をオーケストレーションする最も便利な方法で

はありません。Kubeflow Pipelinesは、コンテナーを使用して MLパイプラインを構築、実行、管
理できるオープンソースプラットフォームです1。Google Kubernetes Engineは、コンテナ化さ
れたアプリケーションをオーケストレーションするためのオープンソースシステムである

Kubernetesを実行する仮想マシンのクラスタを作成および管理できるサービスです2。ただし、こ
のオプションにはクラスターの作成と構成、Kubeflow Pipelinesのインストールと保守、パイプラ
インコードの作成と実行が含まれるため、オプション Bよりも多くの労力とリソースが必要にな
ります。

*オプション Bは正解です。TensorFlow Extended (TFX) SDKで Vertex AI Pipelinesを使用する
ことが、最小限のクラスター管理でパイプライン全体をオーケストレーションする最良の方法で

あるためです。Vertex AI Pipelinesは、Google Cloud3上でスケーラブルでポータブルな MLパイ
プラインを作成して実行できるサービスです。TensorFlow Extended (TFX)は、TensorFlow4を使
用して本番環境に対応した MLパイプラインを構築するためのコンポーネントとライブラリの
セットを提供するフレームワークです。Vertex AI Pipelinesと TFX SDKを使用すると、Cloud
Storage内のデータの取り込みと前処理、Vertex AIジョブを使用したオブジェクトモデルのト
レーニングと調整、事前定義またはカスタムコンポーネントを使用したモデルのエンドポイント

へのデプロイが可能になります。Vertex AI Pipelinesは基盤となるインフラストラクチャとオー
ケストレーションを処理するため、クラスターの管理やスケーラビリティについて心配する必要

はありません。

*オプション Cは不正解です。Vertex AI Pipelinesを Kubeflow Pipelines SDKとともに使用する
ことは、最小限のクラスター管理でパイプライン全体をオーケストレーションする最適な方法で

はないためです。Kubeflow Pipelines SDKは、Kubeflow Pipelines5を使用して MLパイプライン
を構築および実行できるようにするライブラリです。Vertex AI Pipelinesと Kubeflow Pipelines
SDKを使用すると、コンテナを使用して Google Cloud上で MLパイプラインを作成して実行で
きます。ただし、このオプションでは、トレーニングとデプロイには Vertex AI SDK、取り込みと
前処理には Kubeflow Pipelines SDKなど、パイプラインのさまざまなステップで異なる APIと
ツールを使用する必要があるため、オプション Bよりも利便性と一貫性が劣ります。さらに、この
オプションは、標準コンポーネント、メタデータストア、MLメタデータライブラリなどの TFX
の利点を活用しません。

*オーケストレーションに Cloud Composerを使用することは、最小限のクラスタ管理でパイプ
ライン全体をオーケストレーションする最も効率的な方法ではないため、オプション Dは不正解
です。Cloud Composerは、オープンソースプラットフォームである Apache Airflowを使用して
ワークフローを作成および実行できるサービスです。

*複雑なタスクを調整します。Cloud Composerを使用すると、タスクの依存関係と順序を定義す
る DAG (有向非循環グラフ)を作成および管理することで、パイプライン全体をオーケストレー
ションできます。
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ただし、このオプションには環境の作成と構成、Airflowのインストールと保守、DAGの作成と実
行が含まれるため、オプション Bよりも複雑でコストがかかります。
参考文献:
* Kubeflowパイプラインのドキュメント
* Google Kubernetes Engineドキュメント
* Vertex AIパイプラインのドキュメント
* TensorFlow Extendedドキュメント
* Kubeflow Pipelines SDKドキュメント
* [Cloud Composerドキュメント]
* [Vertex AIドキュメント]
* [クラウドストレージのドキュメント]
* [TensorFlowドキュメント]

最新問題: 22
ある企業は、Amazon Pollyを使用して平文ドキュメントを音声に変換し、社内アナウンスを自動
化しています。ただし、現在の文書では会社の頭字語が誤って発音されています。

機械学習スペシャリストは今後の文書でこの問題にどのように対処すべきでしょうか?
A.現在のドキュメントを発音タグを含む SSMLに変換します。
B.適切な発音辞書を作成します。
C.発音のガイドとなる音声記号を出力します。
D. Amazon Lexを使用してテキストファイルを発音用に前処理します。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明/参照: https://docs.aws.amazon.com/polly/latest/dg/ssml.html

最新問題: 23
最近、新しい Google Cloudプロジェクトを作成しました。Cloud Shellから Vertex Al Pipeline
ジョブを送信できることをテストした後、Vertex Al Workbenchのユーザー管理のノートブック
インスタンスを使用して、そのインスタンスからコードを実行したいと考えています。インスタ

ンスを作成して実行しました。コードを記述しましたが、今回は権限が不十分なエラーでジョブ

が失敗します。あなたは何をするべきか？

A.作成したWorkbenchインスタンスが、使用する Vertex Al Pipelinesリソースの同じリージョ
ンにあることを確認してください。

B. Vertex Al Workbenchインスタンスが、使用する Vertex Al Pipelineリソースの同じサブネット
ワーク上にあることを確認します。

C. Vertex Al Workbenchインスタンスに Identity and Access Management (1AM) Vertex Al User
roteが割り当てられていることを確認します。
D. Vertex Al Workbenchインスタンスに Identity and Access Management (1AM) Notebooks
Runnerロールが割り当てられていることを確認します。
Answer: C (メーッセージを残す)
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最新問題: 24
最近モデルを Vertex Alエンドポイントにデプロイしました。データが頻繁にドリフトするため、
リクエストとレスポンスのログを有効にし、Vertex Alモデル監視ジョブを作成しました。モデル
が予想よりも多くのトラフィックを受信していることがわかりました。ドリフトを迅速に検出し

続けながら、モデルの監視コストを削減する必要があります。あなたは何をするべきか？

A.モニタリングジョブを TensorFlow Data Validation (TFDV)を使用する DataFlowパイプライ
ンに置き換えます。

B.モニタリングジョブをカスタム SQLスクリプトに置き換えて、BigQueryの機能と予測に関す
る統計を計算します。

C.モニタリングジョブの Randomsampleconfigの sample_rateパラメータを減らします。
D.モニタリングジョブの scheduieconfigのmonitor_intervalパラメータを増やします。
Answer: C (メーッセージを残す)
公式試験ガイド1によると、試験で評価されるスキルの 1つは「モデル監視ジョブの構成と最適

化」です。Vertex AIモデル監視のドキュメントには、「モデル監視のコストを削減するために、モ

デル監視によってログに記録され分析されるリクエストのサンプルレートを構成できる」と記載

されています。したがって、モニタリングジョブの Randomsampleconfigのサンプルレートパラ
メーターを減らすと、ドリフトを迅速に検出し続けながら、モデルのモニタリングコストが削減

されます。他のオプションは、このシナリオには関係がなく、最適でもありません。参考文献:
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニアプロフェッショナル認定資格
* Professional ML Engineer試験ガイド
* Googleプロフェッショナル機械学習認定試験 2023
*最新の Google Professional Machine Learning Engineerの実際の無料試験問題
* [Vertex AIモデルのモニタリング]

最新問題: 25
コードを記述せずに、カスタムカテゴリを使用して顧客レビューのセンチメントを予測するモデ

ルを迅速に構築してトレーニングする必要があります。モデルを最初からトレーニングするのに

十分なデータがありません。結果として得られるモデルは、高い予測パフォーマンスを備えてい

る必要があります。どのサービスを使用する必要がありますか?
A. AutoML自然言語
B. AI Hubの事前作成された Jupyter Notebook
C.クラウド自然言語 API
D. AI Platform Training組み込みアルゴリズム
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 26
あなたは、さまざまなオンプレミスデータマートにわたる統合分析環境を構築する責任を負いま

す。あなたの会社は、サーバー間でデータを統合するときに、さまざまな非接続ツールや一時的な

ソリューションの使用が原因で、データ品質とセキュリティの問題に直面しています。総作業コ
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ストを削減し、反復作業を削減する、フルマネージドのクラウドネイティブデータ統合サービス

が必要です。チームのメンバーの中には、抽出、変換、読み込み (ETL)プロセスを構築するための
コードレスインターフェイスを好む人もいます。どのサービスを使用する必要がありますか?
A.クラウドデータフュージョン
B.データ準備
C. Apacheフリンク
D.データフロー
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 27
あなたは、会社の ML実験とモデルの再トレーニングを自動化する MLOpsプラットフォームを
構築しています。数十のパイプラインのアーティファクトを整理する必要があるパイプラインの

アーティファクトはどのように保存すればよいですか?
A.パラメーターを Vertex MLメタデータに保存し、モデルのソースコードとバイナリを GitHub
に保存します。

B.パラメータを Cloud SQLに保存し、モデルのソースコードとバイナリを GitHubに保存しま
す。

C. Vertex MLメタデータにパラメータを保存します。モデルのソースコードは GitHubに保存さ
れ、モデルのバイナリは Cloud Storageに保存されます。
D.パラメータを Cloud SQLに保存し、モデルのソースコードを GitHubに保存し、モデルのバイ
ナリを Cloud Storageに保存します。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 28
会社のモバイルアプリケーションからのユーザーアクティビティデータを分析する必要があり

ます。チームは、データ分析、変換、MLアルゴリズムの実験に BigQueryを使用します。ユーザー
アクティビティデータを確実にリアルタイムで BigQueryに取り込む必要があります。あなたは
何をするべきか？

A. BigQueryにデータをストリーミングするように Pub/Subを構成します。
B.データを BigQueryに取り込むように Pub/Subと Dataflowストリーミングジョブを構成しま
す。

C. Dataflowストリーミングジョブを実行して、データを BigQueryに取り込みます。
D. Dataprocで Apache Sparkストリーミングジョブを実行して、データを BigQueryに取り込み
ます。

Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 29
あなたは、規制対象の保険会社の MLエンジニアです。潜在顧客からの保険申請を承認または拒否
する保険承認モデルを開発するように求められます。モデルを構築する前にどのような要素を考

慮する必要がありますか?
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A.編集、再現性、説明可能性
B.トレーサビリティ、再現性、説明可能性
C.フェデレーテッドラーニング、再現性、説明可能性
D.差分プライバシー連合学習と説明可能性
Answer: B (メーッセージを残す)
https://www.oecd.org/finance/Impact-Big-Data-AI-in-the-Insurance-Sector.pdf
https://medium.com/artefact-engineering-and-data-science/include-ethics-best-practices-in-your-
data-science-project-from-day-one-c15b26c2bf99

最新問題: 30
Cloud TPU v2を使用して物体検出モデルをトレーニングしています。トレーニング時間が予想よ
りも長くかかっています。Cloud TPUプロファイルで取得したこの簡略化されたトレースに基づ
いて、コスト効率の高い方法でトレーニング時間を短縮するにはどのようなアクションを実行す

る必要がありますか?

A. Cloud TPU v2から 8つの NVIDIA V100 GPUに移行し、バッチサイズを増やします。
B.入力関数を書き換えて、入力画像のサイズと形状を変更します。
C. Cloud TPU v2から Cloud TPU v3に移行し、バッチサイズを増やします。
D.並列読み取り、並列処理、プリフェッチを使用して入力関数を書き換えます。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 31
あなたは、TensorFlowフレームワークを使用して最先端の深層学習モデルを構築するチームで働
いています。

チームは毎週複数の ML実験を実行しているため、実験の実行を追跡することが困難になってい
ます。

オーバーヘッドコードを最小限に抑えながら、Google Cloud上で実行される ML実験を効果的
に追跡、可視化、デバッグするためのシンプルなアプローチが必要です。どのように進めるべきで

しょうか?
A.メトリクスとパラメーターを追跡するために Vertex Al Experimentsをセットアップします。
視覚化のために Vertex Al TensorBoardを構成します。
B.メトリクスファイルを Cloud Storageバケットに書き込んで保存するための Cloud Function
を設定します。可視化のために TensorBoardをローカルでホストするように Google Cloud VM
を構成します。

C. Vertex Al Workbenchノートブックインスタンスをセットアップします。インスタンスを使用
して指標データを Cloud Storageバケットに保存し、可視化のために TensorBoardをローカルに
ホストします。

D.指標ファイルを BigQueryテーブルに書き込んで保存するように Cloud Functionを設定しま
す。可視化のために TensorBoardをローカルでホストするように Google Cloud VMを構成しま
す。

Answer: A (メーッセージを残す)
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Vertex AI Experimentsは、Google Cloudでの ML実験を追跡、比較、最適化できるサービスで
す。Vertex AI Experimentsを使用して、TensorFlowモデルからのメトリクスとパラメーターをロ
グに記録し、それらを Vertex AI TensorBoardで視覚化できます。Vertex AI TensorBoardは、ML
実験を表示およびデバッグするためのWebインターフェイスを提供するマネージドサービスで
す。Vertex AI TensorBoardを使用して、さまざまな実行の比較、モデルグラフの検査、スカラー、
ヒストグラム、画像などの分析を行うことができます。

Vertex AI Experimentsと Vertex AI TensorBoardを使用すると、ML実験の追跡と可視化のワー
クフローを簡素化し、独自の Cloud Functions、Cloud Storageバケット、または VMのセットアッ
プと保守のオーバーヘッドを回避できます。参考文献:
* [Vertex AI Experimentsドキュメント]
* [Vertex AI TensorBoardドキュメント]
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニアプロフェッショナル認定資格

有効な Professional-Machine-Learning-Engineer問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com Professional-Machine-Learning-Engineer問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Google/Professional-Machine-Learning-Engineer-mondaishu.html

(29030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
チームは、画像に運転免許証、パスポート、クレジットカードが含まれているかどうかを予測する

モデルを構築する必要があります。データエンジニアリングチームはすでにパイプラインを構築

し、運転免許証の画像 10,000枚、パスポートの画像 1,000枚、クレジットカードの画像 1,000枚
で構成されるデータセットを生成しました。次に、ラベルマップ ['driversjicense', 'passport',
'credit_card']を使用してモデルをトレーニングする必要があります。どの損失関数を使用する必
要がありますか?
A.カテゴリカルヒンジ
B.バイナリクロスエントロピー
C.カテゴリカルクロスエントロピー
D.スパースのカテゴリカルクロスエントロピー
Answer: C (メーッセージを残す)
- **カテゴリエントロピー**は、**モデルが特定のクラスをより重要視しないようにしたい**場合
に使用することをお勧めします。または、**クラスが非常に不均衡である**場合は、カテゴリエン
トロピーを使用すると、より良い結果が得られます。
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-ただし、メモリ使用量が多くなるほど大量のクラスがある場合は、**疎カテゴリエントロピー**
の方がより最適です。そのため、スパースカテゴリエントロピーは使用する列が少ないため、**メ
モリ使用量が少なくなります**。
https://stats.stackexchange.com/questions/326065/cross-entropy-vs-sparse-cross-entropy-when-
to-use-one-over-the-other

最新問題: 33
あなたは、生物有機体の特性に基づいた深層学習 MLモデルを実験しているバイオテクノロジー
のスタートアップ企業で働いています。あなたのチームは、MLモデルの新しいアーキテクチャを
使用した初期段階の実験に頻繁に取り組み、カスタム TensorFlow演算を C++で作成していま
す。大規模なデータセットと大きなバッチサイズでモデルをトレーニングします。一般的なバッ

チサイズには 1024個のサンプルがあり、各サンプルのサイズは約 1 MBです。すべての重みと埋
め込みを含むネットワークの平均サイズは 20 GBです。モデルにはどのハードウェアを選択する
必要がありますか?
A.それぞれ 8個の NVIDIA Tesla V100 GPU (合計 128 GB GPUメモリ)を備えた 2台の n1-
highcpu-64マシンと、64個の vCPUと 58 GB RAMを備えた n1-highcpu-64マシンで構成され
るクラスター

B. v2-8 TPUと 64 GB RAMを搭載した n1-highcpu-64マシンを備えたクラスター
C.それぞれ 96個の vCPUと 86 GB RAMを備えた 4台の n1-highcpu-96マシンで構成されるク
ラスター

D. 2台の a2-megagpu-16gマシンで構成されるクラスター。各マシンには 16個の NVIDIA Tesla
A100 GPU (合計 640 GB GPUメモリ)、96個の vCPU、および 1.4 TB RAMが搭載されていま
す。

Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 34
あなたは広告会社に勤めており、会社の最新の広告キャンペーンの効果を理解したいと考えてい

ます。500 MBのキャンペーンデータを BigQueryにストリーミングしました。テーブルにクエリ
を実行し、Al Platformノートブックの pandasデータフレームを使用してそのクエリの結果を操
作したいと考えています。あなたは何をするべきか？

A. Al Platform Notebooksの BigQueryセルマジックを使用してデータをクエリし、結果を
pandasデータフレームとして取り込みます
B.テーブルを CSVファイルとして BigQueryから Googleドライブにエクスポートし、Google
Drive APIを使用してファイルをノートブックインスタンスに取り込みます。
C. BigQueryからテーブルをローカル CSVファイルとしてダウンロードし、Al Platformノート
ブックインスタンスにアップロードします。パンダを使用します。ファイルをパンダデータフ

レームとして取り込むための read_csv
D. Al Platformノートブックの bashセルから、bq extractコマンドを使用してテーブルを CSV
ファイルとして Cloud Storageにエクスポートし、gsutii cpを使用してデータをノートブックに
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コピーします。パンダを使用します。ファイルをパンダデータフレームとして取り込むための

read_csv
Answer: (解答を表示する)
詳細については、このリンクを参照してください:
https://cloud.google.com/bigquery/docs/bigquery-storage-python-pandas最初の 2つのポイント
は、データのクエリについて説明しています。

Jupyterノートブックで BigQuery用の IPythonマジックから BigQuery Storage APIを使用し
て、クエリ結果を pandas DataFrameにダウンロードします。
Python用 BigQueryクライアントライブラリを使用して、クエリ結果を pandas DataFrameにダ
ウンロードします。

Python用 BigQueryクライアントライブラリを使用して、BigQueryテーブルデータを pandas
DataFrameにダウンロードします。
Python用 BigQuery Storage APIクライアントライブラリを使用して、BigQueryテーブルデー
タを pandas DataFrameにダウンロードします。
https://googleapis.dev/python/bigquery/latest/magics.html#ipython-magics-for-bigquery
https://cloud.google.com/bigquery/docs/bigquery-storage-python-pandas

最新問題: 35
あなたは、大規模な BigQueryテーブルに保存されているデータに基づいて分類モデルをトレー
ニングする Vertex Alパイプラインを開発しました。パイプラインには 4つのステップがあり、各
ステップは KubeFlow v2 APIを使用する Python関数によって作成されます。コンポーネントの
名前は次のとおりです。

次のように Vertex Alパイプラインを起動します。
トレーニングステップのコードとパラメーターを調整することで、モデルの反復を多数実行しま

す。開発、特にデータのエクスポートと前処理のステップに関連するコストが高額であることが

わかります。モデル開発コストを削減する必要があります。あなたは何をするべきか？

A.
B.
C.
D.
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 36
あなたは、ビジュアル検索エンジンを開発しているオンライン小売会社で働いています。画像に

会社の製品が含まれているかどうかを分類するために、Google Cloud上にエンドツーエンドの
MLパイプラインを設定しました。近い将来の新製品のリリースを予期して、新しいデータを ML
モデルにフィードできるようにパイプラインに再トレーニング機能を構成しました。また、Al
Platformの継続的評価サービスを使用して、テストデータセットに対してモデルの精度が高いこ
とを確認したいと考えています。あなたは何をするべきか？
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A.新しい製品が再トレーニングに組み込まれた場合でも、元のテストデータセットを変更しない
でください。

B.評価指標が事前に決められたしきい値を下回った場合、新しい製品の画像でテストデータセッ
トを更新します。

C.再トレーニングに導入される新しい製品の画像を使用してテストデータセットを拡張します。
D.再トレーニングに導入される新しい製品のイメージでテストデータセットを置き換えます。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 37
あなたのチームは、何百万もの顧客が使用する世界的な銀行用のアプリケーションを構築してい

ます。3日後の顧客 1の口座残高を予測する予測モデルを構築しました。あなたのチームはその結
果を、アカウント残高が 25ドルを下回る可能性があるときにユーザーに通知する新機能で使用
します。予測をどのように提供すべきでしょうか?
A. 1. Firebase上に通知システムを構築する
2.各ユーザーを Firebase Cloud Messagingサーバー上のユーザー IDに登録します。すべてのア
カウント残高予測の平均が 25ドルのしきい値を下回ると、通知が送信されます。
B. 1.ユーザーごとに Pub/Subトピックを作成します。
2ユーザーのアカウント残高が 25ドルのしきい値を下回るとモデルが予測したときに通知を送
信する Cloud Functionをデプロイします。
C. 1.ユーザーごとに Pub/Subトピックを作成します。
2.ユーザーのアカウント残高が 25ドルのしきい値を下回るとモデルが予測したときに通知を送
信するアプリケーションを App Engineスタンダード環境にデプロイします。
D. 1 Firebase上に通知システムを構築する
2.各ユーザーを Firebase Cloud Messagingサーバー上のユーザー IDに登録します。ユーザーの
アカウント残高が 25ドルのしきい値を下回るとモデルが予測すると、通知が送信されます。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 38
あなたは大企業のデータサイエンス部門のディレクターで、データサイエンスチームは最

近、Kubeflow Pipelines SDKを使用してトレーニングパイプラインを調整し始めました。あなた
のチームは、カスタム Pythonコードを Kubeflow Pipelines SDKに統合するのに苦労していま
す。コードを Kubeflow Pipelines SDKと迅速に統合するには、続行するようにどのように指示す
ればよいでしょうか?
A. func_to_container_op関数を使用して、Pythonコードからカスタムコンポーネントを作成し
ます。

B. Kubeflow Pipelines SDKで利用可能な事前定義コンポーネントを使用して Dataprocにアクセ
スし、そこでカスタムコードを実行します。

C.カスタム Pythonコードを Dockerコンテナーにパッケージ化し、load_component_from_file
関数を使用してコンテナーをパイプラインにインポートします。
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D.カスタム Pythonコードを Cloud Functionsにデプロイし、Kubeflow Pipelinesを使用して
Cloud Functionsをトリガーします。
Answer: (解答を表示する)
カスタム Pythonコードを Kubeflow Pipelines SDKに統合する最も簡単な方法は、Python関数を
パイプラインコンポーネントに変換する func_to_container_op関数を使用することです。この関
数は、Python関数を実行する Dockerイメージを自動的に構築し、パイプラインの
kfp.dsl.ContainerOpインスタンスの作成に使用できるファクトリ関数を返します。このオプショ
ンには次の利点があります。

*これにより、データサイエンスチームは、手動で書き直したりコンテナにパッケージ化したり
することなく、既存の Pythonコードを再利用できます。
*関数シグネチャがコンポーネントインターフェイスを定義し、関数本体がコンポーネントロ
ジックを定義するため、コンポーネントの仕様と実装が簡素化されます。

*プリミティブ型、ファイル、ディレクトリ、辞書など、さまざまなタイプの入出力をサポートしま
す。

他のオプションは、次の理由からあまり最適ではありません。

*オプション B: Kubeflow Pipelines SDKで利用可能な事前定義コンポーネントを使用して
Dataprocにアクセスし、そこでカスタムコードを実行すると、さらに複雑さとコストが発生しま
す。このオプションでは、Dataprocクラスタの作成と管理が必要です。Dataprocクラスタ
は、Apache Sparkと Apache Hadoopを実行する Compute Engineインスタンスの一時的でス
ケーラブルなクラスタです。さらに、このオプションでは、PySparkまたは Hadoop MapReduce
でカスタムコードを記述する必要がありますが、既存の Pythonコードと互換性がない可能性が
あります。

*オプション C:カスタム Pythonコードを Dockerコンテナーにパッケージ化
し、load_component_from_file関数を使用してコンテナーをパイプラインにインポートすると、
追加の手順とオーバーヘッドが発生します。このオプションでは、Dockerfileの作成と保
守、Dockerイメージの構築とプッシュ、YAMLファイルへのコンポーネント仕様の記述が必要で
す。さらに、このオプションでは、Pythonコードと Dockerイメージの依存関係とバージョンを管
理する必要があります。

*オプション D:カスタム Pythonコードを Cloud Functionsにデプロイし、Kubeflow Pipelinesを
使用して Cloud Functionsをトリガーすると、追加のレイテンシと制限が発生します。このオプ
ションでは、イベントに応答して実行されるサーバーレス関数である Cloud Functionsを作成し
てデプロイする必要があります。

さらに、このオプションでは、HTTPリクエストを使用して Kubeflow Pipelinesから Cloud
Functionsを呼び出す必要があるため、ネットワークのオーバーヘッドと遅延が発生する可能性
があります。さらに、このオプションは、最大実行時間やメモリ使用量など、Cloud Functionsの割
り当てと制限の影響を受けます。

参考文献:
* Python関数ベースのコンポーネントの構築 |キューブフロー
* Python関数ベースのコンポーネントの構築 |キューブフロー
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最新問題: 39
You work for a global footwear retailer and need to predict when an item will be out of stock
based on historical inventory data. Customer behavior is highly dynamic since footwear demand
is influenced by many different factors. You want to serve models that are trained on all available
data, but track your performance on specific subsets of data before pushing to production. What
is the most streamlined and reliable way to perform this validation?
A. Use the TFX ModelValidator tools to specify performance metrics for production readiness
B. Use k-fold cross-validation as a validation strategy to ensure that your model is ready for
production.
C. Use the last relevant week of data as a validation set to ensure that your model is performing
accurately on current data
D. Use the entire dataset and treat the area under the receiver operating characteristics curve
(AUC ROC) as the main metric.
Answer: A (メーッセージを残す)
* TFX ModelValidator is a tool that allows you to compare new models against a baseline model
and evaluate their performance on different metrics and data slices1. You can use this tool to
validate your models before deploying them to production and ensure that they meet your
expectations and requirements.
* k-fold cross-validation is a technique that splits the data into k subsets and trains the model on
k-1 subsets while testing it on the remaining subset. This is repeated k times and the average
performance is reported2. This technique is useful for estimating the generalization error of a
model, but it does not account for the dynamic nature of customer behavior or the potential
changes in data distribution over time.
* Using the last relevant week of data as a validation set is a simple way to check the model's
performance on recent data, but it may not be representative of the entire data or capture the
long-term trends and patterns. It also does not allow you to compare the model with a baseline or
evaluate it on different data slices.
*データセット全体を使用し、AUC ROCを主要な指標として扱うことは、検証やテストのための
データが残らないため、良い方法ではありません。また、AUC ROCが重要な唯一の指標であると
想定していますが、ビジネス上の問題には当てはまらない可能性があります。精度、再現率、収益

などの他の指標を考慮することもできます。

最新問題: 40
You want to train an AutoML model to predict house prices by using a small public dataset stored
in BigQuery. You need to prepare the data and want to use the simplest most efficient approach.
What should you do?
A. Use Dataflow to preprocess the data Write the output in TFRecord format to a Cloud Storage
bucket.
B.Write a query that preprocesses the data by using BigQuery and creates a new table Create a
Vertex Al managed dataset with the new table as the data source.
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C.Write a query that preprocesses the data by using BigQuery Export the query results as CSV
files and use those files to create a Vertex Al managed dataset.
D. Use a Vertex Al Workbench notebook instance to preprocess the data by using the pandas
library Export the data as CSV files, and use those files to create a Vertex Al managed dataset.
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 41
トラフィックを処理している実稼働 Vertex Alエンドポイントにモデルの新しいバージョンをデ
プロイしていますすべてのユーザートラフィックを新しいモデルに誘導する予定ですアプリ

ケーションへの中断を最小限に抑えてモデルをデプロイする必要がありますどうすればよいで

すか?
A. 1新しいエンドポイントを作成します。
2新しいモデルを作成します。デフォルトバージョンとして設定します。モデルを Vertex Al
Model Registryにアップロードします。
3.新しいモデルを新しいエンドポイントにデプロイします。
4新しいエンドポイントを指すように Cloud DNSを更新します
B. 1.新しいエンドポイントを作成します。
2.新しいモデルを作成します。parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルのモ
デル IDに設定し、デフォルトバージョンとして設定します。モデルを Vertex Al Model Registry
にアップロードします。

3.新しいモデルを新しいエンドポイントにデプロイし、新しいモデルをトラフィックの 100%に
設定します。

C. 1新しいモデルを作成します。parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルの
モデル IDに設定します。モデルを Vertex Al Model Registryにアップロードします。
2新しいモデルを既存のエンドポイントに展開し、新しいモデルをトラフィックの 100%に設定
します。

D. 1、新しいモデルを作成します。デフォルトのバージョンとして設定します。モデルを Vertex Al
Model Registryにアップロードします。
2新しいモデルを既存のエンドポイントにデプロイします
Answer: C (メーッセージを残す)
トラフィックを処理し、すべてのユーザートラフィックを新しいモデルに誘導し、アプリケー

ションへの中断を最小限に抑えてモデルをデプロイする本番環境の Vertex AIエンドポイントに
モデルの新しいバージョンをデプロイするための最良のオプションは、新しいモデルを作成し、

設定することです。parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルのモデル IDに
設定し、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロードし、新しいモデルを既存のエンドポイ
ントにデプロイして、新しいモデルをトラフィックの 100%に設定します。このオプションを使
用すると、Vertex AIのパワーとシンプルさを活用してモデルのバージョンを更新し、低遅延でオ
ンライン予測を提供できます。Vertex AIは、Google Cloud上で機械学習ソリューションを構築お
よびデプロイするための統合プラットフォームです。Vertex AIは、トレーニングされたモデルを
オンライン予測エンドポイントにデプロイし、個々のインスタンスに対して低レイテンシの予測
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を提供できます。モデルは、予測に使用できる機械学習モデルを表すリソースです。モデルには、

同じモデルの異なる実装である 1つ以上のバージョンを含めることができます。モデルバージョ
ンには、同じモデルの別のバージョンとは異なるパラメータ、コード、またはデータを含めること

ができます。モデルバージョンは、モデルの実験と反復を行い、モデルのパフォーマンスと精度を

向上させるのに役立ちます。parentModelパラメーターは、新しいモデルバージョンのベースと
なるモデルのモデル IDを指定するパラメーターです。parentModelパラメーターは、既存のモデ
ルの設定とメタデータを継承し、モデル構成の重複を避けるのに役立ちます。Vertex AI Model
Registryは、機械学習モデルを Google Cloudに保存して管理できるサービスです。Vertex AI
Model Registryは、モデルのアップロードと整理、モデルのバージョンとメタデータの追跡に役立
ちます。エンドポイントは、予測のリクエストに使用するサービスエンドポイント (URL)を提供
するリソースです。エンドポイントには、物理リソースに関連付けられたモデルバージョンのイ

ンスタンスである 1つ以上のデプロイされたモデルを含めることができます。デプロイされたモ
デルは、低遅延でオンライン予測を提供し、トラフィックに基づいてスケールアップまたはス

ケールダウンするのに役立ちます。新しいモデルを作成し、parentModelパラメーターを現在デプ
ロイされているモデルのモデル IDに設定し、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロード
し、新しいモデルを既存のエンドポイントにデプロイし、新しいモデルをトラフィックの 100%
に設定することで、トラフィックを処理している運用環境の Vertex AIエンドポイントにモデル
の新しいバージョンをデプロイし、すべてのユーザートラフィックを新しいモデルに誘導し、ア

プリケーションへの中断を最小限に抑えてモデルをデプロイできます1。
他のオプションは、次の理由により、オプション Cほど優れていません。
*オプション A:新しいエンドポイントを作成し、新しいモデルを作成してデフォルトバージョン
として設定し、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロードし、新しいモデルを新しいエン
ドポイントにデプロイし、新しいエンドポイントを指すように Cloud DNSを更新します。新しい
モデルを作成し、parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルのモデル IDに設定
し、モデルを Vertex AIモデルレジストリにアップロードし、新しいモデルを既存のエンドポイン
トにデプロイし、新しいモデルを 100に設定するよりも多くのスキルと手順が必要です。トラ
フィックの %。Cloud DNSは、信頼性が高くスケーラブルなドメインネームシステム（DNS）
サービスを Google Cloud上で提供できるサービスです。Cloud DNSは、DNSレコードを管理
し、ドメイン名を IPアドレスに解決するのに役立ちます。新しいエンドポイントを指すように
Cloud DNSを更新すると、ユーザートラフィックを新しいエンドポイントにリダイレクトし、既
存のアプリケーションの破損を回避できます。ただし、新しいエンドポイントの作成、新しいモデ

ルの作成、デフォルトバージョンとしての設定、Vertex AI Model Registryへのモデルのアップ
ロード、新しいエンドポイントへの新しいモデルのデプロイ、新しいエンドポイントを指すよう

に Cloud DNSの更新を行うには、さらに多くの作業が必要になります。新しいモデルの作
成、parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルのモデル IDに設定、モデルを
Vertex AIモデルレジストリにアップロード、新しいモデルを既存のエンドポイントにデプロイ、
新しいモデルを

トラフィックの 100%。コードを記述し、新しいエンドポイントを作成して構成し、新しいモデル
を作成して構成し、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロードし、モデルを新しいエンド



ポイントにデプロイし、新しいエンドポイントを指すように Cloud DNSを更新する必要がありま
す。さらに、このオプションでは新しいエンドポイントが作成されるため、メンテナンスと管理の

コストが増加する可能性があります2。
*オプション B:新しいエンドポイントを作成し、新しいモデルを作成し、parentModelパラメー
ターを現在デプロイされているモデルのモデル IDに設定し、それをデフォルトバージョンとし
て設定し、モデルを Vertex AIモデルレジストリにアップロードし、新しいモデルを新しいエンド
ポイントを設定し、新しいモデルをトラフィックの 100%に設定するには、新しいモデルを作成
し、parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルのモデル IDに設定し、モデルを
Vertex AI Model Registryにアップロードし、デプロイするよりも多くのスキルと手順が必要にな
ります。新しいモデルを既存のエンドポイントに設定し、新しいモデルを

トラフィックの 100%。parentModelパラメーターは、新しいモデルバージョンのベースとなるモ
デルのモデル IDを指定するパラメーターです。parentModelパラメーターは、既存のモデルの設
定とメタデータを継承し、モデル構成の重複を避けるのに役立ちます。デフォルトバージョンは、

他のバージョンが指定されていない場合に予測に使用されるモデルバージョンです。デフォルト

バージョンを使用すると、予測リクエストが簡素化され、毎回モデルバージョンを指定する必要

がなくなります。parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデルのモデル IDに設定
し、それをデフォルトバージョンとして設定すると、モデルバージョンを指定せずに、既存のモ

デルに基づいて新しいモデルを作成し、それを予測に使用できます。ただし、新しいエンドポイン

トを作成し、新しいモデルを作成し、parentModelパラメーターを現在デプロイされているモデル
のモデル IDに設定し、それをデフォルトバージョンとして設定し、モデルを Vertex AIモデルレ
ジストリにアップロードし、新しいモデルを新しいエンドポイントを作成し、新しいモデルをト

ラフィックの 100%に設定するには、新しいモデルを作成して、parentModelパラメーターを現在
デプロイされているモデル IDに設定するよりも多くのスキルと手順が必要になります。
*モデル、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロードし、新しいモデルを既存のエンドポ
イントにデプロイし、新しいモデルをトラフィックの 100%に設定します。コードを記述し、新し
いエンドポイントを作成して構成し、新しいモデルを作成して構成し、モデルを Vertex AI Model
Registryにアップロードして、モデルを新しいエンドポイントにデプロイする必要があります。さ
らに、このオプションでは新しいエンドポイントが作成されるため、メンテナンスと管理のコス

トが増加する可能性があります2。
*オプション D:新しいモデルを作成し、それをデフォルトバージョンとして設定し、モデルを
Vertex AI Model Registryにアップロードし、新しいモデルを既存のエンドポイントにデプロイす
ると、既存のモデルの設定とメタデータを継承できなくなります。エラーやパフォーマンスの低

下を引き起こす可能性があります。デフォルトバージョンは、他のバージョンが指定されていな

い場合に予測に使用されるモデルバージョンです。デフォルトバージョンを使用すると、予測リ

クエストが簡素化され、毎回モデルバージョンを指定する必要がなくなります。

新しいモデルをデフォルトバージョンとして設定すると、モデルのバージョンを指定せずに新し

いモデルを予測に使用できます。ただし、新しいモデルを作成し、それをデフォルトバージョンと

して設定し、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロードし、新しいモデルを既存のエンド
ポイントにデプロイすると、既存のモデルの設定とメタデータを継承できなくなり、次のような



問題が発生する可能性があります。エラーやパフォーマンスの低下。コードを記述し、新しいモデ

ルを作成して構成し、モデルを Vertex AI Model Registryにアップロードして、モデルを既存のエ
ンドポイントにデプロイする必要があります。さらに、このオプションでは、parentModelパラ
メーターが現在デプロイされているモデルのモデル IDに設定されないため、既存のモデルの設定
とメタデータを継承できなくなり、モデルバージョン間で不整合や競合が発生する可能性があり

ます2。
参考文献:
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニア、コース 3:本番環境 MLシステム、第 2週:
ML予測の提供
* Google Cloud Professional Machine Learning Engineer試験ガイド、セクション 3:本番環境で
の MLモデルのスケーリング、3.1本番環境への MLモデルのデプロイ
*公式 Google Cloud Certified Professional Machine Learning Engineer学習ガイド、第 6章:
実稼働 MLシステム、セクション 6.2: ML予測の提供
*頂点AI
*クラウドDNS

最新問題: 42
あなたは、Google Kubernetes Engineで Kubeflowパイプラインを開発しています。パイプライン
の最初のステップは、BigQueryに対してクエリを発行することです。そのクエリの結果をパイプ
ラインの次のステップへの入力として使用することを計画しています。これをできるだけ簡単な

方法で達成したいと考えています。あなたは何をするべきか？

A. BigQueryコンソールを使用してクエリを実行し、クエリ結果を新しい BigQueryテーブルに保
存します。

B. BigQuery APIを使用して BigQueryに対してクエリを実行する Pythonスクリプトを作成しま
す。このスクリプトを Kubeflowパイプラインの最初のステップとして実行します。
C. Kubeflow Pipelinesドメイン固有言語を使用して、Python BigQueryクライアントライブラリ
を使用してクエリを実行するカスタムコンポーネントを作成します。

D. GitHubで Kubeflow Pipelinesリポジトリを見つけます。BigQueryクエリコンポーネントを見
つけて、そのコンポーネントの URLをコピーし、それを使用してコンポーネントをパイプライン
に読み込みます。コンポーネントを使用して BigQueryに対してクエリを実行する
Answer: (解答を表示する)
https://linuxtut.com/en/f4771efee37658c083cc/
https://github.com/kubeflow/pipelines/blob/master/components/gcp/bigquery/query/sample.ipynb
; https://v0-5.kubeflow.org/docs/pipelines/reusable-components/

最新問題: 43
あなたはストリーミング音楽サービスを運営する組織で働いています。ユーザーの最近の視聴履

歴に基づいて「次の曲」の推奨を提供するカスタム実稼働モデルがあります。モデルは Vertex Al

エンドポイントにデプロイされます。最近、新しいデータを使用して同じモデルを再トレーニン
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グしました。モデルはオフラインで肯定的なテスト結果を受け取りました。ここで、複雑さを最小

限に抑えながら、実稼働環境で新しいモデルをテストしたいと考えています。あなたは何をする

べきか？

A.新しいモデルの新しい Vertex Alエンドポイントを作成し、新しいモデルをその新しいエンド
ポイントにデプロイする運用トラフィックの 5%を新しいエンドポイントにランダムに送信す
るサービスを構築するリスニング時間などのエンドユーザーメトリクスを監視するエンドユー

ザーのメトリクスは時間の経過とともにモデル間で改善され、新しいエンドポイントに送信され

る運用トラフィックの割合が徐々に増加します。

B.既存の Vertex Alエンドポイントのモデル監視ジョブを構成します。予測のずれを検出するよ
うに監視ジョブを構成し、アラートのしきい値を設定します。エンドポイントのモデルを以前の

モデルから新しいモデルに更新します。予測のずれのアラートを受信した場合は、以前のモデル

に戻します。

C.新しいモデルを既存の Vertex Alエンドポイントにデプロイするトラフィック分割を使用して
運用トラフィックの 5%を新しいモデルに送信するリスニング時間などのエンドユーザーメト
リクスを監視する時間の経過とともにモデル間でエンドユーザーメトリクスが改善するかどう

か、新しいモデルに送信される本番トラフィックの割合を徐々に増やします。

D. BigQueryで受信予測リクエストをキャプチャする Vertex Al Experimentsで実験を作成する
キャプチャしたデータを使用して両方のモデルのバッチ予測を実行するユーザーが選択した曲

を使用してモデルのパフォーマンスを並べて比較する新しいモデルのパフォーマンス指標が優

れている場合以前のモデルよりも新しいモデルを実稼働環境にデプロイします。

Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 44
あなたはチームと共同でモデルのプロトタイプを作成しています。チームのメンバー用に Vertex
Al Workbench環境を作成し、プロジェクト内の他の従業員へのアクセスを制限する必要がありま
す。あなたは何をするべきか？

A. 1.新しいサービスアカウントを作成し、それに Notebook Viewerロールを付与します。
2サービスアカウントの各チームメンバーにサービスアカウントユーザーの役割を付与しま
す。

3各チームメンバーに Vertex Alユーザーロールを付与します。
4.新しいサービスアカウントを使用する Vertex Al Workbenchユーザー管理のノートブックイ
ンスタンスをプロビジョニングします。

B. 1. Vertex Al Userロールをデフォルトの Compute Engineサービスアカウントに付与します。
2.デフォルトの Compute Engineサービスアカウントの各チームメンバーにサービスアカウン
トユーザーの役割を付与します。

3.デフォルトの Compute Engineサービスアカウントを使用する Vertex Al Workbenchユー
ザー管理のノートブックインスタンスをプロビジョニングします。

C. 1新しいサービスアカウントを作成し、Vertex Al Userロールを付与します。
2サービスアカウントの各チームメンバーにサービスアカウントユーザーの役割を付与しま
す。
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3.各チームメンバーにノートブック閲覧者の役割を付与します。
4新しいサービスアカウントを使用する Vertex Al Workbenchユーザー管理のノートブックイ
ンスタンスをプロビジョニングします。

D. 1 Vertex Al Userロールをプライマリチームメンバーに付与します。
2.他のチームメンバーにノートブック閲覧者の役割を付与します。
3.プライマリユーザーのアカウントを使用する Vertex Al Workbenchユーザー管理のノート
ブックインスタンスをプロビジョニングします。

Answer: C (メーッセージを残す)
チーム用の Vertex AI Workbench環境を作成し、プロジェクト内の他の従業員へのアクセスを制
限するには、次の手順に従う必要があります。

*新しいサービスアカウントを作成し、Vertex AIユーザーロールを付与します。このロールは、
ノートブックインスタンスの作成と管理を含む、Vertex AIのすべてのリソースへの完全なアク
セス権を付与します1。
*サービスアカウントの各チームメンバーにサービスアカウントユーザーの役割を付与しま
す。この役割により、チームメンバーはサービスアカウントになりすましてそのアクセス許可を

使用できるようになります2。
*各チームメンバーにノートブック閲覧者の役割を付与します。この役割により、チームメン
バーはノートブックインスタンスを表示して接続することができますが、変更または削除するこ

とはできません3。
*新しいサービスアカウントを使用する Vertex AI Workbenchユーザー管理のノートブックイン
スタンスをプロビジョニングします。

このようにすると、ノートブックインスタンスはサービスアカウントとして実行され、サービス

アカウントユーザーロールとノートブック閲覧者のロールを持つチームメンバーのみがアクセ

スできるようになります。

参考文献:
*1: IAMによる Vertex AIアクセス制御 |グーグルクラウド
* 2:サービスアカウントについて |クラウド IAMドキュメント
* 3: Vertex AI Workbenchインスタンスへのアクセスを管理 |グーグルクラウド
* [4]: Vertex AI Workbenchインスタンスを作成および管理する |グーグルクラウド

最新問題: 45
あなたの組織のコールセンターから、各通話における顧客の感情を分析するモデルを開発するよ

う依頼されました。コールセンターには毎日 100万件を超える電話がかかり、データは Cloud
Storageに保存されます。収集されたデータは通話が発信された地域から出てはならず、個人を特
定できる情報 (Pll)を保存または分析することはできません。データサイエンスチームは、SQL
ANSI-2011準拠のインターフェイスを必要とする視覚化とアクセス用のサードパーティツール
を備えています。データ処理および分析用のコンポーネントを選択する必要があります。データ

パイプラインはどのように設計すべきでしょうか?

A. 1 =データフロー、2 = BigQuery
B. 1 = Pub/Sub、2 =データストア
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C. 1 =データフロー、2 = Cloud SQL
D. 1 = Cloud Function、2 = Cloud SQL
Answer: A (メーッセージを残す)
データパイプラインは、通常は分析、変換、または保存を目的として、1つ以上のソースから 1つ
以上の宛先にデータを移動する一連のステップまたはプロセスです。データパイプラインは、

データソース、データ処理ツール、データストレージシステム、データ分析ツールなどのさまざ

まなコンポーネントを使用して設計できます1。各通話における顧客の感情を分析するためのデー
タパイプラインを設計するには、次の要件と制約を考慮する必要があります。

*コールセンターには毎日 100万件以上の電話があり、データはクラウドストレージに保存され
ます。これは、データが大きく、構造化されておらず、分散しているため、音声、テキスト、画像な

どのさまざまな種類のデータ形式を処理できる、スケーラブルで効率的なデータ処理ツールが必

要であることを意味します。

*収集されたデータは通話が発信された地域から出てはならず、個人を特定できる情報 (Pll)を保
存または分析することはできません。これは、データが機密であり、データの影響を受けることを

意味します。

*プライバシーとコンプライアンスの規制に準拠しており、データ暗号化、アクセス制御、地域ポ
リシーを強制できる安全で信頼性の高いデータストレージシステムが必要です。

*データサイエンスチームは、SQL ANSI-2011準拠のインターフェイスを必要とする視覚化と
アクセス用のサードパーティツールを備えています。これは、データ分析ツールが外部にあり、

データパイプラインから独立しており、SQLクエリと操作をサポートできる互換性のある標準の
データインターフェイスが必要であることを意味します。

データ処理および分析用のコンポーネントを選択するための最良のオプションの 1つは、データ
処理には Dataflowを使用し、分析には BigQueryを使用することです。Dataflowは、バッチまた
はストリーム処理、抽出、変換、読み込み (ETL)、またはデータ統合などのデータ処理のための
Apache Beamパイプラインを実行するためのフルマネージドサービスです。BigQueryは、サー
バーレスでスケーラブルでコスト効率の高いデータウェアハウスであり、大規模なデータに対し

て高速で複雑なクエリを実行できます23。Dataflowと BigQueryを使用すると、このユースケー
スでは次のような利点があります。

* Dataflowは、Cloud Storageからの大規模な非構造化データを並列分散方式で処理し、音声から
テキストへの変換、センチメントスコアの抽出、PIIの匿名化などのさまざまな変換を適用できま
す。Dataflowはバッチ処理とストリーム処理の両方を処理することもできるため、通話データの
リアルタイムまたはほぼリアルタイムの分析が可能になります。

* BigQueryは、Dataflowからの処理されたデータを安全かつ信頼性の高い方法で保存および分析
し、データ暗号化、アクセス制御、地域ポリシーを適用できます。BigQueryは SQL ANSI-2011準
拠のインターフェースもサポートしているため、データサイエンスチームは可視化とアクセスに

サードパーティツールを使用できます。BigQueryは、AI Platform、データスタジオ、Lookerなど
のさまざまな Google Cloudサービスやツールと統合することもできます。
* Dataflowと BigQueryはどちらも Google Cloudエコシステムの一部であ
り、CSV、JSON、Avro、Parquetなどのさまざまなデータ形式をサポートしているため、シームレ
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スに連携できます。Dataflowと BigQueryは、スケーラビリティ、パフォーマンス、費用対効果な
どの Google Cloudインフラストラクチャの利点も活用できます。
他のオプションは適切ではないか、実現可能ではありません。データ処理に Pub/Subを使用し、
分析に Datastoreを使用することは理想的ではありません。Pub/Subは主にデータ処理ではなく
イベント駆動型の非同期メッセージング用に設計されており、Datastoreは主に低レイテンシー
と高スループットの Key-Value用に設計されているためです。分析ではなく運用です。
データ処理に Cloud Functionを使用し、分析に Cloud SQLを使用することは最適ではありませ
ん。Cloud Functionにはメモリ、CPU、実行時間に制限があり、複雑なデータ処理はサポートされ
ていません。また、Cloud SQLはスケールできない可能性があるリレーショナルデータベース
サービスであるためです。大規模なデータに適しています。データ処理に Cloud Composerを使
用し、分析に Cloud SQLを使用することは関係ありません。Cloud Composerは主に、データ処理
ではなく、複数のシステムにわたる複雑なワークフローをオーケストレーションするために設計

されており、Cloud SQLはリレーショナルデータベースサービスであり、大規模にはうまく拡張
できない可能性があります。データ。

参考資料: 1:データパイプライン 2:データフローの概要 3: BigQueryの概要 : [Dataflowドキュ
メント] :
[BigQueryドキュメント]

最新問題: 46
You work for a company that provides an anti-spam service that flags and hides spam posts on
social media platforms. Your company currently uses a list of 200,000 keywords to identify
suspected spam posts. If a post contains more than a few of these keywords, the post is identified
as spam. You want to start using machine learning to flag spam posts for human review. What is
the main advantage of implementing machine learning for this business case?
A. Posts can be compared to the keyword list much more quickly.
B. New problematic phrases can be identified in spam posts.
C. A much longer keyword list can be used to flag spam posts.
D. Spam posts can be flagged using far fewer keywords.
Answer: B (メーッセージを残す)
The main advantage of implementing machine learning for this business case is that new
problematic phrases can be identified in spam posts. This is because machine learning can learn
from the data and the feedback, and adapt to the changing patterns and trends of spam posts.
Machine learning can also capture the semantic and contextual meaning of the posts, and not just
rely on the presence or absence of keywords. By using machine learning, you can improve the
accuracy and coverage of your anti-spam service, and detect new and emerging types of spam
posts that may not be captured by the keyword list.
The other options are not advantages of implementing machine learning for this business case for
the following reasons:
* A. Posts can be compared to the keyword list much more quickly is not an advantage, as it does
not improve the quality or effectiveness of the anti-spam service. It only improves the efficiency of

https://www.jpnpdf.com/Google.Professional-Machine-Learning-Engineer.v2024-06-17.q112-mondaishu.html


the service, which is not the primary objective. Moreover, machine learning may not necessarily
be faster than the keyword list, depending on the complexity and size of the model and the data.
* C. A much longer keyword list can be used to flag spam posts is not an advantage, as it does
not address the limitations or challenges of the keyword list approach. It only increases the size
and complexity of the keyword list, which can make it harder to maintain and update. Moreover, a
longer keyword list may not improve the accuracy or coverage of the anti-spam service, as it may
introduce more false positives or false negatives, or miss new and emerging types of spam posts.
* D. Spam posts can be flagged using far fewer keywords is not an advantage, as it does not
reflect the capabilities or benefits of machine learning. It only reduces the size and complexity of
the keyword list, which can make it easier to maintain and update. However, using fewer
keywords may not improve the accuracy or coverage of the anti-spam service, as it may lose
some information or meaning of the posts, or miss some types of spam posts.
References:
* Professional ML Engineer Exam Guide
* Preparing for Google Cloud Certification: Machine Learning Engineer Professional Certificate
* Google Cloud launches machine learning engineer certification
* Machine Learning for Spam Detection
* Spam Detection Using Machine Learning

有効な Professional-Machine-Learning-Engineer問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com Professional-Machine-Learning-Engineer問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Google/Professional-Machine-Learning-Engineer-mondaishu.html

(29030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
あなたはホテルで働いており、紙ベースの顧客フィードバックフォームからスキャンした顧客の

コメントを含むデータセットを PDFファイルとして保存しています。どのフォームも同じレイア
ウトです。各フォームに対する顧客のコメントから全体的な満足度スコアを迅速に予測する必要

があります。このタスクをどのように達成する必要がありますか?」
A. Vision APIを使用して、各 PDFファイルのテキストを解析します。Natural Language APIの分
析センチメント機能を使用して、全体的な満足度スコアを推測します。

B. Vision APIを使用して、各 PDFファイルのテキストを解析します。Natural Language APIの
analyzeEntitysentiment機能を使用して、全体的な満足度スコアを推測します。
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C. Document Alカスタムエクストラクターをアップトレーニングして、各 PDFファイルのコメ
ントセクションのテキストを解析します。Natural Language APIのセンチメント分析機能を使用
して、全体的な満足度スコアを推測します。

D. Document Alカスタムエクストラクターをアップトレーニングして、各 PDFファイルのコメ
ントセクション内のテキストを解析します。Natural Language APIのanalyzeEntitySentiment機
能を使用して、全体的な満足度スコアを推測します。

Answer: C (メーッセージを残す)
公式試験ガイド1によると、試験で評価されるスキルの 1つは、「Google Cloudテクノロジーを使

用してビジネス課題を解決するための MLモデルを設計、構築、本番化する」ことです。Document

AI2は、ドキュメントから非構造化データを取得して構造化データに変換し、理解、分析、利用を
容易にするドキュメント理解プラットフォームです。Document AI Workbench3を使用すると、ド
キュメントの特定のセクションのテキストを解析するカスタム抽出ツールを作成できま

す。Natural Language API4は、感情分析、エンティティ分析、その他のテキスト注釈などの自然
言語理解テクノロジを提供するサービスです。AnalyseSentiment機能 5は、指定されたテキスト
を検査し、テキスト内で一般的な感情的な意見を特定し、特に書き手の態度が肯定的、否定的、ま

たは中立であるかを判断します。したがって、オプション Cは、各フォームの顧客のコメントから
全体的な満足度スコアを予測するタスクを達成するための最良の方法です。他のオプションは、

このシナリオには関係がなく、最適でもありません。

参考文献:
* Professional ML Engineer試験ガイド
*ドキュメントAI
*ドキュメント AIワークベンチ
*自然言語 API
*感情分析
* Googleプロフェッショナル機械学習認定試験 2023
*最新の Google Professional Machine Learning Engineerの実際の無料試験問題

最新問題: 48
You are training an LSTM-based model on Al Platform to summarize text using the following job
submission script:
You want to ensure that training time is minimized without significantly compromising the
accuracy of your model. What should you do?
A. Modify the 'epochs' parameter
B. Modify the 'scale-tier' parameter
C. Modify the batch size' parameter
D. Modify the 'learning rate' parameter
Answer: B (メーッセージを残す)
機械学習モデルのトレーニング時間は、モデルの複雑さ、データのサイズ、ハードウェアリソー

ス、ハイパーパラメーターなどのいくつかの要因によって異なります。モデルの精度を大幅に損
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なうことなくトレーニング時間を最小限に抑えるには、これらの要素を可能な限り最適化する必

要があります。

トレーニング時間に大きな影響を与える可能性がある要素の 1つは、AI Platformでのトレーニン
グジョブに使用するマシンのタイプと数を指定するスケール層パラメーターです。スケール層パ

ラメーターには、BASIC、STANDARD_1、PREMIUM_1、BASIC_GPUなどの事前定義値のいずれ
か、またはマシンタイプ、ワーカーの数、パラメーターサーバーの数を構成できるカスタム値を

指定できます1。AI Platformで LSTMベースのモデルをトレーニングする場合は、スケール層パ
ラメーターを変更して、より多くの CPU、GPU、TPUなど、より多くの計算リソースを提供する
上位層またはカスタム構成を使用する必要があります。これにより、モデルトレーニングの並列

性とスループットが向上し、トレーニング時間を短縮できます。ただし、より高い階層またはカス

タム構成ではより高い料金が発生する可能性があるため、トレーニング時間とコストのトレード

オフも考慮する必要があります2。他のオプションはそれほど効果的ではないか、モデルの精度に
悪影響を与える可能性があります。モデルがデータセット全体を参照する回数を指定するエポッ

クパラメーターを変更すると、トレーニング時間が短縮される可能性がありますが、モデルの収

束とパフォーマンスにも影響します。バッチごとのサンプル数を指定するバッチサイズパラメー

ターを変更すると、モデルの安定性と汎化能力、メモリ使用量と勾配更新頻度に影響を与える可

能性があります。勾配降下法最適化のステップサイズを指定する学習率パラメーターを変更する

と、モデルの収束とパフォーマンスに影響を与えるだけでなく、オーバーシュートや極小値で行

き詰まるリスクにも影響する可能性があります3参考資料: 1:事前定義されたマシンタイプの使
用 2:分散トレーニング3:ハイパーパラメータ調整の概要

最新問題: 49
You are an ML engineer at a regulated insurance company. You are asked to develop an
insurance approval model that accepts or rejects insurance applications from potential customers.
What factors should you consider before building the model?
A. Redaction, reproducibility, and explainability
B. Traceability, reproducibility, and explainability
C. Federated learning, reproducibility, and explainability
D. Differential privacy federated learning, and explainability
Answer: B (メーッセージを残す)
Before building an insurance approval model, an ML engineer should consider the factors of
traceability, reproducibility, and explainability, as these are important aspects of responsible AI
and fairness in a regulated domain. Traceability is the ability to track the provenance and lineage
of the data, models, and decisions throughout the ML lifecycle. It helps to ensure the quality,
reliability, and accountability of the ML system, and to comply with the regulatory and ethical
standards. Reproducibility is the ability to recreate the same results and outcomes using the
same data, models, and parameters. It helps to verify the validity, consistency, and robustness of
the ML system, and to debug and improve the performance. Explainability is the ability to
understand and interpret the logic, behavior, and outcomes of the ML system. It helps to increase
the transparency, trust, and confidence of the ML system, and to identify and mitigate any
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potential biases, errors, or risks. The other options are not as relevant or comprehensive as this
option. Redaction is the process of removing sensitive or confidential information from the data or
documents, but it is not a factor that the ML engineer should consider before building the model,
as it is more related to the data preparation and protection.
Federated learning is a technique that allows training ML models on decentralized data without
transferring the data to a central server, but it is not a factor that the ML engineer should consider
before building the model, as it is more related to the model architecture and privacy preservation.
Differential privacy is a method that adds noise to the data or the model outputs to protect the
individual privacy of the data subjects, but it is not a factor that the ML engineer should consider
before building the model, as it is more related to the model evaluation and deployment.
References:
* Responsible AI documentation
* Traceability documentation
* Reproducibility documentation
* Explainability documentation

最新問題: 50
BigQueryに保存されたデータを使用して MLモデルをトレーニングしています。このデータに
は、個人を特定できる情報 (Pll)とみなされるいくつかの値が含まれています。モデルをトレーニ
ングする前に、データセットの感度を下げる必要があります。すべての列はモデルにとって重要

です。どのように進めるべきでしょうか?
A. Dataflowを使用して、機密データを含む列を BigQueryから取り込み、各機密列の値をランダ
ム化します。

B. Cloud Data Loss Prevention (DLP) APIを使用して機密データをスキャンし、Dataflowと DLP
APIを使用して形式保持暗号化で機密値を暗号化します。
C. Cloud Data Loss Prevention (DLP) APIを使用して機密データをスキャンし、Dataflowを使用
して暗号化アルゴリズム AES-256とソルトを使用してすべての機密データを置き換えます。
D.トレーニングの前に、BigQueryを使用して機密データを含まない列のみを選択します。権限の
ない個人が機密値にアクセスできないように、承認されたデータのビューを作成します。

Answer: D (メーッセージを残す)
このアプローチでは、モデルをトレーニングする前に個人を特定できる情報 (PII)を削除すること
で、データセットの機密性を下げながら、データの重要な列を維持できます。データの承認された

ビューを作成することで、権限のない個人が機密の値にアクセスできないようにすることができ

ます。

最新問題: 51
あなたはオンライン小売業者で働いています。あなたの会社にはライフサイクルの短い製品が数

千あります。あなたの会社では、5年間分の売上データが BigQueryに保存されています。あなた
は、各製品の月次売上予測を行うモデルを構築するように依頼されました。最小限の労力で迅速

に実装できるソリューションを使用したいと考えています。あなたは何をするべきか？
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A. Vertex Al Trainingで Prophetを使用してカスタムモデルを構築します。
B. Vertex Al Forecastを使用して、NNベースのモデルを構築します。
C. BigQuery MLを使用して統計 AR1MA_PLUSモデルを構築します。
D. Vertex Al Trainingで TensorFlowを使用してカスタムモデルを構築します。
Answer: C (メーッセージを残す)
Web検索結果によると、BigQuery ML1は SQLクエリを使用して BigQueryで機械学習モデルを
作成および実行できるサービスです。BigQuery MLは、線形回帰、ロジスティック回帰、K平均法
クラスタリング、行列分解、ディープニューラルネットワーク、時系列予測など、さまざまなタイ

プのモデルをサポートしています1。ARIMA_PLUS2は、BigQuery MLに組み込まれている時系列
予測用の統計モデルです。ARIMA_PLUSは、AutoRegressive Integrated Moving Average with
eXogenous regressorsの略です。ARIMA_PLUSは、ターゲット変数とその過去の値の間の関係、
およびターゲット変数に影響を与える可能性のあるその他の外部要因をモデル化しま

す。ARIMA_PLUSは、複数の時系列、季節性、休日、欠損値を処理できます2。したがって、オプ
ション Cは、特定のユースケースに対して最小限の労力で迅速に実装できるソリューションを使
用する最良の方法です。これにより、データを移動したりカスタムを記述したりせずに、SQLクエ
リを使用して BigQueryで予測モデルを構築して実行できます。コード。他のオプションは、この
シナリオには関係がなく、最適でもありません。参考文献:
* BigQuery ML
* ARIMA_PLUS
* Googleプロフェッショナル機械学習認定試験 2023
*最新の Google Professional Machine Learning Engineerの実際の無料試験問題

最新問題: 52
あなたは、複数の地域に店舗を持つ大手食料品小売店の MLエンジニアです。在庫予測モデルを作
成するように依頼されました。モデルの特徴には、地域、場所、過去の需要、季節的な人気が含まれ

ます。アルゴリズムが毎日新しい在庫データから学習できるようにしたいと考えています。モデ

ルの構築にはどのアルゴリズムを使用する必要がありますか?
A.分類
B.強化学習
C.リカレントニューラルネットワーク (RNN)
D.畳み込みニューラルネットワーク (CNN)
Answer: C (メーッセージを残す)

「毎日新しい在庫データから学習するアルゴリズム」=時系列モデル、時系列を扱うための最良の

オプションは forsure RNN
https://builtin.com/data-science/recurrent-neural-networks-and-lstm

最新問題: 53
あなたは、さまざまなユースケースに対応する最先端のアルゴリズムを開発している大手医療会

社で働いていますカスタムラベルが付いた非構造化テキストデータを持っていますこれらのラ

ベルを使用してさまざまな医療用語を抽出して分類する必要があります何をすべきですか?
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A. Healthcare Natural Language APIを使用して医療エンティティを抽出します。
B. BERTベースのモデルを使用して、医療エンティティ抽出モデルを微調整します。
C. AutoML Entity Extractionを使用して、医療エンティティ抽出モデルをトレーニングします。
D. TensorFlowを使用して、カスタム医療エンティティ抽出モデルを構築します。
Answer: B (メーッセージを残す)
医療エンティティの抽出は、電子医療記録、臨床ノート、研究論文などの非構造化テキストデータ

から医療用語や概念を特定して分類するタスクです。医療エンティティの抽出は、情報検索、知識

発見、意思決定支援、データ分析などのさまざまなユースケースに役立ちます1。
医療エンティティ抽出を実行するために考えられるアプローチの 1つは、BERTベースのモデル
を使用して医療エンティティ抽出モデルを微調整することです。BERT (Bidirectional Encoder
Representations from Transformers)は、特定のトークンの左側と右側の両方からコンテキスト情
報をキャプチャできる、事前トレーニングされた言語モデルです2。BERTは、事前トレーニング
されたモデルの上にタスク固有のレイヤーを追加し、少量のラベル付きデータでモデルパラメー

ターを更新することで、医療エンティティの抽出などの特定の下流タスクで微調整できます3。
BERTベースのモデルは、一般的なドメインのコーパスでの大規模な事前トレーニングとドメイ
ン固有のデータでの微調整を活用することで、医療エンティティの抽出で高いパフォーマンスを

達成できます。たとえば、Nesterovとumerenkov4は、大規模な EHRデータセットで事前トレー
ニングされたトランスフォーマーモデルを微調整することにより、シングルステップのマルチラ

ベル分類タスクとして電子医療記録から医療エンティティを抽出する新しい方法を提案しまし

た。彼らは、そのモデルが最も頻繁に使用されるエンティティに対して人間レベルの品質を達成

できることを示しました。

参考文献:
* 1:事前トレーニング済みの言語モデルとドメイン辞書に基づく、ラベルのない医療記録からの
医療固有実体認識 |データインテリジェンス | MITプレス
※2：BERT：言語理解のためのディープ双方向トランスフォーマーの事前学習
*3:医療エンティティ抽出のための BERTの微調整
※4：人間レベルの品質で電子医療記録から遠隔監視によるエンドツーエンドの医療エンティティ
を抽出

最新問題: 54
2つのステップを含む Vertex Alパイプラインが作成されました。最初のステップでは、10 TBの
データの前処理が約 1時間で完了し、結果を Cloud Storageバケットに保存します。2番目のス
テップでは、処理されたデータを使用してモデルをトレーニングします。さまざまなアルゴリズ

ムをテストできるように、モデルのコードを更新する必要があります。パイプラインの変更を最

小限に抑えながら、パイプラインの実行時間とコストを削減します。

A.データ前処理ステップ用に、コンピューティング最適化マシンファミリからより多くの CPU
と RAMを備えたマシンを構成します。
B.パイプラインジョブのキャッシュを有効にします。モデルトレーニングステップのキャッシュ
を無効にします。
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C.パイプラインパラメーターと追加のパイプラインステップを追加します。パラメーター値に
応じて、パイプラインステップはデータの前処理を実行またはスキップし、モデルのトレーニン

グを開始します。

D.前処理ステップなしで別のパイプラインを作成し、モデルトレーニング用に前処理された
Cloud Storageファイルの場所をハードコーディングします。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 55
あなたは、最近 MLとデータのワークロードを Google Cloudに移行することを決定した大規模
な組織で働いています。

データエンジニアリングチームは、構造化データを Avro形式で Cloud Storageバケットにエク
スポートしました。分析を実行し、機能を作成し、MLモデルがオンライン予測に使用する機能を
ホストするワークフローを提案する必要があります。パイプラインはどのように構成すればよい

でしょうか?
A. Avroファイルを Cloud Spannerに取り込んで分析を実行します。Dataflowパイプラインを使
用して特徴を作成し、オンライン予測のために BigQueryに保存します。
B. Avroファイルを BigQueryに取り込んで分析を実行します。Dataflowパイプラインを使用して
特徴を作成し、オンライン予測のために Vertex Al Feature Storeに保存します。
C. Avroファイルを BigQueryに取り込んで分析を実行します。BigQuery SQLを使用して特徴を
作成し、オンライン予測用に別の BigQueryテーブルに保存します。
D. Avroファイルを Cloud Spannerに取り込んで分析を実行します。Dataflowパイプラインを使
用して機能を作成します。オンライン予測のために Vertex Al Feature Storeに保存します。
Answer: B (メーッセージを残す)
BigQueryは、スケーラブルでコスト効率の高い方法で大量のデータの保存とクエリを可能にする
サービスです。BigQueryを使用して、Cloud Storageバケットから Avroファイルを取り込み、構
造化データの分析を実行できます。Avroは、複雑なデータ型とスキーマを保存できるバイナリ
ファイル形式です。bqloadコマンドまたは BigQuery APIを使用して、Avroファイルを BigQuery
テーブルにロードできます。その後、SQLクエリを使用してデータを分析し、洞察を生成できま
す。Dataflowは、Google Cloud上でスケーラブルでポータブルなデータ処理パイプラインを作成
して実行できるサービスです。Dataflowを使用すると、データの変換、集計、エンコードなど、ML
モデルの機能を作成できます。Apache Beam SDKを使用して、Pythonまたは Javaで Dataflow
パイプラインコードを作成できます。組み込み変換またはカスタム変換を使用して、特徴エンジ

ニアリングロジックをデータに適用することもできます。Vertex AI Feature Storeは、ML機能を
Google Cloudに保存して管理できるサービスです。Vertex AI Feature Storeを使用して、MLモデ
ルがオンライン予測に使用する機能をホストできます。オンライン予測は、入力データの個別ま

たは小さなバッチに対して低遅延の応答を提供する予測の一種です。Vertex AI Feature Store API
を使用して、Dataflowパイプラインからフィーチャストアエンティティタイプにフィーチャを
書き込むことができます。その後、Vertex AI Feature Storeオンラインサービング APIを使用し
て、特徴ストアから特徴を読み取り、オンライン予測のために MLモデルに渡すことができま
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す。BigQuery、Dataflow、Vertex AI Feature Storeを使用すると、分析を実行し、機能を作成し、ML
モデルがオンライン予測に使用する機能をホストするパイプラインを構成できます。参考文献:
* BigQueryドキュメント
*データフローのドキュメント
* Vertex AIフィーチャーストアのドキュメント
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニアプロフェッショナル認定資格

最新問題: 56
あなたは自動車会社の AIチームで働いており、TensorFlowと Kerasを使用して視覚的欠陥検出
モデルを開発しています。モデルのパフォーマンスを向上させるには、変換、トリミング、コント

ラスト調整などの画像拡張機能を組み込む必要があります。これらの関数を各トレーニングバッ

チにランダムに適用します。実行時とコンピューティングリソースの使用率を考慮してデータ処

理パイプラインを最適化したいと考えています。あなたは何をするべきか？

A. Dataflowを使用して、考えられるすべての拡張を作成し、TFRecordとして保存します。
B. Dataflowを使用して、トレーニングの実行ごとに拡張を動的に作成し、TFRecordとしてス
テージングします。

C.拡張関数を tf.Dataパイプラインに動的に埋め込みます。
D. Kerasジェネレーターの一部として拡張関数を動的に埋め込みます。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 57
100を超える入力特徴 (すべての値が -1から 1まで)を含む線形モデルを構築しています。多く
の特徴は有益ではないと思われます。有益な特徴を元の形式に保ちながら、非有益な特徴をモデ

ルから削除したいと考えています。どのテクニックを使用する必要がありますか?
A.主成分分析を使用して、情報量が最も少ない特徴を削除します。
B. L1正則化を使用して、有益でない特徴の係数を 0に削減します。
C.モデルを構築した後、Shapley値を使用して、どの特徴が最も有益であるかを判断します。
D.反復ドロップアウト手法を使用して、削除時にモデルが劣化しないフィーチャを特定します。
Answer: B (メーッセージを残す)
https://cloud.google.com/ai-platform/prediction/docs/ai-explanations/overview#sampled-shapley

最新問題: 58
機械学習スペシャリストは、ROC曲線下面積 (AUC)を客観的な指標として Amazon SageMaker
を使用して、ツリーベースのアンサンブルモデルのハイパーパラメータ調整ジョブを開始しま

す。このワークフローは最終的に、毎晩ハイパーパラメータを再トレーニングおよび調整するパ

イプラインにデプロイされ、24時間ごとに失われるデータのクリックスルーをモデル化します。
これらのモデルのトレーニングにかかる時間を短縮し、最終的にコストを削減することを目的と

して、スペシャリストは入力ハイパーパラメータ範囲を再構成したいと考えています。

これを実現できるのはどのビジュアライゼーションですか?
A.各トレーニング反復にわたる目標メトリクスのパフォーマンスを示す散布図。
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B. t分布確率的近傍埋め込み (t-SNE)を使用して多数の入力変数を読みやすい次元で視覚化す
る、ターゲット変数によって色付けされた点を含む散布図。

C.ツリーの最大深さと客観的なメトリックの間の相関関係を示す散布図。
D.最も重要な入力特徴がガウスであるかどうかを示すヒストグラム。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 59
カスタム TensorFlow DNNリグレッサーモデルを使用して BigQueryテーブル内の 1億レコー
ドに対してバッチ予測を実行し、予測結果を BigQueryテーブルに保存する必要があります。この
推論パイプラインの構築に必要な労力を最小限に抑えたいと考えています。あなたは何をするべ

きか？

A. BigQuery MLを使用して TensorFlowモデルをインポートし、ml.predict関数を実行します。
B. TensorFlow BigQueryリーダーを使用してデータを読み込み、BigQuery APIを使用して結果を
BigQueryに書き込みます。
C. BigQueryのデータを TFRecordに変換する Dataflowパイプラインを作成します。Vertex AI
Predictionでバッチ推論を実行し、結果を BigQueryに書き込みます。
D. TensorFlow SavedModelを Dataflowパイプラインにロードします。BigQuery I/Oコネクタと
カスタム関数を使用してパイプライン内で推論を実行し、結果を BigQueryに書き込みます。
Answer: A (メーッセージを残す)
*選択肢 Aは正解です。BigQuery MLで TensorFlowモデルをインポートし、ml.predict関数を実
行するのが、カスタム TensorFlowモデルを使用して大規模な BigQueryテーブルに対してバッチ
予測を実行し、予測結果を別の BigQueryテーブルに保存する最も簡単な方法です。。BigQuery
MLを使用すると、Cloud Storageに保存されている TensorFlowモデルをインポートし、SQLク
エリによる予測に使用できます1。ml.predict関数は、予測値を含むテーブルを返します。このテー
ブルは、別の BigQueryテーブル 2に保存できます。
*オプション Bは不正解です。TensorFlow BigQueryリーダーを使用してデータを読み込
み、BigQuery APIを使用して結果を BigQueryに書き込むには、オプション Aよりも推論パイプ
ラインの構築に多くの労力が必要です。TensorFlow BigQueryリーダーは、データを読み取る方法
です。BigQueryを TensorFlowデータセットに変換し、トレーニングや予測に使用できます3。た
だし、このオプションでは、TensorFlowモデルをロードし、予測を実行し、BigQuery APIを使用
して結果を BigQuery4に書き戻すコードを記述する必要もあります。
*オプション Cは不正解です。Dataflowパイプラインを作成して BigQueryのデータを TFRecord
に変換し、Vertex AI Predictionでバッチ推論を実行し、結果を BigQueryに書き込むには、オプ
ション Aよりも推論パイプラインの構築に多くの労力が必要です。Dataflowはサービスです。
ETL (抽出、変換、ロード)やバッチ処理などのデータ処理パイプラインの作成と実行用5. Vertex
AI Predictionは、オンラインまたはバッチ予測用の MLモデルをデプロイおよび提供するための
サービスです。ただし、このオプションでは、Dataflowパイプラインを作成し、データを
TFRecordに変換し、バッチ推論を実行し、結果を BigQueryに書き込むためのコードを記述する
必要もあります。
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*オプション Dは不正解です。TensorFlow SavedModelを Dataflowパイプラインにロードし、カ
スタム関数を備えた BigQuery I/Oコネクタを使用してパイプライン内で推論を実行し、結果を
BigQueryに書き込むには、オプションよりも推論パイプラインの構築に多くの労力が必要です。
A. BigQuery I/Oコネクタは、Dataflowパイプライン内で BigQueryからデータを読み書きする方
法です。ただし、このオプションでは、TensorFlow SavedModelを読み込み、推論用のカスタム関
数を作成し、結果を BigQueryに書き込むコードを記述する必要もあります。
参考文献:
* BigQuery MLへのモデルのインポート
*インポートされたモデルを予測に使用する
* TensorFlow BigQueryリーダー
* BigQuery API
*データフローの概要
* [Vertex AI Prediction概要]
* [Dataflowによるバッチ予測]
* [BigQuery I/Oコネクタ]
* [Dataflowでの TensorFlowモデルの使用]

最新問題: 60
オンライン予測に使用されるカスタム TensorRowモデルを開発する必要があります。トレーニ
ングデータは BigQueryに保存されます。モデルのトレーニングと提供のために、インスタンス
レベルのデータ変換をデータに適用する必要があります。モデルのトレーニングと提供中に同じ

前処理ルーチンを使用したいと考えています。前処理ルーチンをどのように構成すればよいで

しょうか?
A. BigQueryからデータを読み取って変換する前処理関数を作成します。サービス提供時に前処理
関数を呼び出す Vertex Alカスタム予測ルーチンを作成します。
B. Apache Beamパイプラインを作成して、BigQueryからデータを読み取り、TensorFlow
Transformと Dataflowを使用して前処理します。
C. Vertex Al Pipelinesでパイプラインを作成し、BigQueryからデータを読み取り、カスタム前処
理コンポーネントを使用してデータを前処理します。

D. BigQueryスクリプトを作成してデータを前処理し、結果を別の BigQueryテーブルに書き込み
ます。

Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 61
Your organization manages an online message board A few months ago, you discovered an
increase in toxic language and bullying on the message board. You deployed an automated text
classifier that flags certain comments as toxic or harmful. Now some users are reporting that
benign comments referencing their religion are being misclassified as abusive Upon further
inspection, you find that your classifier's false positive rate is higher for comments that reference
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certain underrepresented religious groups. Your team has a limited budget and is already
overextended. What should you do?
A. Add synthetic training data where those phrases are used in non-toxic ways
B. Remove the model and replace it with human moderation.
C. Replace your model with a different text classifier.
D. Raise the threshold for comments to be considered toxic or harmful
Answer: A (メーッセージを残す)
The problem of the text classifier is that it has a high false positive rate for comments that
reference certain underrepresented religious groups. This means that the classifier is not able to
distinguish between toxic and non-toxic language when those groups are mentioned. One
possible reason for this is that the training data does not have enough examples of non-toxic
comments that reference those groups, leading to a biased model.
Therefore, a possible solution is to add synthetic training data where those phrases are used in
non-toxic ways, which can help the model learn to generalize better and reduce the false positive
rate. Synthetic data is artificially generated data that mimics the characteristics of real data, and
can be used to augment the existing data when the real data is scarce or imbalanced.
References:
* Preparing for Google Cloud Certification: Machine Learning Engineer, Course 5: Responsible
AI, Week
3: Fairness
* Google Cloud Professional Machine Learning Engineer Exam Guide, Section 4: Ensuring
solution quality, 4.4 Evaluating fairness and bias in ML models
* Official Google Cloud Certified Professional Machine Learning Engineer Study Guide, Chapter
9:
Responsible AI, Section 9.3: Fairness and Bias

有効な Professional-Machine-Learning-Engineer問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com Professional-Machine-Learning-Engineer問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Google/Professional-Machine-Learning-Engineer-mondaishu.html

(29030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 62
あなたは、大規模なデータセットを使用して会社のカスタム言語モデルをトレーニングしていま

す。Vertex Alで Reduction Server戦略を使用する予定です。分散トレーニングジョブのワーカー
プールを構成する必要があります。あなたは何をするべきか？
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A.最初の 2つのワーカープールのマシンが GPUを備え、トレーニングコードが実行されるコ
ンテナーイメージを使用するように構成します。3番目のワーカープールが GPUを持つように
構成し、reductionserverコンテナーイメージを使用します。
B.最初の 2つのワーカープールのマシンが GPUを備え、トレーニングコードが実行されるコ
ンテナーイメージを使用するように構成します。アクセラレータなしで、reductionserverコンテ
ナーイメージを使用するように 3番目のワーカープールを構成し、帯域幅を優先するマシンタ
イプを選択します。

C.最初の 2つのプールのマシンが TPUを持つように構成します。トレーニングコードが実行さ
れるコンテナーイメージを使用するには、TPUを持つように 3番目のプールを構成
し、reduccionserverコンテナーイメージを使用します。
D.最初の 2つのワーカープールのマシンが TPUを持ち、トレーニングコードが実行されるコン
テナイメージを使用するように構成します。アクセラレータなしで 3番目のワーカープールを
構成し、アクセラレータなしで reduccinserverコンテナイメージを使用し、マシンタイプを選択
します。帯域幅を優先します。

Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 63
あなたは、オンラインフォーラムを管理するペットフード会社で働いています。顧客は自分の

ペットの写真をフォーラムにアップロードして、他の人と共有します。毎日約 20枚の写真がアッ
プロードされます。アップロードされた各写真に動物が含まれているかどうかを、ほぼリアルタ

イムで自動的に検出したいと考えています。時間を優先し、アプリケーションの開発と展開のコ

ストを最小限に抑えるにはどうすればよいでしょうか?
A.動物の周囲の境界ボックスを使用して、以前に送信された画像に手動でラベルを付けます。
Vertex Alを使用して AutoMLオブジェクト検出モデルを構築します。モデルを Vertex Alエンド
ポイントにデプロイします。新しいユーザーが送信した画像をモデルエンドポイントに送信し

て、各写真が正しいかどうかを検出します。動物を飼っています。

B. TensorFlow Hubから物体検出モデルをダウンロードします。モデルを Vertex Alエンドポイン
トにデプロイします。ユーザーが送信した新しい画像をモデルエンドポイントに送信して、各写

真に動物が写っているかどうかを分類します。

C.以前に送信された画像に動物がいるかどうかを手動でラベル付けします。Vertex Alで画像
データセットを作成します。Vertex AutoMLを使用して分類モデルをトレーニングし、2つのク
ラスを区別します。モデルを Vertex Alエンドポイントにデプロイします。新しいユーザーが送
信した画像を送信します。モデルのエンドポイントに送信して、各写真に動物が写っているかどう

かを分類します。

D.ユーザーが送信した画像を Cloud Vision APIに送信します。オブジェクトローカリゼーショ
ンを使用して画像内のすべてのオブジェクトを識別し、結果を動物のリストと比較します。

Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 64
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あなたはソーシャルメディア会社で働いています。投稿された画像に車が含まれているかどうか

を検出する必要があります。各トレーニングサンプルは、正確に 1つのクラスのメンバーです。
物体検出ニューラルネットワークをトレーニングし、評価のためにモデルバージョンを Al
Platform Predictionにデプロイしました。デプロイメントの前に、評価ジョブを作成し、それを Al
Platform Predictionモデルバージョンに添付しました。精度がビジネス要件よりも低いことに気
づきました。精度を高めるためにモデルの最終層のソフトマックスしきい値をどのように調整す

ればよいでしょうか?
A.リコールを増やす
B.リコールを減らします。
C.誤検知の数を増やす
D.偽陰性の数を減らします。
Answer: B (メーッセージを残す)
適合率と再現率は、分類モデルのパフォーマンスを評価するための 2つの一般的な指標です。
適合率は正しい陽性予測の割合を測定し、再現率は正しく予測された陽性例の割合を測定しま

す。適合率と再現率は反比例の関係にあり、一方を増加させると他方も減少し、その逆も同様で

す。精度と再現率のトレードオフは、分類問題の目標とコストによって異なります1。
投稿された画像に車が含まれているかどうかを検出するユースケースでは、ソーシャルメディア

会社は誤検知、つまり車が含まれていると誤ってラベル付けされた画像の数を最小限に抑えたい

と考えているため、再現率よりも精度が重要です。精度が高いということは、モデルが肯定的な予

測に自信があり正確であることを意味しますが、再現率が低いということは、モデルがいくつか

の肯定的な例や実際に車を含む画像を見逃す可能性があることを意味します。いくつかの肯定的

な例を見逃すコストは、誤った肯定的な予測を行うコストよりも低くなります。後者は、ユーザー

エクスペリエンスとソーシャルメディア会社の評判に影響を与える可能性があるためです。

ソフトマックス関数は、実数のベクトルを可能なクラスにわたる確率分布に変換する関数です。

ソフトマックス関数は、各クラスに確率を割り当て、最も高い確率を持つクラスが予測として選

択されるため、マルチクラス分類問題のニューラルネットワークの最終層としてよく使用されま

す。ソフトマックス関数は次のように定義されます。

ソフトマックス (x_i) = exp (x_i) / sum_j exp (x_j)
ここで、x_iはクラス iの入力値、softmax (x_i)はクラス iの出力確率です。
ソフトマックスしきい値は、クラスが予測として選択される必要がある最小確率を決定するパラ

メーターです。たとえば、ソフトマックスしきい値が 0.5の場合、最も高い確率を持つクラスが選
択されるには少なくとも 0.5が必要です。そうでない場合、予測は行われません。ソフトマックス
しきい値は適合率と再現率のトレードオフを調整するために使用できます。しきい値を高くする

と適合率が向上し、再現率が低下します。一方、しきい値を低くすると適合率が低下し、再現率が

増加します2。
投稿された画像に車が含まれているかどうかを検出するユースケースの場合、モデルの最終レイ

ヤーのソフトマックスしきい値を調整して精度を高める最良の方法は、再現率を下げることで

す。これは、モデルが信頼性の高い場合にのみ肯定的な予測を行い、誤検出を避けるために、ソフ

トマックスしきい値を増やす必要があることを意味します。ソフトマックスしきい値を増やすこ
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とで、モデルの肯定的な予測がより選択的かつ正確になり、精度メトリクスが向上します。した

がって、この使用例では再現率を下げることが最良の選択肢となります。

参考文献:
*精度と再現率 - Wikipedia
*ソフトマックススコアにしきい値を追加する方法 -コードログ

最新問題: 65
あなたの会社は、ユーザーがビデオを視聴したりアップロードしたりできるビデオ共有Webサ
イトを管理しています。MLモデルを作成して、新しくアップロードされたどのビデオが最も人気
があるかを予測し、それらのビデオを会社のWebサイトで優先的に表示できるようにする必要
があります。モデルが成功したかどうかを判断するには、どの結果を使用する必要がありますか?
A.このモデルでは、動画をアップロードしたユーザーの「いいね！」が 10,000件を超えている場

合、その動画は人気があると予測します。

B.このモデルは、クリック数で測定した最も人気のあるクリックベイト動画の 97.5%を予測し
ます。

C.このモデルは、アップロードされてから 30日以内の総再生時間で測定された最も人気のある
動画の 95%を予測します。
D.公開後 7日後と 30日後の対数変換されたビュー数の間のピアソン相関係数は 0に等しくなり
ます。

Answer: C (メーッセージを残す)
https://developers.google.com/machine-learning/problem-framing/framing#quantify-it

最新問題: 66
Compute Engine上の GPUを搭載した仮想マシンを使用して、特定の画像に存在する政府 IDの
タイプを予測するコンピュータービジョンモデルをトレーニングする必要があります。次のパラ

メータを使用します。

*オプティマイザー: SGD
※画像形状＝224×224
*バッチサイズ = 64
*エポック = 10
*詳細 = 2
トレーニング中に次のエラーが発生します: ResourceExhaustedError: tensorを割り当てるとき
にメモリ不足 (oom)。あなたは何をするべきか？
A.オプティマイザを変更します
B.バッチサイズを減らす
C.学習率を変更します
D.画像の形状を縮小します。
Answer: (解答を表示する)
参照：
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https://stackoverflow.com/questions/59394947/how-to-fix-resourceexhaustederror-oom-when-
allocating-tensor/59395251#:~:text=OOM%20stands%20for%20%22out%20of,in%20your
%20Dense%20%2C%20Conv2D%20レイヤー

最新問題: 67
テキスト分類モデルをトレーニングしました。次の SignatureDefがあります。
予測リクエストの正しい書き方は何ですか?
A. data = json dumps({"signature_name": f,serving_default", "instances": [['a', 'b'], [c\ 'd'], ['e\ T] ]})
B. data = json dumps({"signature_name": "serving_default"! "instances": [['a', 'b', "c", 'd', 'e', 'f'] ]})
C. data = json.dumps({"signature_name": "serving_default"\ "instances": [fab', 'be1, 'cd']]})
D. data = json.dumps({"signature_name": "serving_default, "instances": [['a', 'b\ 'c'1, [d\ 'e\ T]]})
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 68
A Machine Learning Specialist is assigned a TensorFlow project using Amazon SageMaker for
training, and needs to continue working for an extended period with no Wi-Fi access.
Which approach should the Specialist use to continue working?
A. Install Python 3 and boto3 on their laptop and continue the code development using that
environment.
B. Download the TensorFlow Docker container used in Amazon SageMaker from GitHub to their
local environment, and use the Amazon SageMaker Python SDK to test the code.
C. Download TensorFlow from tensorflow.org to emulate the TensorFlow kernel in the
SageMaker environment.
D. Download the SageMaker notebook to their local environment, then install Jupyter Notebooks
on their laptop and continue the development in a local notebook.
Answer: A (メーッセージを残す)
Explanation

最新問題: 69
Vertex Alを使用してカスタムモデルを開発し、過去の取引データに基づいて自社製品の売上を
予測した近い将来の特徴分布と特徴間の相関関係の変化を予測した大量の予測を受け取ること

も期待したドリフト検出に Vertex Al Model Monitoringを使用する予定で、コストを最小限に抑え
たいと考えています。あなたは何をするべきか？

A.モニタリングに機能と機能属性を使用します。監視頻度の値をデフォルトよりも低く設定しま
す。

B.監視用の機能を使用します。予測サンプリングレア値を 0よりも 1に近い値に設定します。
C.監視機能を使用する監視頻度の値をデフォルトよりも高く設定します。
D.特徴量と特徴量属性を監視に使用します。予測サンプリングレートの値を 1よりも 0に近い
値に設定します。

Answer: (解答を表示する)
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最新問題: 70
あなたは銀行に勤めており、不正行為検出のためのランダムフォレストモデルを構築していま

す。トランザクションを含むデータセットがあり、そのうち 1%が不正であると特定されていま
す。どのデータ変換戦略が分類器のパフォーマンスを向上させる可能性がありますか?
A.不正なトランザクションを 10回オーバーサンプリングします。
B.データを TFRecordに書き込みます。
C.すべてのカテゴリ特徴量でワンホットエンコーディングを使用します。
D.すべての数値特徴を Z正規化します。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 71
You have trained a DNN regressor with TensorFlow to predict housing prices using a set of
predictive features. Your default precision is tf.float64, and you use a standard TensorFlow
estimator; estimator =
tf.estimator.DNNRegressor( feature_columns=[YOUR_LIST_OF_FEATURES], hidden_units-
[1024, 512, 256], dropout=None) Your model performs well, but Just before deploying it to
production, you discover that your current serving latency is 10ms @ 90 percentile and you
currently serve on CPUs. Your production requirements expect a model latency of 8ms @ 90
percentile. You are willing to accept a small decrease in performance in order to reach the latency
requirement Therefore your plan is to improve latency while evaluating how much the model's
prediction decreases. What should you first try to quickly lower the serving latency?
A. Increase the dropout rate to 0.8 in_PREDICT mode by adjusting the TensorFlow Serving
parameters
B. Increase the dropout rate to 0.8 and retrain your model.
C. Switch from CPU to GPU serving
D. Apply quantization to your SavedModel by reducing the floating point precision to tf.float16.
Answer: (解答を表示する)
* Quantization is a technique that reduces the numerical precision of the weights and activations
of a neural network, which can improve the inference speed and reduce the memory footprint of
the model1.
* Reducing the floating point precision from tf.float64 to tf.float16 can potentially halve the latency
and memory usage of the model, while having minimal impact on the accuracy2.
*どちらのモードでもドロップアウト率を 0.8に増やしても、レイテンシには影響しませんが、モ
デルのパフォーマンスが大幅に低下する可能性があります。ドロップアウトは、過学習を防ぐた

めにトレーニング中にユニットをランダムにドロップする正則化手法であるためです。

* CPUから GPUサービスに切り替えると、ハードウェア仕様とモデルの複雑さに応じて遅延が
改善される場合と改善されない場合がありますが、導入に追加のコストと複雑さが発生する可能

性もあります4
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最新問題: 72
You are working on a Neural Network-based project. The dataset provided to you has columns
with different ranges. While preparing the data for model training, you discover that gradient
optimization is having difficulty moving weights to a good solution. What should you do?
A. Use feature construction to combine the strongest features.
B. Improve the data cleaning step by removing features with missing values.
C. Use the representation transformation (normalization) technique.
D. Change the partitioning step to reduce the dimension of the test set and have a larger training
set.
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 73
Compute Engine上の GPUを搭載した仮想マシンを使用して、特定の画像に存在する政府 IDの
タイプを予測するコンピュータービジョンモデルをトレーニングする必要があります。次のパラ

メータを使用します。

*オプティマイザー: SGD
※画像形状＝224×224
*バッチサイズ = 64
*エポック = 10
*詳細 = 2
トレーニング中に次のエラーが発生します: ResourceExhaustedError: tensorを割り当てるとき
にメモリ不足 (oom)。あなたは何をするべきか？
A.画像の形状を縮小します。
B.オプティマイザを変更します
C.バッチサイズを減らす
D.学習率を変更する
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 74
あなたは最近、概念実証 (POC)深層学習モデルを作成しました。全体的なアーキテクチャには満
足していますが、いくつかのハイパーパラメータの値を決定する必要があります。Vertex AIでハ
イパーパラメータ調整を実行して、モデルで使用されるカテゴリ特徴量の適切な埋め込み次元と

最適な学習率の両方を決定したいと考えています。次の設定を構成します。

埋め込みディメンションの場合、タイプを INTEGERに設定し、minValueは 16、maxValueは 64
に設定します。

学習率については、タイプを DOUBLEに設定し、minValueを 10e-05、maxValueを 10e-02に設
定します。

デフォルトのベイズ最適化チューニングアルゴリズムを使用しており、モデルの精度を最大化し

たいと考えています。トレーニング時間は問題ではありません。各ハイパーパラメータのハイ

パーパラメータスケーリングと maxParallelTrialsをどのように設定すればよいでしょうか?
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A.埋め込みディメンションには UNIT_LOG_SCALEを、学習率には UNIT_LINEAR_SCALEを、
少数の並列試行には使用します。

B.埋め込みディメンションには UNIT_LINEAR_SCALE、学習率には UNIT_LOG_SCALE、少数
の並列試行には使用します。

C.埋め込みディメンションには UNIT_LOG_SCALE、学習率には UNIT_LINEAR_SCALE、およ
び多数の並列試行には UNIT_LINEAR_SCALEを使用します。
D.埋め込みディメンションには UNIT_LINEAR_SCALE、学習率には UNIT_LOG_SCALE、およ
び多数の並列試行には UNIT_LOG_SCALEを使用します。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 75
機械学習スペシャリストは、複数のデータサイエンティストがノートブックにアクセスし、モデ

ルをトレーニングし、エンドポイントをデプロイできるように Amazon SageMakerを構成して
います。最高の運用パフォーマンスを確保するには、スペシャリストは、科学者がモデルをデプロ

イする頻度、デプロイされた SageMakerエンドポイントの GPUと CPUの使用率、およびエン
ドポイントの呼び出し時に生成されるすべてのエラーを追跡できる必要があります。

この情報を追跡するために Amazon SageMakerと統合されているのはどのサービスですか? (2
つお選びください。)
A. AWS CloudTrail
B. AWSヘルス
C. AWS Trusted Advisor
D. Amazon CloudWatch
E. AWS設定
Answer: (解答を表示する)
説明/参照: https://aws.amazon.com/sagemaker/faqs/

最新問題: 76
あなたは、最近 MLとデータのワークロードを Google Cloudに移行することを決定した大規模
な組織で働いています。データエンジニアリングチームは、構造化データを Avro形式で Cloud
Storageバケットにエクスポートしました。分析を実行し、機能を作成し、MLモデルがオンライ
ン予測に使用する機能をホストするワークフローを提案する必要があります。パイプラインはど

のように構成すればよいでしょうか?
A. Avroファイルを BigQueryに取り込んで分析を実行します。Dataflowパイプラインを使用して
特徴を作成し、オンライン予測のために Vertex Al Feature Storeに保存します。
B. Avroファイルを Cloud Spannerに取り込んで分析を実行します。Dataflowパイプラインを使
用して機能を作成します。オンライン予測のために Vertex Al Feature Storeに保存します。
C. Avroファイルを BigQueryに取り込んで分析を実行します。BigQuery SQLを使用して特徴を
作成し、オンライン予測用に別の BigQueryテーブルに保存します。
D. Avroファイルを Cloud Spannerに取り込んで分析を実行します。Dataflowパイプラインを使
用して特徴を作成し、オンライン予測のために BigQueryに保存します。
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Answer: A (メーッセージを残す)

有効な Professional-Machine-Learning-Engineer問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com Professional-Machine-Learning-Engineer問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Google/Professional-Machine-Learning-Engineer-mondaishu.html

(29030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 77
データサイエンスチームは、スケジュールされたモデルの再トレーニングをサポートするシステ

ム、Dockerコンテナー、およびオンライン予測リクエストの自動スケーリングと監視をサポート
するサービスをリクエストしました。このシステムにはどのプラットフォームコンポーネントを

選択する必要がありますか?
A. Vertex AIパイプラインと Alプラットフォーム予測
B. Cloud Composer、BigQuery ML、および Alプラットフォームの予測
C. Cloud Composer、カスタムコンテナを使用した Al Platform Training、App Engine
D. Vertex AIパイプラインと App Engine
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 78
カテゴリカル入力変数を含むデータセットを使用して MLモデルを開発しています。データの半
分をトレーニングセットとテストセットにランダムに分割しました。トレーニングセット内の

カテゴリ変数にワンホットエンコーディングを適用した後、テストセットから 1つのカテゴリ
変数が欠落していることがわかりました。あなたは何をするべきか？

A.トレーニングセットに 70%、テストセットに 30%を使用して、データをランダムに再配布し
ます。

B.テストセットでスパース表現を使用します
C.テストデータ内のカテゴリ変数にワンホットエンコーディングを適用します。
D.すべてのカテゴリを表すさらに多くのデータを収集します
Answer: C (メーッセージを残す)
テストセット内の欠落しているカテゴリ変数に対処するための最良のオプションは、テストデー

タ内のカテゴリ変数にワンホットエンコーディングを適用することです。このオプションには次

の利点があります。

*ワンホットエンコーディングはカテゴリ変数をモデルで簡単に処理できるバイナリベクトルに
変換するため、MLモデルのデータ形式の一貫性と互換性が保証されます。テストデータ内のカテ
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ゴリ変数にワンホットエンコーディングを適用すると、テストデータ内の特徴の数と順序をト

レーニングデータと一致させ、モデル予測におけるエラーや不一致を回避できます。

*ワンホットエンコーディングはカテゴリ変数の考えられる値ごとに個別の特徴を作成し、実際
の値に対応する特徴に値 1を割り当てるため、MLモデルのデータの情報と関連性が保持されま
す。変数、残りは 0。テストデータ内のカテゴリ変数にワンホットエンコーディングを適用する
と、カテゴリ変数の元の意味と重要性を保持し、データの損失や歪みを回避できます。

他のオプションは、次の理由からあまり最適ではありません。

*オプション A:データをトレーニングセットに 70%、テストセットに 30%としてランダムに再
配布すると、さらなる複雑さとリスクが生じます。このオプションでは、データを再度シャッフル

して分割する必要があり、面倒で時間がかかる可能性があります。さらに、このオプションは、

データ分布のランダム性に依存するため、欠落しているカテゴリ変数がテストセットに存在する

ことを保証しない場合があります。さらに、このオプションは、モデルが元のトレーニングセット

から学習したデータの特性やパターンを変更する可能性があるため、MLモデルの品質と有効性
に影響を与える可能性があります。

*オプション B:テストセットでスパース表現を使用すると、追加のオーバーヘッドと非効率が生
じます。

*このオプションでは、テストセット内のカテゴリ変数をスパースベクトルに変換する必要があ
ります。スパースベクトルとは、ほとんどの値がゼロであり、ゼロ以外の要素のインデックスと値

のみを格納するベクトルです。

ただし、モデルでは入力データがトレーニングデータと同じ形式と次元を持つことを想定してお

り、ワンホットエンコーディングを使用するため、テストセットでのスパース表現の使用は ML
モデルと互換性がない可能性があります。さらに、テストセットでスパース表現を使用すると、ス

パースベクトルを保存および処理するために追加の計算とメモリが必要になるため、効率的また

はスケーラブルではない可能性があります。

*オプション D:すべてのカテゴリを表すより多くのデータを収集すると、追加のコストと遅延が
発生します。このオプションでは、欠落しているカテゴリ変数を含むさらに多くのデータを取得

してラベルを付ける必要があり、コストと時間がかかる可能性があります。さらに、データソース

やビジネス上の問題によっては、欠落しているカテゴリ変数が利用できないか、テストデータに

関連しない可能性があるため、このオプションは実行不可能または必要でない場合があります。

最新問題: 79
あなたは小売会社に勤めています。Vertex Alには、3つの異なる店舗からの売上データを含む管
理された表形式データセットがあります。データセットには、店舗名や販売タイムスタンプなど

のいくつかの特徴が含まれています。そのデータを使用して、間もなくオープンする新しい店舗

の売上予測を行うモデルをトレーニングしたいと考えています。トレーニング、検証、およびテス

トセットの間でデータを分割する必要があります。データを分割するにはどのようなアプローチ

を使用する必要がありますか?
A. Vertex Al手動分割を使用し、ストア名機能を使用して各セットに 1つのストアを割り当てま
す。



B. Vertex Alのデフォルトのデータ分割を使用します。
C. Vertex Al時系列分割を使用し、販売タイムスタンプ機能をタイムバナブルとして指定します。
D. Vertex Alランダム分割を使用して、行の 70%をトレーニングセットに割り当て、10%を検証
セットに割り当てます。

テストセットの 20%。
Answer: B (メーッセージを残す)
3つの異なる店舗からの売上データを含む Vertex AIの管理された表形式データセットを使用し
て、トレーニング、検証、テストセット間でデータを分割するための最良のオプションは、Vertex
AIのデフォルトデータ分割を使用することです。
このオプションを使用すると、Vertex AIのパワーとシンプルさを活用して、データをパーセン
テージで 3つのセットに自動的かつランダムに分割できます。Vertex AIは、Google Cloud上で機
械学習ソリューションを構築およびデプロイするための統合プラットフォームです。Vertex AI
は、線形回帰、ロジスティック回帰、K平均法クラスタリング、行列因数分解、ディープニューラ
ルネットワークなど、さまざまなタイプのモデルをサポートできます。Vertex AIは、データ分析、
モデル開発、モデル展開、モデル監視、モデルガバナンスのためのさまざまなツールとサービスも

提供できます。デフォルトのデータ分割は、Vertex AIによって提供されるデータ分割方法であ
り、ユーザーの入力や構成は必要ありません。デフォルトのデータ分割は、ランダムサンプリング

方法を使用してデータをトレーニング、検証、テストセットに分割し、データの固定パーセンテー

ジを各セットに割り当てるのに役立ちます。デフォルトのデータ分割はデータ分割プロセスを簡

素化するのに役立ち、ほとんどの場合にうまく機能します。

トレーニングセットは、モデルをトレーニングし、モデルパラメーターを調整するために使用さ

れるデータのサブセットです。トレーニングセットは、入力特徴とターゲット変数の間の関係を

学習し、モデルのパフォーマンスを最適化するのに役立ちます。検証セットは、モデルを検証し、

モデルのハイパーパラメーターを調整するために使用されるデータのサブセットです。検証セッ

トは、目に見えないデータに対するモデルのパフォーマンスを評価し、過剰適合または過小適合

を回避するのに役立ちます。テストセットは、モデルのテストに使用されるデータのサブセット

であり、最終的な評価指標を提供します。テストセットは、新しいデータに対するモデルのパ

フォーマンスを評価し、モデルの汎化能力を測定するのに役立ちます。Vertex AIのデフォルト
データ分割を使用すると、ランダムサンプリング方法を使用してデータをトレーニング、検証、テ

ストセットに分割し、次の割合のデータを各セットに割り当てることができます1。
他のオプションは、次の理由により、オプション Bほど優れていません。
*オプション A: Vertex AI手動分割を使用し、ストア名機能を使用して各セットに 1つのストア
を割り当てると、データを代表的なバランスのとれたセットに分割できず、エラーやパフォーマ

ンスの低下が発生する可能性があります。手動分割は、ml_useラベルまたはデータフィルター式
を使用して、データをセットに分割する方法を制御できるデータ分割方法です。手動分割は、デー

タ分割ロジックをカスタマイズし、複雑なデータ形式または非標準のデータ形式を処理するのに

役立ちます。店名特徴量は、売上データを収集した店舗の名前を示す特徴量です。店舗名機能は、

データのソースを特定し、店舗ごとにデータをグループ化するのに役立ちます。ただし、Vertex AI
の手動分割を使用し、ストア名機能を使用して各セットに 1つのストアを割り当てると、データ
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を代表的なバランスの取れたセットに分割できず、エラーやパフォーマンスの低下が発生する可

能性があります。書く必要があります

*コードを作成し、ml_useラベルまたはデータフィルター式を作成して構成し、セットごとに 1
つのストアを割り当てます。さらに、このオプションでは、各セットのデータがデータセット全体

のデータと同じ分布と特性を持つことが保証されないため、データの一般的なパターンを学習で

きなくなり、モデルに偏りや分散が生じる可能性があります2。
*オプション C: Vertex AI時系列分割を使用し、販売タイムスタンプ機能を時間変数として指定
すると、データを代表的なバランスのとれたセットに分割できず、エラーやパフォーマンスの低

下が発生する可能性があります。時系列分割は、データの順序に基づいてデータをセットに分割

できるデータ分割方法です。時系列に分割すると、データの時間的な依存関係と順序を保持し、

データ漏洩を防ぐことができます。販売タイムスタンプ機能は、販売データが収集された日時を

示す機能です。販売タイムスタンプ機能は、時間の経過に伴うデータの変化と傾向を追跡し、デー

タの季節性と周期性を把握するのに役立ちます。ただし、Vertex AI時系列分割を使用し、販売タ
イムスタンプ機能を時間変数として指定すると、データを代表的なバランスのとれたセットに分

割できず、エラーやパフォーマンスの低下が発生する可能性があります。コードを記述し、時間変

数を作成して構成し、時間変数の順序でデータを分割する必要があります。さらに、このオプショ

ンでは、各セットのデータがデータセット全体のデータと同じ分布と特性を持つことが保証され

ないため、データの一般的なパターンを学習できなくなり、モデルに偏りや分散が生じる可能性

があります3。
* Option D: Using Vertex AI random split, assigning 70% of the rows to the training set, 10% to
the validation set, and 20% to the test set would not allow you to use the default data splitmethod
that is provided by Vertex AI, and could increase the complexity and cost of the data split
process. A random split is a data split method that allows you to split your data into sets by using
a random sampling method, and assign a custom percentage of the data to each set. A random
split can help you split your data into representative and balanced sets, and avoid data leakage.
However, using Vertex AI random split, assigning 70% of the rows to the training set, 10% to the
validation set, and 20% to the test set would not allow you to use the default data split method
that is provided by Vertex AI, and could increase the complexity and cost of the data split
process. You would need to write code, create and configure the random split method, and assign
the custom percentages to each set. Moreover, this option would not use the default data split
method that is provided by Vertex AI, which can simplify the data split process, and works well in
most cases1.
References:
* About data splits for AutoML models | Vertex AI | Google Cloud
* Manual split for unstructured data
* Mathematical split

最新問題: 80
Google Cloudでディープニューラルネットワークモデルをトレーニングしました。モデルはト
レーニングデータでは損失が少ないですが、検証データではパフォーマンスが悪くなります。モ



デルには過学習に対する耐性を持たせる必要があります。モデルを再トレーニングするときにど

の戦略を使用する必要がありますか?
A. Alプラットフォームでハイパーパラメータ調整ジョブを実行して、L2正則化パラメータとド
ロップアウトパラメータを最適化します。

B. Alプラットフォームでハイパーパラメータ調整ジョブを実行して学習率を最適化し、ニューロ
ンの数を 2倍に増やします。
C. 12の正則化パラメータ 0.4を適用し、学習率を 10分の 1に下げます。
D.ドロップアウトパラメータ 0 2を適用し、学習率を 10分の 1に減少させます。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 81
モバイルネットワーク事業者は、Amazon Athenaと Amazon S3を使用して企業の業務を分析お
よび最適化するための分析プラットフォームを構築しています。

ソースシステムは、データを .CSV形式でリアルタイムに送信します。データエンジニアリング
チームは、データを Amazon S3に保存する前に Apache Parquet形式に変換したいと考えていま
す。

実装に最も労力がかからないソリューションはどれですか?
A. Amazon EC2インスタンスで Apache Kafka Streamsを使用して .CSVデータを取り込
み、Kafka Connect S3を使用してデータを Parquetとしてシリアル化します。
B. Amazon Kinesis Data Streamsから .CSVデータを取り込み、Amazon Glueを使用してデータ
を Parquetに変換します。
C. Amazon EMRクラスターで Apache Spark Structured Streamingを使用して .CSVデータを取
り込み、Apache Sparkを使用してデータを Parquetに変換します。
D. Amazon Kinesis Data Streamsから .CSVデータを取り込み、Amazon Kinesis Data Firehose
を使用してデータを Parquetに変換します。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明/参照:

最新問題: 82
セキュリティに敏感な企業の機械学習スペシャリストは、モデルトレーニング用のデータセット

を準備しています。データセットは Amazon S3に保存され、個人を特定できる情報 (PII)が含ま
れています。

データセット:
* VPCからのみアクセスできる必要があります。
*公共のインターネットを通過してはなりません。
これらの要件はどのように満たされるのでしょうか?
A. VPCエンドポイントを作成し、指定された VPCエンドポイントと VPCへのアクセスを制限
するバケットアクセスポリシーを適用します。
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B. VPCエンドポイントを作成し、指定された VPCエンドポイントと Amazon EC2インスタン
スからのアクセスを許可するバケットアクセスポリシーを適用します。

C. VPCエンドポイントを作成し、ネットワークアクセスコントロールリスト (NACL)を使用し
て、指定された VPCエンドポイントと Amazon EC2インスタンスの間のトラフィックのみを許
可します。

D. VPCエンドポイントを作成し、セキュリティグループを使用して、指定された VPCエンドポ
イントと Amazon EC2インスタンスへのアクセスを制限します。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明/参照: https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/dev/example-bucket-policies-vpc-
endpoint.html

最新問題: 83
あなたは、TensorFlowフレームワークを使用して最先端の深層学習モデルを構築するチームで働
いています。チームは毎週複数の ML実験を実行しているため、実験の実行を追跡することが困難
になっています。オーバーヘッドコードを最小限に抑えながら、Google Cloud上で実行される
ML実験を効果的に追跡、可視化、デバッグするためのシンプルなアプローチが必要です。どのよ
うに進めるべきでしょうか?
A.指標ファイルを BigQueryテーブルに書き込んで保存するように Cloud Functionを設定しま
す。可視化のために TensorBoardをローカルでホストするように Google Cloud VMを構成しま
す。

B. Vertex Al Workbenchノートブックインスタンスをセットアップします。インスタンスを使用
して指標データを Cloud Storageバケットに保存し、可視化のために TensorBoardをローカルに
ホストします。

C.メトリクスファイルを Cloud Storageバケットに書き込んで保存するための Cloud Function
を設定します。可視化のために TensorBoardをローカルでホストするように Google Cloud VM
を構成します。

D.メトリクスとパラメーターを追跡するために Vertex Al Experimentsをセットアップします。
視覚化のために Vertex Al TensorBoardを構成します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 84
You need to design a customized deep neural network in Keras that will predict customer
purchases based on their purchase history. You want to explore model performance using
multiple model architectures, store training data, and be able to compare the evaluation metrics in
the same dashboard. What should you do?
A. Create multiple models using AutoML Tables
B. Create an experiment in Kubeflow Pipelines to organize multiple runs
C. Automate multiple training runs using Cloud Composer
D. Run multiple training jobs on Al Platform with similar job names
Answer: D (メーッセージを残す)
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最新問題: 85
あなたは銀行で働いています。ローン申請の決定をサポートする信用リスクモデルを開発する必

要がある TensorFlowのニューラルネットワークを使用してモデルを実装することを決定する
規制要件により、その機能に基づいてモデルの予測を説明できる必要があるモデルがデプロイさ

れるときまた、モデルのパフォーマンスを時間の経過とともに監視したいと考えています。モデ

ルの開発とデプロイメントの両方に Vertex Alを使用することにしました。どうすればよいです
か?
A.サンプリングされた Shapley法で Vertex Explainable Alを使用し、Vertex Alモデルモニタリ
ングを有効にしてフィーチャ分布のドリフトをチェックします。

B.サンプリングされた Shapley法で Vertex Explainable Alを使用し、Vertex Alモデルモニタリ
ングを有効にしてフィーチャ分布のスキューをチェックします。

C. XRAIメソッドで Vertex Explainable Alを使用し、Vertex Alモデルモニタリングを有効にして
フィーチャ分布のドリフトをチェックします。

D. XRAIメソッドで Vertex Explainable Alを使用し、Vertex Alモデルモニタリングを有効にして
フィーチャ分布のスキューをチェックします。

Answer: (解答を表示する)
規制要件を満たし、長期にわたって監視できる信用リスクモデルを開発するには、次の手順に従

う必要があります。

*サンプリングされた Shapleyメソッドで Vertex Explainable AIを使用します。Vertex
Explainable AIは、機械学習モデルの特徴属性を提供するサービスであり、各特徴が予測にどのよ
うに寄与するかを理解するのに役立ちます1。サンプリングされた Shapley法は、すべての可能な
特徴サブセットにわたる予測に対する各特徴の限界寄与に基づいて、各特徴の Shapley値を推定
する技術です2。サンプリングされた Shapley法は、特徴の非線形効果や相互作用効果を捉えるこ
とができるため、ニューラルネットワークやその他の複雑なモデルに適しています3。
* Vertex AIモデルモニタリングを有効にして、機能分布のドリフトをチェックします。Vertex AI
Model Monitoringは、デプロイされたモデルのパフォーマンスと品質を長期にわたって追跡およ
び管理するのに役立つサービスです4。フィーチャ分布ドリフトは、入力フィーチャの分布がト
レーニングデータから大幅に変化するときに発生するデータドリフトの一種で、モデルの精度と

信頼性に影響を与える可能性があります。特徴量分布のドリフトをチェックすることで、モデル

の再トレーニングや新しいデータによる更新が必要な時期を検出できます。

参考文献:
※1：Vertex Explainable AI入門 |頂点 AI |グーグルクラウド
※2：シャプリー値 - Wikipedia
※3：Explainable AI：ディープラーニングを解釈・説明・可視化するAI

*4: Vertex AIモデルモニタリングの概要 |頂点 AI |グーグルクラウド
* [5]:データドリフトについてモデルを監視する |頂点 AI |グーグルクラウド

最新問題: 86
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scikit-learn分類モデルを実稼働環境にデプロイする必要があります。モデルはリクエストを処理
できる必要があります

24時間年中無休で、午前 8時から午後 7時までの間、運用アプリケーションに対して 1秒あたり
数百万件のリクエストが発生すると予想されます。導入コストを最小限に抑える必要がありま

す。どうすればよいでしょうか?
A.オンライン Vertex Al予測エンドポイントをデプロイします。最大レプリカ数を 1に設定しま
す。

B.オンライン Vertex Al予測エンドポイントをデプロイします。最大レプリカ数を 100に設定し
ます。

C.レプリカごとに 1つの GPUを備えたオンライン Vertex Al予測エンドポイントをデプロイし
ます。最大レプリカ数を次のように設定します。

1.
D.レプリカごとに 1つの GPUを備えたオンライン Vertex Al予測エンドポイントをデプロイし
ます。最大レプリカ数を次のように設定します。

100。
Answer: B (メーッセージを残す)
scikit-learn分類モデルを本番環境にデプロイするための最良のオプションは、オンラインの
Vertex AI予測エンドポイントをデプロイし、最大レプリカ数を 100に設定することです。このオ
プションにより、Google Cloudのパワーとスケーラビリティを活用して 24時間年中無休でリク
エストを処理できます。毎秒数百万のリクエストを処理します。Vertex AIは、Google Cloud上で
機械学習ソリューションを構築およびデプロイするための統合プラットフォームです。Vertex AI
は、トレーニングされた scikit-learnモデルをオンライン予測エンドポイントにデプロイでき、
個々のインスタンスに対して低レイテンシの予測を提供できます。オンライン予測エンドポイン

トは、仮想マシン上で実行されるモデルのコピーである 1つ以上のレプリカで構成されます。最
大レプリカ数は、エンドポイントに対して作成できるレプリカの最大数を決定するパラメータで

す。最大レプリカ数を 100に設定すると、トラフィックが増加するとエンドポイントが 100レプ
リカにスケールアップし、トラフィックが減少するとゼロレプリカにスケールダウンできるよう

になります。これにより、使用したリソースに対してのみ料金が発生するため、導入コストを最小

限に抑えることができます。さらに、自動スケーリングアルゴリズムオプションを使用して、レ

イテンシと使用率のメトリクスに基づいてエンドポイントのスケーリング動作を最適化できます

1。
他のオプションは、次の理由により、オプション Bほど優れていません。
*オプション A:オンラインの Vertex AI予測エンドポイントをデプロイし、最大レプリカ数を 1
に設定しても、年中無休でリクエストに対応し、1秒あたり数百万件のリクエストを処理すること
はできません。最大レプリカ数を 1に設定すると、エンドポイントが 1つのレプリカのみに制限
されるため、トラフィックが増加するとパフォーマンスの問題やサービスの中断が発生する可能

性があります。さらに、最大レプリカ数を 1に設定すると、トラフィックが減少したときにエンド
ポイントがゼロレプリカにスケールダウンすることがなくなり、使用しないリソースに対して料

金を支払うことになり、導入コストが増加する可能性があります1。
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*オプション C:レプリカごとに 1つの GPUを備えたオンライン Vertex AI予測エンドポイント
をデプロイし、最大レプリカ数を 1に設定すると、24時間年中無休でリクエストを処理し、1秒
あたり数百万のリクエストを処理することができず、デプロイのコストが増加します。各レプリ

カに GPUを追加すると、エンドポイントの計算能力が向上しますが、GPUは CPUよりも高価で
あるため、導入コストも増加します。さらに、最大レプリカ数を 1に設定すると、エンドポイント
が 1つのレプリカのみに制限されるため、トラフィックが増加するとパフォーマンスの問題や
サービスの中断が発生し、トラフィックが減少するとエンドポイントがゼロレプリカにスケール

ダウンできなくなる可能性があります1。さらに、scikit-learnは GPUアクセラレーション用に最
適化されていないため、scikit-learnモデルは GPUの恩恵を受けません2。
*オプション D:レプリカごとに 1つの GPUを備えたオンライン Vertex AI予測エンドポイント
をデプロイし、最大レプリカ数を 100に設定すると、年中無休でリクエストを処理し、レプリカご
とに数百万のリクエストを処理できます。

* 2番目ですが、導入コストが増加します。各レプリカに GPUを追加すると、エンドポイントの計
算能力が向上しますが、GPUは CPUよりも高価であるため、導入コストも増加します。最大レプ
リカ数を 100に設定すると、エンドポイントはトラフィックが増加すると 100個のレプリカにス
ケールアップし、トラフィックが減少するとゼロレプリカにスケールダウンできるため、展開コ

ストを最小限に抑えることができます。ただし、scikit-learnは GPUアクセラレーション用に最適
化されていないため、scikit-learnモデルは GPUの恩恵を受けません2。したがって、scikit-learn
モデルに GPUを使用することは不必要で無駄になります。
参考文献:
* Google Cloud認定資格の準備:機械学習エンジニア、コース 3:本番環境 MLシステム、第 2週:
ML予測の提供
* Google Cloud Professional Machine Learning Engineer試験ガイド、セクション 3:本番環境で
の MLモデルのスケーリング、3.1本番環境への MLモデルのデプロイ
*公式 Google Cloud Certified Professional Machine Learning Engineer学習ガイド、第 6章:
実稼働 MLシステム、セクション 6.2: ML予測の提供
*オンライン予測
*オンライン予測のスケーリング
* scikit-learn FAQ

最新問題: 87
You have developed an application that uses a chain of multiple scikit-learn models to predict the
optimal price for your company's products. The workflow logic is shown in the diagram Members
of your team use the individual models in other solution workflows. You want to deploy this
workflow while ensuring version control for each individual model and the overall workflow Your
application needs to be able to scale down to zero. You want to minimize the compute resource
utilization and the manual effort required to manage this solution. What should you do?
A. Expose each individual model as an endpoint in Vertex Al Endpoints. Create a custom
container endpoint to orchestrate the workflow.



B. Create a custom container endpoint for the workflow that loads each models individual files
Track the versions of each individual model in BigQuery.
C. Expose each individual model as an endpoint in Vertex Al Endpoints. Use Cloud Run to
orchestrate the workflow.
D. Load each model's individual files into Cloud Run Use Cloud Run to orchestrate the workflow
Track the versions of each individual model in BigQuery.
Answer: C (メーッセージを残す)
The option C is the most efficient and scalable solution for deploying a machine learning workflow
with multiple models while ensuring version control and minimizing compute resource utilization.
By exposing each model as an endpoint in Vertex AI Endpoints, it allows for easy versioning and
management of individual models. Using Cloud Run to orchestrate the workflow ensures that the
application can scale down to zero, thus minimizing resource utilization when not in use. Cloud
Run is a service that allows you to run stateless containers on a fully managed environment or on
Google Kubernetes Engine. You can use Cloud Run to invoke the endpoints of each model in the
workflow and pass the data between them. You can also use Cloud Run to handle the input and
output of the workflow and provide an HTTP interface for the application.
References:
* Vertex AI Endpoints documentation
* Cloud Run documentation
* Preparing for Google Cloud Certification: Machine Learning Engineer Professional Certificate

最新問題: 88
Your data science team has requested a system that supports scheduled model retraining,
Docker containers, and a service that supports autoscaling and monitoring for online prediction
requests. Which platform components should you choose for this system?
A. Vertex AI Pipelines and App Engine
B. Vertex AI Pipelines, Vertex AI Prediction, and Vertex AI Model Monitoring
C. Cloud Composer, BigQuery ML, and Vertex AI Prediction
D. Cloud Composer, Vertex AI Training with custom containers, and App Engine
Answer: B (メーッセージを残す)
* Option A is incorrect because Vertex AI Pipelines and App Engine do not meet all the
requirements of the system. Vertex AI Pipelines is a service that allows you to create, run,
andmanage ML workflows using TensorFlow Extended (TFX) components or custom
components1. App Engine is a service that allows you to build and deploy scalable web
applications using standard or flexible environments2. However, App Engine does not support
Docker containers in the standard environment, and does not provide a dedicated service for
online prediction and monitoring of ML models3.
* Option B is correct because Vertex AI Pipelines, Vertex AI Prediction, and Vertex AI Model
Monitoring meet all the requirements of the system. Vertex AI Prediction is a service that allows
you to deploy and serve ML models for online or batch prediction, with support for autoscaling
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and custom containers4. Vertex AI Model Monitoring is a service that allows you to monitor the
performance and fairness of your deployed models, and get alerts for any issues or anomalies5.
* Option C is incorrect because Cloud Composer, BigQuery ML, and Vertex AI Prediction do not
meet all the requirements of the system. Cloud Composer is a service that allows you to create,
schedule, and
* manage workflows using Apache Airflow. BigQuery ML is a service that allows you to create and
use ML models within BigQuery using SQL queries. However, BigQuery ML does not support
custom containers, and Vertex AI Prediction does not support scheduled model retraining or
model monitoring.
* Option D is incorrect because Cloud Composer, Vertex AI Training with custom containers, and
App Engine do not meet all the requirements of the system. Vertex AI Training is a service that
allows you to train ML models using built-in algorithms or custom containers. However, Vertex AI
Training does not support online prediction or model monitoring, and App Engine does not
support Docker containers in the standard environment or online prediction and monitoring of ML
models3.
References:
* Vertex AI Pipelines overview
* App Engine overview
* Choosing an App Engine environment
* Vertex AI Prediction overview
* Vertex AI Model Monitoring overview
* [Cloud Composer overview]
* [BigQuery ML overview]
* [BigQuery ML limitations]
* [Vertex AI Training overview]

最新問題: 89
Kerasと TensorFlowを使用して不正検出モデルを開発しています。顧客のトランザクションの
記録は BigQueryの大きなテーブルに保存されます。これらのレコードをモデルのトレーニング
に使用する前に、コスト効率が高く効率的な方法で前処理する必要があります。トレーニングさ

れたモデルは、BigQueryでバッチ推論を実行するために使用されます。前処理ワークフローはど
のように実装すればよいでしょうか?
A. Apache Sparkを使用して前処理パイプラインを実装し、Dataprocでパイプラインを実行しま
す。前処理されたデータを CSVファイルとして Cloud Storageバケットに保存します。
B. SQLを使用して BigQueryで前処理を実行します。TensorFlowの BigQueryClientを使用し
て、BigQueryからデータを直接読み取ります。
C. Apache Beamを使用して前処理パイプラインを実装し、Dataflowでパイプラインを実行しま
す。前処理されたデータを CSVファイルとして Cloud Storageバケットに保存します。
D.データを pandas DataFrameにロードします。pandaの変換を使用して前処理ステップを実装
します。DataFrame上でモデルを直接トレーニングします。



Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 90
あなたは、オンラインフォーラムを管理するペットフード会社で働いています。顧客は自分の

ペットの写真をフォーラムにアップロードして、他の人と共有します。毎日約 20枚の写真がアッ
プロードされます。アップロードされた各写真に動物が含まれているかどうかを、ほぼリアルタ

イムで自動的に検出したいと考えています。時間を優先し、アプリケーションの開発と展開のコ

ストを最小限に抑えるにはどうすればよいでしょうか?
A.ユーザーが送信した画像を Cloud Vision APIに送信します。オブジェクトローカリゼーショ
ンを使用して画像内のすべてのオブジェクトを識別し、結果を動物のリストと比較します。

B. TensorFlow Hubからオブジェクト検出モデルをダウンロードします。モデルを Vertex Alエン
ドポイントにデプロイします。

ユーザーが送信した新しい画像をモデルエンドポイントに送信して、各写真に動物が写っている

かどうかを分類します。

C.動物の周囲の境界ボックスを使用して、以前に送信された画像に手動でラベルを付けます。
Vertex Alを使用して AutoMLオブジェクト検出モデルを構築します。モデルを Vertex Alエンド
ポイントにデプロイします。新しいユーザーが送信した画像をモデルエンドポイントに送信し

て、各写真が正しいかどうかを検出します。動物を飼っています。

D.以前に送信された画像に動物がいるかどうかを手動でラベル付けします。Vertex Alで画像
データセットを作成します。Vertex AutoMLを使用して分類モデルをトレーニングし、2つのク
ラスを区別します。モデルを Vertex Alエンドポイントにデプロイします。新しいユーザーが送
信した画像を送信します。モデルのエンドポイントに送信して、各写真に動物が写っているかどう

かを分類します。

Answer: A (メーッセージを残す)
Cloud Vision APIは、事前トレーニングされた機械学習モデルを使用して画像を分析できるサー
ビスです1。Cloud Vision APIを使用すると、顔検出、テキスト抽出、ロゴ認識、オブジェクトの位
置特定などのさまざまなタスクを実行できます1。オブジェクトの位置特定は、画像内の複数のオ
ブジェクトを検出し、それらの周囲に境界ボックスを描画できる機能です2。検出された各オブ
ジェクトのラベルと信頼スコアを取得することもできます2。
ユーザーが送信した画像を Cloud Vision APIに送信すると、オブジェクトの位置特定を使用して
画像内のすべてのオブジェクトを識別し、結果を動物のリストと比較できま

す。AnnotateImageRequestで OBJECT_LOCALIZATION機能タイプを使用して、オブジェクト
のローカリゼーションをリクエストできます3。
その後、AnnotateImageResponseの localizedObjectAnnotationsフィールドを使用して、検出さ
れたオブジェクト、そのラベル、および信頼スコアのリストを取得できます。ラベルを犬、猫、鳥な

どの動物の事前定義されたリストと比較し、画像に動物が含まれているかどうかを判断できま

す。

このオプションは、手動のラベル付け、モデルのトレーニング、またはモデルの展開を必要とせず

に、アップロードされた各写真に動物が写っているかどうかを自動的かつほぼリアルタイムで検
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出できるため、シナリオに最適です。また、機械学習の専門知識やインフラストラクチャを必要と

せずに、すぐに使えるサービスとして Cloud Vision APIを使用できるため、アプリケーションの
開発とデプロイメントにかかる時間を優先し、コストを最小限に抑えることができます。

他のオプションは、手動のラベル付け、モデルのトレーニング、またはモデルのデプロイメントを

必要とするため、アプリケーションの開発とデプロイメントの時間とコストが増加するか、より

複雑でオブジェクト検出モデルを使用するため、シナリオには適していません。オブジェクト位

置特定モデルよりも計算コストが高く、画像に動物がいるかどうかを検出するという単純なタス

クには必要ありません。

参考文献:
*クラウドビジョン API |グーグルクラウド
*オブジェクトのローカリゼーション |クラウドビジョンAPI |グーグルクラウド
* AnnotateImageRequest |クラウドビジョンAPI |グーグルクラウド
* [AnnotateImageResponse |クラウドビジョンAPI |グーグルクラウド】

最新問題: 91
あなたはモバイルゲーム会社の MLエンジニアです。あなたのチームのデータサイエンティスト
が最近 TensorFlowモデルをトレーニングしました。あなたはこのモデルをモバイルアプリケー
ションにデプロイする責任があります。現在のモデルの推論レイテンシが運用要件を満たしてい

ないことがわかりました。推論時間を 50%削減する必要があり、レイテンシー要件を達成するた
めにモデル精度の多少の低下は許容します。新しいモデルをトレーニングしない場合、レイテン

シを短縮するためにどのモデル最適化手法を最初に試すべきでしょうか?
A.重みの枝刈り
B.ダイナミックレンジ量子化
C.モデル蒸留
D.次元削減
Answer: B (メーッセージを残す)
ダイナミックレンジ量子化は、モデルの重みとアクティベーションの数値精度を低下させるレイ

テンシーを削減するためのモデル最適化手法です。この手法により、モデルのサイズ、メモリ使用

量、推論時間を最大 4分の 1に削減でき、精度の損失も無視できます。ダイナミックレンジ量子
化は、再トレーニングせずにトレーニング済みの TensorFlowモデルに適用でき、低遅延と低消費
電力を必要とするモバイルアプリケーションに適しています。

重み枝刈り、モデルの蒸留、次元削減もレイテンシを短縮するためのモデル最適化手法ですが、ダ

イナミックレンジ量子化と比較していくつかの制限や欠点があります。

*重み枝刈りは、予測にわずかな影響しか及ぼさないモデル内のパラメーターを削除することに
よって機能します。プルーニングされたモデルはディスク上のサイズが同じで、実行時の待ち時

間も同じですが、より効果的に圧縮できます。このため、プルーニングはモデルのダウンロードサ

イズを削減するための有用な手法になりますが、推論時間を短縮するための手法ではありませ

ん。
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*モデルの蒸留は、より小さく単純なモデル (生徒)をトレーニングして、より大きく複雑なモデル
(教師)の動作を模倣することによって機能します。蒸留されたモデルは、元のモデルよりも遅延と
メモリ使用量が少なくなりますが、再トレーニングが必要であり、教師モデルの精度が維持され

ない可能性があります。

*次元削減は、入力データまたはモデルレイヤー内のフィーチャまたは次元の数を減らすことに
よって機能します。次元削減によりモデルの計算効率と汎化能力が向上しますが、一部の情報が

失われたり、データやモデルにノイズが発生したりする可能性もあります。

次元削減には、モデルアーキテクチャの再トレーニングまたは変更も必要です。

参考文献:
* [TensorFlowモデルの最適化]
* [TensorFlowモデル最適化ツールキット -トレーニング後の整数量子化]
* [レイテンシーを削減し、新しいデータに適応するためのモデル最適化方法]

有効な Professional-Machine-Learning-Engineer問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Professional-Machine-Learning-Engineer試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com Professional-Machine-Learning-Engineer問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Google/Professional-Machine-Learning-Engineer-mondaishu.html

(29030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 92
チームは、画像に運転免許証、パスポート、クレジットカードが含まれているかどうかを予測する

モデルを構築する必要があります。データエンジニアリングチームはすでにパイプラインを構築

し、運転免許証の画像 10,000枚、パスポートの画像 1,000枚、クレジットカードの画像 1,000枚
で構成されるデータセットを生成しました。次に、ラベルマップ ['driversjicense', 'passport',
'credit_card']を使用してモデルをトレーニングする必要があります。どの損失関数を使用する必
要がありますか?
A.カテゴリカルヒンジ
B.バイナリクロスエントロピー
C.カテゴリカルクロスエントロピー
D.スパースのカテゴリカルクロスエントロピー
Answer: C (メーッセージを残す)
カテゴリカルクロスエントロピーは、ターゲット変数が 3つ以上の可能な値を持つ、マルチクラ
ス分類問題に適した損失関数です。カテゴリカルクロスエントロピーは、ターゲットクラスの真

の確率分布とモデルの予測確率分布の間の差異を測定します。それは次のように定義されます。

L = - sum(y_i * log(p_i))
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ここで、y_iはクラス iの真の確率、p_iはクラス iの予測確率です。カテゴリカルクロスエントロ
ピーは、不正確な予測を行うモデルにペナルティを与え、モデルが正しいクラスに高い確率を割

り当て、不正確なクラスに低い確率を割り当てるように促します。

画像に運転免許証、パスポート、またはクレジットカードが含まれているかどうかを予測するモ

デルを構築するユースケースでは、カテゴリカルクロスエントロピーが使用する適切な損失関数

です。これは、問題がマルチクラス分類問題であり、ターゲット変数に 3つの可能な値があるため
です: ['drivers_license',
'パスポート'、'クレジットカード']。ラベルマップは、クラス名をクラスインデックスにマップす
るリストです。次のようになります。

「drivers_license」はインデックス 0に対応し、「passport」はインデックス 1に対応し、

「credit_card」はインデックス 2に対応します。モデルは各画像の 3つのクラスにわたる確率分布

を出力する必要があり、カテゴリカルクロスエントロピー損失関数は比較する必要があります。

真のラベルを含む出力。したがって、カテゴリカルクロスエントロピーは、この使用例に最適な損

失関数です。

最新問題: 93
機械学習スペシャリストは、幅広い経済要因に基づいて将来の雇用率を予測するモデルを構築し

ています。データを調査しているときに、スペシャリストは入力特徴の大きさが大きく異なるこ

とに気づきました。スペシャリストは、より大きな大きさの変数がモデルを支配することを望ん

でいません。

モデルトレーニング用のデータを準備するためにスペシャリストは何をすべきでしょうか?
A.分位値ビニングを適用してデータをカテゴリビンにグループ化し、大きさを分布に置き換える
ことでデータ内の関係を維持します。

B.デカルト積変換を適用して、大きさに依存しないフィールドの新しい組み合わせを作成しま
す。

C.正規化を適用して、各フィールドの平均が 0、分散が 1になるようにして、有意な大きさを削除
します。

D.直交スパースバイグラム (OSB)変換を適用して固定サイズのスライディングウィンドウを適
用し、同様の大きさの新しい特徴を生成します。

Answer: C (メーッセージを残す)
説明/参照: https://docs.aws.amazon.com/machine-learning/latest/dg/data-transformations-
reference.html

最新問題: 94
あなたは、全員が Al Platformを使用する 50名を超えるデータサイエンティストからなる成長し
つつあるチームで働いています。あなたは、ジョブ、モデル、バージョンをクリーンかつスケーラ

ブルな方法で整理するための戦略を設計しています。どの戦略を選択する必要がありますか?
A. Alプラットフォームノートブックに制限的な I AM権限を設定して、単一のユーザーまたはグ
ループのみが特定のインスタンスにアクセスできるようにします。
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B.各データサイエンティストの作業を別のプロジェクトに分離して、各データサイエンティス
トが作成したジョブ、モデル、バージョンにそのユーザーのみがアクセスできるようにします。

C.ラベルを使用して、リソースを説明的なカテゴリに整理します。作成された各リソースにラベ
ルを適用すると、ユーザーはリソースを表示または監視するときにラベルで結果をフィルタリン

グできます。

D. Al Platformリソースの使用状況に関する情報を取得するために適切にフィルタリングされた
Cloud Loggingログ用の BigQueryシンクを設定します。BigQueryで、ユーザーを使用しているリ
ソースにマッピングする SQLビューを作成します。
Answer: (解答を表示する)
ラベルは、ジョブ、モデル、バージョン、エンドポイントなどの AI Platformリソースに添付できる
キーと値のペアです1。ラベルは、リソースをプロジェクト、チーム、環境、目的などのわかりやす
いカテゴリに整理するのに役立ちます。ラベルを使用すると、リソースを一覧表示または監視す

るときに結果をフィルタリングしたり、請求やクォータの目的でリソースをグループ化したりす

ることができます2。ラベルを使用すると、不必要な複雑さやオーバーヘッドを生じさせることな
く AI Platformリソースを管理できるシンプルでスケーラブルな方法です。したがって、ラベルを
使用してリソースを整理することが、この使用例にとって最良の戦略です。

参考文献:
*ラベルの使用
*ラベルによるフィルタリングとグループ化

最新問題: 95
あなたは、複数のデータサイエンスワークロードを扱うスタートアップ企業で働いています。現

在、コンピューティングインフラストラクチャはオンプレミスにあります。データサイエンス

ワークロードは PySparkにネイティブですチームはデータサイエンスワークロードを Google
Cloudに移行することを計画しています 1つのデータサイエンスジョブを Google Cloudに移行
するための概念実証を構築する必要があります最小限のコストと必要な移行プロセスを提案し

たい努力。まず何をすべきでしょうか?
A.基本的なノードプール構成を使用して Google Kubemetes Engineクラスターを作成し、Java
Scalaとそれに依存する Apache Sparkをインストールします。
B.インスタンスタイプ n2-standard-4で Vertex Al Workbenchノートブックを作成します。
C. n2-standard-4 VMインスタンスを作成し、それに Java、Scala、および Apache Sparkの依存関
係をインストールします。

D.標準 (マスター 1つ、ワーカー 3つ) Dataprocクラスタを作成し、その上で Vertex Al
Workbenchノートブックインスタンスを実行します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 96
最近、新しい Google Cloudプロジェクトを作成しました。Cloud Shellから Vertex Al Pipeline
ジョブを送信できることをテストした後、Vertex Al Workbenchのユーザー管理のノートブック
インスタンスを使用して、そのインスタンスからコードを実行したいと考えています。インスタ
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ンスを作成して実行しました。コードを記述しましたが、今回は権限が不十分なエラーでジョブ

が失敗します。あなたは何をするべきか？

A.作成したWorkbenchインスタンスが、使用する Vertex Al Pipelinesリソースの同じリージョ
ンにあることを確認してください。

B. Vertex Al Workbenchインスタンスが、使用する Vertex Al Pipelineリソースの同じサブネット
ワーク上にあることを確認します。

C. Vertex Al Workbenchインスタンスに Identity and Access Management (1AM) Vertex Al User
roteが割り当てられていることを確認します。
D. Vertex Al Workbenchインスタンスに Identity and Access Management (1AM) Notebooks
Runnerロールが割り当てられていることを確認します。
Answer: C (メーッセージを残す)
Vertex AI Workbenchは、Google Cloud上で Jupyterノートブックを作成して実行できる統合開
発環境 (IDE)です。Vertex AI Pipelinesは、Vertex AIコンポーネントを使用して機械学習ワーク
フローを作成および管理できるサービスです。Vertex AI Workbenchインスタンスから Vertex AI
Pipelineジョブを送信するには、Vertex AIリソースにアクセスするための適切な権限が必要で
す。Identity and Access Management (IAM) Vertex AIユーザーロールは、モデル、エンドポイン
ト、パイプラインの作成やデプロイなど、Vertex AIサービスを使用するために必要な最小限の権
限を付与する事前定義されたロールです。Vertex AIユーザーロールを Vertex AI Workbenchイ
ンスタンスに割り当てることで、インスタンスに Vertex AI Pipelineジョブを送信するための十分
な権限があることを確認できます。Cloud Console、gcloudコマンドラインツール、または Cloud
IAM APIを使用して、インスタンスにロールを割り当てることができます。参考資料:答え
は、Google Cloudの公式ドキュメントと、Vertex AI Workbench、Vertex AI Pipelines、IAMに関連
するリソースから確認できます。

* Vertex AIワークベンチ |グーグルクラウド
* Vertex AIパイプライン |グーグルクラウド
* Vertex AIの役割 |グーグルクラウド
*リソースへのアクセス権の付与、変更、取り消し |グーグルクラウド

最新問題: 97
データサイエンスチームは、さまざまな機能、モデルアーキテクチャ、ハイパーパラメーターを

迅速に実験する必要があります。さまざまな実験の精度メトリクスを追跡し、APIを使用して時間
の経過とともにメトリクスをクエリする必要があります。手作業を最小限に抑えながら実験を追

跡し、報告するには何を使用すればよいでしょうか?
A. Kubeflow Pipelinesを使用して実験を実行します。メトリクスファイルをエクスポート
し、Kubeflow Pipelines APIを使用して結果をクエリします。
B. Al Platform Trainingを使用して実験を実行します。精度指標を BigQueryに書き込
み、BigQueryAPIを使用して結果をクエリします。
C. Al Platform Trainingを使用して実験を実行します。精度指標を Cloud Monitoringに書き込
み、Monitoring APIを使用して結果をクエリします。
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D. Al Platform Notebooksを使用して実験を実行します。結果を共有 Googleスプレッドシート
ファイルに収集し、Google Sheets APIを使用して結果をクエリします
Answer: C (メーッセージを残す)
AI Platform Trainingは、さまざまな機能、モデルアーキテクチャ、ハイパーパラメータを使用し
て、Google Cloud上で機械学習の実験を実行できるサービスです。AI Platform Trainingを使用す
ると、実験をスケールアップし、分散トレーニングを活用し、GPUや TPUなどの特殊なハード
ウェアにアクセスできます1。
Cloud Monitoringは、Google Cloud、AWS、その他のソースからメトリクス、ログ、トレースを収
集して分析するサービスです。Cloud Monitoringを使用すると、データに基づいてダッシュボー
ド、アラート、レポートを作成できます2。モニタリング APIは、プログラムでモニタリングデー
タにアクセスして操作できるようにするインターフェイスです3。
AI Platform Trainingと Cloud Monitoringを使用すると、手作業を最小限に抑えながら実験を追跡
してレポートできます。AI Platform Training Pythonパッケージ 4を使用して、実験の精度指標を
Cloud Monitoringに書き込むことができます。その後、Monitoring APIを使用して結果をクエリ
し、さまざまな実験のパフォーマンスを比較できます。Cloud Consoleで指標を視覚化したり、カ
スタムダッシュボードやアラートを作成したりすることもできます5。したがって、AI Platform
Trainingと Cloud Monitoringを使用することが、このユースケースには最適なオプションです。
参考文献:
* AIプラットフォームトレーニングのドキュメント
*クラウドモニタリングのドキュメント
*モニタリング APIの概要
* AI Platformトレーニングでの Cloud Monitoringの使用
*評価指標の表示

最新問題: 98
You are developing a model to predict whether a failure will occur in a critical machine part. You
have a dataset consisting of a multivariate time series and labels indicating whether the machine
part failed You recently started experimenting with a few different preprocessing and modeling
approaches in a Vertex Al Workbench notebook. You want to log data and track artifacts from
each run. How should you set up your experiments?
A.
B.
C.
D.
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 99
あなたは、需要が大幅に増加している玩具メーカーで働いています。品質管理検査官が製品の欠

陥をチェックするのに費やす時間を短縮するには、MLモデルを構築する必要があります。より迅
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速な欠陥検出が優先事項です。工場には信頼できるWi-Fiがありません。あなたの会社は、新しい
MLモデルをできるだけ早く実装したいと考えています。どのモデルを使用するべきですか?
A. AutoML Vision Edgeモバイル高精度-1モデル
B. AutoML Visionモデル
C. AutoML Vision Edge mobile-low-latency-1モデル
D. AutoML Vision Edge mobile-versatile-1モデル
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 100
機械学習スペシャリストは、Amazon SageMakerにカスタムアルゴリズムを導入したいと考えて
います。スペシャリストは、Amazon SageMakerによってサポートされる Dockerコンテナにア
ルゴリズムを実装します。

Amazon SageMakerがトレーニングを正しく起動できるように、スペシャリストは Dockerコン
テナをどのようにパッケージ化する必要がありますか?
A.コンテナ内の bash_profileファイルを変更し、トレーニングプログラムを開始する bashコマ
ンドを追加します。

B.トレーニングプログラムをディレクトリ /opt/ml/trainにコピーします。
C.トレーニングプログラムを ENTRYPOINTという名前のトレインとして構成します
D. Dockerfileの CMD構成を使用して、トレーニングプログラムをイメージの CMDとして追加
します

Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 101
企業の機械学習スペシャリストは、TensorFlowを使用した時系列予測モデルのトレーニング速度
を向上させる必要があります。現在、トレーニングはシングル GPUマシンで実装されており、完
了までに約 23時間かかります。トレーニングは毎日実行する必要があります。
モデルの精度は許容範囲内ですが、同社はトレーニングデータのサイズが継続的に増加し、モデ

ルを毎日ではなく時間ごとに更新する必要があると予想しています。同社はまた、コーディング

の労力とインフラストラクチャの変更を最小限に抑えたいと考えています。

将来の需要に合わせて拡張できるようにするために、機械学習スペシャリストはトレーニングソ

リューションに対して何をすべきでしょうか?
A.組み込みの AWS SageMaker DeepARモデルの使用に切り替えます。ビジネス目標を達成する
ために必要な数のマシンに対してトレーニングを並列化します。

B. TensorFlowコードを変更して、Amazon SageMakerでサポートされる Horovod分散フレーム
ワークを実装します。ビジネス目標を達成するために必要な数のマシンに対してトレーニングを

並列化します。

C. TensorFlowコードを変更しないでください。トレーニングを高速化するには、より強力な
GPUを搭載したマシンに変更します。
D.トレーニングを Amazon EMRに移動し、ビジネス目標を達成するために必要な数のマシンに
ワークロードを分散します。
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Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 102
Google Cloud上で構造化データ用の MLパイプラインを再構築したいと考えています。あなたは
PySparkを使用して大規模なデータ変換を行っていますが、パイプラインの実行に 12時間以上か
かっています。開発とパイプラインの実行時間を短縮するには、サーバーレスツールと SQL構文
を使用する必要があります。生データはすでに Cloud Storageに移動されています。速度と処理の
要件を満たしながら、Google Cloud上にパイプラインを構築するにはどうすればよいでしょう
か?
A. PySparkを SparkSQLクエリに変換してデータを変換し、Dataprocでパイプラインを実行し
てデータを BigQueryに書き込みます。
B. BigQuery Loadを使用してデータを BigQueryに取り込み、PySparkコマンドを BigQuery
SQLクエリに変換してデータを変換し、その変換を新しいテーブルに書き込みます。
C.データを Cloud SQLに取り込み、PySparkコマンドを SQLクエリに変換してデータを変換
し、機械学習に BigQueryのフェデレーションクエリを使用します。
D. Data Fusionの GUIを使用して変換パイプラインを構築し、データを BigQueryに書き込みま
す。

Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 103
あなたは、カスタマーサポートの電子メールを分類するモデルを開発しています。オンプレミス

システム上の小規模なデータセットを使用して TensorFlow Estimatorでモデルを作成しました
が、高いパフォーマンスを確保するには大規模なデータセットを使用してモデルをトレーニング

する必要があります。モデルを Google Cloudに移植し、オンプレミスからクラウドへの移行を容
易にするために、コードのリファクタリングとインフラストラクチャのオーバーヘッドを最小限

に抑えたいと考えています。あなたは何をするべきか？

A.分散トレーニングに Vertex Al Platformを使用する
B.トレーニング用に Dataproc上にクラスタを作成します
C.自動スケーリングを使用してマネージドインスタンスグループを作成する
D. Kubeflow Pipelinesを使用して、Google Kubernetes Engineクラスターでトレーニングしま
す。

Answer: A (メーッセージを残す)
AIプラットフォームには kubeflowパイプラインも含まれています。それを使用するためにイン
フラストラクチャをセットアップする必要はありません。Dの場合は、kubernetesクラスターエ
ンジンをセットアップする必要があります。この質問は、インフラストラクチャのオーバーヘッ

ドを最小限に抑えるよう求めています。

最新問題: 104
あなたは、オンラインマルチプレイヤーゲームを作成するモバイルゲームのスタートアップ企

業で働いています。最近、あなたの会社では、ゲーム内で不正行為を行うプレイヤーが増加し、収
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益の損失とユーザーエクスペリエンスの低下につながっていることが確認されました。ゲーム

セッション終了後にプレーヤーが不正行為をしたかどうかを判断するバイナリ分類モデルを構築

し、不正行為を行ったプレーヤーを禁止するメッセージを他の下流システムに送信しました。モデ

ルはテスト中に良好に動作しました。次に、モデルを次の場所にデプロイする必要があります。さ

らなる収益の損失を避けるために、ゲームセッションの完了後にすぐに分類を提供するソリュー

ションを提供したいと考えています。あなたは何をするべきか？

A.モデルを Vertex Al Model Registryにインポートします。Vertex Batch Predictionサービスを使
用して、バッチ推論ジョブを実行します。

B.モデルファイルを Cloud Storageバケットに保存します。モデルファイルを読み取り、Cloud
Function上でオンライン推論リクエストを行う Cloud Functionを作成します。
C.モデルファイルを VMに保存します。予測リクエストがあるたびにモデルファイルをロード
し、VM上で推論ジョブを実行します。
D.モデルを Vertex Alモデルレジストリにインポートします。モデルをホストする Vertex Alエ
ンドポイントを作成し、オンライン推論リクエストを作成します。

Answer: D (メーッセージを残す)
オンライン推論は、単一または少数の予測リクエストをモデルに送信し、即座に応答を得るプロ

セスです1。オンライン推論は、オンラインゲームでの不正行為の検出など、タイムリーな予測が
必要なシナリオに適しています。オンライン推論では、モデルがエンドポイントにデプロイされ

る必要があります。エンドポイントは、予測リクエストのサービス URLを提供するリソースです
2。
Vertex AI Model Registryは、MLモデルのライフサイクルを管理できる中央リポジトリです3。カ
スタムモデルや AutoMLモデルなど、さまざまなソースからモデルをインポートし、異なるバー
ジョンやエイリアスに割り当てることができます3。オンライン予測用のサービス URLを提供す
るリソースであるエンドポイントにモデルをデプロイすることもできます2。
モデルを Vertex AIモデルレジストリにインポートすると、Vertex AI機能を利用してモデルを監
視および更新できます3。Vertex AI Experimentsを使用すると、精度、精度、再現率、AUCなど、さ
まざまなモデルバージョンのメトリクスを追跡および比較できます。Vertex AI Explainable AIを
使用して、各入力フィーチャがモデルの予測にどの程度寄与したかを示すフィーチャ属性を生成

することもできます。

モデルをホストする Vertex AIエンドポイントを作成すると、Vertex AI Predictionサービスを使
用してオンライン推論リクエストを処理できます2。Vertex AI Predictionは、スケーラビリティ、
信頼性、セキュリティ、ログなどのさまざまな利点を提供します2。Vertex AI APIまたは Google
Cloudコンソールを使用して、オンライン推論リクエストをエンドポイントに送信し、即座に分類
を取得できます4。
したがって、シナリオに最適なオプションは、モデルを Vertex AI Model Registryにインポート
し、モデルをホストする Vertex AIエンドポイントを作成し、オンライン推論リクエストを行うこ
とです。

https://www.jpnpdf.com/Google.Professional-Machine-Learning-Engineer.v2024-06-17.q112-mondaishu.html


他のオプションは、バッチ予測の使用やモデルファイルの毎回の読み込みなどの即時分類を提供

しないか、より多くの開発とメンテナンスの労力が必要となる Vertex AI Predictionを使用しない
ため、シナリオには適していません。クラウド関数や VMの作成など。
参考文献:
*オンライン予測とバッチ予測 |頂点 AI |グーグルクラウド
*モデルをエンドポイントにデプロイする |頂点 AI |グーグルクラウド
* Vertex AIモデルレジストリの紹介 |グーグルクラウド
*オンライン予測を取得 |頂点 AI |グーグルクラウド

最新問題: 105
あなたの組織のコールセンターから、各通話における顧客の感情を分析するモデルを開発するよ

う依頼されました。コールセンターには毎日 100万件を超える電話がかかり、データは Cloud
Storageに保存されます。収集されたデータは通話が発信された地域から出てはならず、個人を特
定できる情報 (Pll)を保存または分析することはできません。データサイエンスチームは、SQL
ANSI-2011準拠のインターフェイスを必要とする視覚化とアクセス用のサードパーティツール
を備えています。データ処理および分析用のコンポーネントを選択する必要があります。データ

パイプラインはどのように設計すべきでしょうか?

A. 1 =データフロー、2 = Cloud SQL
B. 1 = Pub/Sub、2 =データストア
C. 1 =データフロー、2 = BigQuery
D. 1 = Cloud Function、2 = Cloud SQL
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 106
あなたは自動車会社の AIチームで働いており、TensorFlowと Kerasを使用して視覚的欠陥検出
モデルを開発しています。モデルのパフォーマンスを向上させるには、変換、トリミング、コント

ラスト調整などの画像拡張機能を組み込む必要があります。これらの関数を各トレーニングバッ

チにランダムに適用します。実行時とコンピューティングリソースの使用率を考慮してデータ処

理パイプラインを最適化したいと考えています。あなたは何をするべきか？

A.拡張関数を tf.Dataパイプラインに動的に埋め込みます。
B. Kerasジェネレーターの一部として拡張関数を動的に埋め込みます。
C. Dataflowを使用して、考えられるすべての拡張を作成し、TFRecordとして保存します。
D. Dataflowを使用して、トレーニングの実行ごとに拡張を動的に作成し、TFRecordとしてス
テージングします。

Answer: A (メーッセージを残す)
実行時およびコンピューティングリソースの使用率に関してデータ処理パイプラインを最適化

するための最良のオプションは、拡張関数を tf.Dataパイプラインに動的に埋め込むことです。こ
のオプションには次の利点があります。
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*データの追加コピーを作成したり保存したりすることなく、オンザフライでデータ拡張を実行
できます。これにより、ストレージ容量が節約され、データ転送時間が短縮されます。

* tf.Data APIの並列性とパフォーマンスを活用し、複数の CPUコアまたは GPUデバイスを使用
して、拡張関数を複数のデータバッチに並列で効率的に適用できます。tf.Data APIは、データ処
理速度を向上させ、待ち時間を短縮するために、キャッシュ、プリフェッチ、自動チューニングな

どのさまざまな最適化手法もサポートしています。

* TensorFlowおよび Kerasモデルとシームレスに統合され、tf.Dataデータセットをトレーニング
と評価の入力として使用できます。tf.Data APIは、画像、テキスト、オーディオ、ビデオなどのさ
まざまなデータ形式や、ファイル、データベース、Webサービスなどのさまざまなデータソース
もサポートします。

他のオプションは、次の理由からあまり最適ではありません。

*オプション B: Kerasジェネレーターの一部として拡張関数を動的に埋め込むと、いくつかの制
限とオーバーヘッドが発生します。Kerasジェネレーターは、トレーニングまたは評価用のデータ
のバッチを生成する Pythonジェネレーターです。ただし、Kerasジェネレーターは、トレーニン
グを複数のデバイスまたはマシンに分散するために使用される tf.distribute APIと互換性があり
ません。さらに、Kerasジェネレーターは単一の Pythonスレッドで実行され、並列処理や最適化
手法をサポートしていないため、tf.Data APIほど効率的またはスケーラビリティがありません。
*オプション C: Dataflowを使用して可能なすべての拡張を作成し、それらを TFRecordとして保
存すると、追加の複雑さとコストが発生します。Dataflowは、データの処理と変換のために
Apache Beamパイプラインを実行するフルマネージドサービスです。ただし、Dataflowを使用
して可能なすべての拡張を作成するには、大量の拡張画像を生成して保存する必要があり、大量

のストレージスペースを消費し、ストレージとネットワークのコストが発生する可能性がありま

す。さらに、Dataflowを使用して拡張機能を作成するには、別の Dataflowパイプラインを作成し
てデプロイする必要があり、面倒で時間がかかる可能性があります。

*オプション D: Dataflowを使用してトレーニングの実行ごとに拡張を動的に作成し、それらを
TFRecordとしてステージングすると、追加の複雑さと遅延が生じます。Dataflowは、データの処
理と変換のために Apache Beamパイプラインを実行するフルマネージドサービスです。ただ
し、Dataflowを使用してトレーニングの実行ごとに拡張を動的に作成するには、モデルがトレー
ニングされるたびに Dataflowパイプラインを実行する必要があるため、レイテンシーが発生し、
トレーニングプロセスが遅れる可能性があります。さらに、Dataflowを使用して拡張機能を作成
するには、別の Dataflowパイプラインを作成してデプロイする必要があり、面倒で時間がかかる
可能性があります。

参考文献:
* [tf.data: TensorFlow入力パイプラインの構築]
* [画像拡張 | TensorFlowコア]
* [データフローのドキュメント]
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最新問題: 107
あなたの組織はオンライン掲示板を管理しています。数か月前、掲示板上で有害な言葉やいじめ

が増加していることに気づきました。特定のコメントに有害または有害であるとフラグを付ける

自動テキスト分類器をデプロイしました。現在、一部のユーザーから、自分の宗教に言及した良性

のコメントが誤って虐待として分類されていると報告されています。さらに詳しく調べてみると、

過小評価されている特定の宗教団体に言及したコメントの分類器の誤検知率が高いことがわかり

ました。チームの予算は限られており、すでに予算が過剰になっています。あなたは何をするべき

か？

A.これらのフレーズが有害でない方法で使用される合成トレーニングデータを追加します。
B.モデルを削除し、人間によるモデレーションに置き換えます。
C.モデルを別のテキスト分類子に置き換えます。
D.コメントが有毒または有害であると見なされるしきい値を上げます。
Answer: A (メーッセージを残す)
このアプローチは、毒性のない方法で使用されている宗教的なフレーズの例をさらに提供するこ

とで、分類子のパフォーマンスを向上させるのに役立ちます。これにより、分類子は、これらの宗

教団体に言及する有害なコメントと有害でないコメントをより適切に区別できるようになりま

す。さらに、合成データは、人的リソースに多大な投資を必要とせずに、既存のモデルのパフォー

マンスを向上させるための費用対効果の高い方法です。

最新問題: 108
機械学習スペシャリストは、企業のWebサイトに製品の推奨を提供するモデルをデプロイしま
した。当初、このモデルのパフォーマンスは非常に良好で、顧客は平均してより多くの製品を購入

するようになりました。しかし、過去数か月以内に、スペシャリストは、製品推奨の効果が薄れ、顧

客が支出を減らすという元の習慣に戻り始めていることに気づきました。

このモデルは 1年以上前の最初の導入から変わっていないため、スペシャリストは何が起こった
のかわかりません。

スペシャリストはモデルのパフォーマンスを向上させるためにどの方法を試すべきですか?
A.モデルは、元のトレーニングデータと製品在庫の変化に応じた新しいデータを使用して定期的
に再トレーニングする必要があります。

B.製品在庫の変更に対応できないため、モデルを完全に再設計する必要があります。
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C.製品在庫の変更を処理するために正則化項を追加しながら、元のデータを使用してモデルを最
初から定期的に再トレーニングする必要があります。

D.ドリフトを防ぐために、モデルのハイパーパラメータを定期的に更新する必要があります。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 109
あなたは世界的な自動車メーカーの MLエンジニアです。世界中のさまざまな都市での自動車販
売を予測するには、MLモデルを構築する必要があります。車のタイプと販売台数の間の都市固有
の関係をトレーニングするには、どの特徴または特徴クロスを使用する必要がありますか?
A.ビン化された緯度、ビン化された経度、およびワンホットエンコードされた車種の 3つの個別
の機能

B.緯度、経度、車種の要素ごとの積として取得される 1つの特徴
C.ビン化された緯度、ビン化された経度、およびワンホットエンコードされた車種の間の要素ご
との積として取得される 1つの特徴
D. 2つの特徴が要素ごとの積として交差します。1つ目はビン化された緯度とワンホットエン
コードされた車種の間であり、2つ目はビン化された経度とワンホットエンコードされた車種の
間です。

Answer: C (メーッセージを残す)
特徴クロスは、2つ以上の既存の特徴を結合することによって、通常はそれらの積または連結に
よって取得される合成特徴です。特徴クロスは、元の特徴間の非線形効果と相互作用効果を捕捉

し、モデルの予測パフォーマンスを向上させるのに役立ちます。特徴クロスは、数値特徴、カテゴ

リ特徴、地理空間特徴など、さまざまなタイプの特徴に適用できます1。
世界中のさまざまな都市での自動車販売を予測する MLモデルを構築するユースケースの場合、
最適なオプションは、ビン化された緯度、ビン化された経度、およびワンホットエンコードされた

車種の間の要素ごとの積として取得された 1つの特徴を使用することです。このオプションに
は、ビン化された緯度、ビン化された経度、ワンホットエンコードされた車種という 3つの個別
のフィーチャを組み合わせたフィーチャクロスの作成が含まれます。ビニングは、範囲を等間隔、

つまりビンに分割することによって、連続的な数値特徴を離散的なカテゴリ特徴に変換する手法

です。ワンホットエンコーディングは、カテゴリ特徴量をバイナリベクトルに変換する手法で

す。各要素は考えられるカテゴリに対応し、特徴量がそのカテゴリに属する場合は値 1、それ以外
の場合は 0になります。緯度、経度、および車種の特徴にビニングとワンホットエンコーディン
グを適用することで、ビンと車種の各組み合わせが異なる都市を表すことができるため、特徴ク

ロスは車種と販売台数の間の都市固有の関係を捉えることができます。そして特定の車種に対す

る好み。

たとえば、特徴クロスは、緯度ビンが [40, 50]、経度ビンが [-80, -70]、車種が SUVの都市が、緯度
ビンは [-10, 0]、経度ビンは

【10、20】、セダンの車種。したがって、ビン化された緯度、ビン化された経度、およびワンホット

エンコードされた車種の間の要素ごとの積として取得された 1つの特徴を使用することが、この
ユースケースに最適なオプションです。
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参考文献:
*フィーチャークロス |機械学習短期集中コース

最新問題: 110
あなたは、データセットをクリーンアップして Cloud Storageバケットに保存するパイプライン
を開発したデータエンジニアリングチームと協力します。MLモデルを作成し、新しいデータが
利用可能になったらすぐにそのデータを使用してモデルを更新したいと考えています。CI/CD
ワークフローの一部として、Google Kubernetes Engine (GKE)で Kubeflow Pipelinesトレーニン
グジョブを自動的に実行したいと考えています。このワークフローをどのように設計すればよい

でしょうか?
A. App Engineを使用して、Cloud Storageに新しいファイルを継続的にポーリングする軽量の
Pythonクライアントを作成します。ファイルが到着したらすぐにトレーニングジョブを開始し
ます。

B. Cloud Schedulerを使用して、定期的な間隔でジョブをスケジュールします。仕事の第一歩とし
て。Cloud Storageバケット内のオブジェクトのタイムスタンプを確認します。前回の実行以降に
新しいファイルがない場合は、ジョブを中止します。

C.ストレージバケットで新しいファイルが利用可能になったときに Pub/Subトピックにメッ
セージを送信するように Cloud Storageトリガーを構成します。Pub/Subトリガーの Cloud
Functionを使用して、GKEクラスタでトレーニングジョブを開始する
D. Dataflowを使用してパイプラインを構成します。これにより、ファイルが Cloud Storageに保
存されます。ファイルが保存されたら、GKEクラスタでトレーニングジョブを開始します。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 111
あなたは、プロトタイプのコードを実稼働環境にデプロイするという任務を与えられました。特

徴エンジニアリングコードは PySparkにあり、Dataprocサーバーレスで実行されます。モデルの
トレーニングは、Vertex Alカスタムトレーニングジョブを使用して実行されます。2つのステッ
プは接続されていないため、現時点では、特徴エンジニアリングステップの終了後にモデルト

レーニングを手動で実行する必要があります。エンドツーエンドで実行され、ステップ間の接続

を追跡する、スケーラブルで保守可能な生産プロセスを作成する必要があります。あなたは何を

するべきか？

A. Vertex Al Workbenchノートブックを作成するノートブックを使用して Dataprocサーバーレ
ス機能エンジニアリングジョブを送信する同じノートブックを使用してカスタムモデルトレー

ニングジョブを送信するノートブックのセルを順番に実行して、ステップをエンドツーエンドで

結び付ける

B. Vertex Al Workbenchノートブックを作成します。ノートブックで Apache Sparkコンテキス
トを開始し、PySpark機能エンジニアリングコードを実行します。同じノートブックを使用し
て、TensorFlowでカスタムモデルトレーニングジョブを実行します。ノートブックのセルを順
番に実行して、ステップを結び付けます。エンドツーエンドで一緒に
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C. Kubeflowパイプライン SDKを使用して、2つのコンポーネントを指定するコードを作成しま
す

- 1つ目は、機能エンジニアリングジョブを起動する Dataprocサーバーレスコンポーネントで
す。

- 2番目は、
creare_cusrora_rraining_job_from_ccraponent Utility that launches the custom model training job.
D. Vertex Al Pipelinesジョブを作成して両方のコンポーネントをリンクして実行します
Kubeflowパイプライン SDKを使用して 2つのコンポーネントを指定するコードを作成します
-最初のコンポーネントは、PySpark機能エンジニアリングコードを実行する Apache Sparkコ
ンテキストを開始します。

- 2番目のコンポーネントは、TensorFlowカスタムモデルトレーニングコードを実行します。
Vertex Al Pipelinesジョブを作成して、両方のコンポーネントをリンクして実行します。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 112
あなたは製造会社のデータサイエンスチームで働いています。あなたは、数億件のレコードが含

まれる会社の過去の売上データを確認しています。探索的なデータ分析では、平均、中央値、最頻

値などの記述統計を計算する必要があります。仮説検証のための複雑な統計的テストを実施す

る。計算リソースを最小限に抑えながら、分析にできるだけ多くの販売データを使用したいと考

えています。あなたは何をするべきか？

A. Vertex Al Workbenchユーザー管理ノートブックインスタンスをスピンアップし、データセッ
トをインポートします。このデータを使用して統計分析と視覚分析を作成します。

B. Googleデータポータルで時間プロットを視覚化します。データセットを Vertex Al Workbench
ユーザー管理ノートブックにインポートします。このデータを使用して記述統計を計算し、統計

分析を実行します。

C. BigQueryを使用して記述統計を計算します。Vertex Al Workbenchのユーザー管理ノートブッ
クを使用して、時間プロットを視覚化し、統計分析を実行します。

D BigQueryを使用して記述統計を計算し、Googleデータスタジオを使用して時間プロットを視
覚化します。Vertex Al Workbenchのユーザー管理ノートブックを使用して、統計分析を実行しま
す。

Answer: C (メーッセージを残す)
計算リソースを最小限に抑えながら大規模で複雑なデータセットを分析するための最良のオプ

ションは、BigQueryと Vertex AI Workbenchを組み合わせて使用することです。BigQueryは、ペ
タバイト規模のデータに対して高速かつインタラクティブなクエリを実行できる、サーバーレス

でスケーラブルでコスト効率の高いデータウェアハウスです。BigQuery
は、AVG、PERCENTILE_CONT、MODEなどの SQL関数を使用して、平均、中央値、最頻値など
の記述統計を計算できます。。Vertex AI Workbenchは、データサイエンスと機械学習のための統
合開発環境を提供するマネージドサービスです。Vertex AI Workbenchを使用すると、ユーザー
は Google Cloud上で Jupyterノートブックを作成して実行し、データの視覚化や統計分析のため
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のさまざまなツールやライブラリにアクセスできます。Vertex AI Workbenchは BigQueryに接続
し、クエリの結果を使用して時間プロットを作成し、仮説検証のための統計テストを実行できま

す。BigQueryと Vertex AI Workbenchを使用することで、ユーザーは Google Cloudのパワーと
柔軟性を活用して、大規模で複雑なデータセットに対して探索的なデータ分析を実行できます。
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